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　ランディア大陸の北に広がる魔王領。

　ある日突然大量に出現した魔物たちによって人類が失った土地だ。いまでは魔物が我が物顔で闊かつ歩ぽし、その奥には魔族や魔王がいるという噂うわさだ。しかし、噂はどれも推量ばかりで現在の実情はまったくの不明と言ってよかった。

　そんな魔王領だが『領』とは呼んでいても明確な国境はない。

　グラン・ケイオス帝国が主導した人類側の連合軍が惨敗してからというもの、襲い来る魔物を防ぎきれずに居住を放棄した土地がそのまま魔王領と呼ばれている。

　現在は魔王領が急速に広がり、襲い来る魔物の数が分散されたことで各国の軍で対処できるレベルに落ち着いており、その拡大は止まっていた。

　そんな魔王領に接している国々にとっては魔物との戦いは日常茶飯事だった。

　魔王領の拡大は抑えられてはいるのだが、国境線では毎日のように人類と北から訪れる魔物との戦いが繰り広げられている。魔物は単体で襲い来るときもあれば十数体程度の群れで襲い来るときもある。

　ごく希まれにではあるが百体以上の大群となって襲い来ることもあり、この場合、東方諸国連合内の小国一国では対処できないため近隣諸国と連携をとって当たることになる。

　そんな魔王領と接している国の一つであり、東方諸国連合に所属している小規模国家『ラスタニア王国』では、この日も魔王領との国境付近で戦闘が行われていた。

　近年ではあまりなかったことなのだが、魔物たちが二十匹ほどラスタニア王国の近くに現れたのだ。魔物の種類に統一感はなく種族もバラバラで、ゾンビのように身体からだが腐敗しているオーガやゴブリンのようなものから、なんと形容すればいいかわからない「翼の生えた蛇」や「頭が二つある黒ヒョウ」などの異形の鳥獣たちまでいる。

　魔物たちに共通していたのは相手を捕食せんとギロリと輝く目のみだ。

　人口二万人程度のラスタニア王国には純粋な兵士は五百名程度しかおらず、すぐに動かせたのがそのうちの百名ほどだったので決して楽な数ではなかった。いざとなれば市民たちも武器を取らなければならないだろうが、今回はそこまではしなかった。

「防げ、防げぇ！」

「隣とガッチリ組め！　間を空けたら付け込まれるぞ！」

　戦場では盾を持った兵士たちがゾンビゴブリンの猛攻を食い止めていた。

　ゾンビゴブリンの戦い方は戦術などお構いなしのただ突っ込むだけのものだったので、盾で抑えつつその隙間から槍やりを繰り出すことによって一匹一匹仕留めているのだ。

　そんな盾を持った兵士たちの中で鎧よろいに身を包み、一際大きな盾を持った一人の人物が声を張り上げた。

「弓兵は飛んでるものを優先的に狙え！　一匹でも突破を許せば、我らの家族が喰くわれることになるのだぞ！」

　勇壮な言葉だったがその声音は高かった。大きな盾の持ち手は女性だったのだ。

　歳としは二十三才。身の丈は百八十センチと高く身体つきもしっかりとしていたが、顔立ちには少女の面影が残っている。

　彼女こそは若いながらもラスタニア王国の兵士長を務めるローレンだった。

　兵士長とは名乗っているが、そもそも兵士の数が少ないラスタニア王国では国の全兵士を監督する立場だった。ローレンの号令に弩クロスボウを持った部隊が上空を通過しようとする「翼の生えた蛇」に矢の雨を降らせて射落としていく。

　すると今度は盾を持っていた兵士たちの間から悲鳴が上がった。

「兵士長！　オーガです！」

　見れば肉がただれてゾンビのようになっている三メートル越えのオーガ一頭が、ゾンビゴブリンと同じように盾を持っている兵士たちに向かって突っ込んできた。腐っても鯛たい……ではなく鬼。その圧力は凄すさまじく、盾持ちの兵士四人をまとめて弾はじき飛ばした。

「くっ！　密集してヤツの突撃を止めろ！　あんなのを街に入れるな！」

　ローレンは号令を出すと、自らも大盾を構えてゾンビオーガの前に立ち塞がった。

「兵士長！　おい、手を貸すぞ！」

「予備兵は兵士長のもとに集まれ！」

　ローレンを含む盾持ち兵が八人がかりでブロックすることで、ようやくその前進を阻むことができた。押し込まれながらもギリギリのところでゾンビオーガの足が止まった。

「槍兵、弓兵、我らが抑えている間にヤツの息の根を止めろ！」

「はっ！　弓兵隊、放てぇ！」

「さっさと倒れろデカブツ！」

　ゾンビオーガの腐敗した肉に槍や矢が食い込む。

　しかし、身体に無数の矢が刺さり何度も槍で突かれているにもかかわらず、ゾンビオーガはなかなか絶命しなかった。その丸太ほどもある腕を振るう度に兵士が一人、また一人と殴り飛ばされる。防御の空いたところにはすぐに代わりの兵士が入って抑え込みにかかるのだが、兵士たちの隊列に乱れが生じてしまった。

『『　グガウ！　』』

「うわっ……がふっ」

　その隙間を縫うように、双頭のクロヒョウが盾持ち兵たちの間を突破し、後方にいた弩兵の一人の首に左右から喰らいついた。二つの頭に左右から首を嚙かみちぎられ、鮮血とともに倒れる弩兵。獲物を仕留めた双頭のクロヒョウは、狙いをゾンビオーガを抑えるために背中を晒さらす格好になっているローレンたちに定めた。

「くそっ、背後をとられるとは……」

『『　グルルル……ッ！　』』

　双頭のクロヒョウがローレンに背後から襲いかかろうとした。

「させん！」

　ローレンと双頭のクロヒョウの間に割って入る人影があった。

　ネイティブアメリカンのような装束を纏まとい、両手にククリ刀を持った逞たくましい男がローレンを守るように立ちはだかったのだ。男は右手のククリ刀で牙の攻撃を受け止め、左手のククリ刀を逆手に持って頭の一つに脳天から突き刺した。

　そしてよろけるクロヒョウにトドメとばかりに残った頭の喉を刺す。

　双頭のクロヒョウは力なくドサリと倒れた。完全に相手が沈黙したことを確認し、男は突き刺していたククリ刀を引き抜くとローレンのもとに駆け寄った。

「ご無事ですか！　ローレン殿！」

「ジルコマ殿！　来てくれたのですね！」

　頼もしい援軍の到来にローレンの顔に喜色が浮かんだ……が、すぐに気を引き締めると抑えているゾンビオーガを警戒しながら尋ねた。

「貴殿がここにいるということは、義勇軍も来てくれているのですか？」

「はい。ですが私のみ先行して参りました。いましばらく持ちこたえれば……」

　そんなジルコマの言葉の途中で、不意に魔物の向こう側から鬨ときの声が上がった。

　突如この戦闘に乱入した五十名ほどの武装集団が魔物たちの後背を突いたのだ。

　その集団の中に馬を駆りつつ指揮を執る青年の姿があった。貴公子のような気風を持つその青年は怜れい悧りな目で戦場を見通し、率いる集団に命じた。
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「知恵無き魔物どもは前しか見ていない。後背、左右から仕掛けて翻弄せよ！」

　青年の名はユリウス・アミドニア。元はアミドニア公太子だった男だ。

　いま彼が率いている一団は魔王領となっている故郷へ還かえることを望む難民たちによって結成された義勇軍だった。本来なら義勇軍を率いるべきはリーダーでもあるジルコマなのだが、一人の戦士として戦うことを好むジルコマはたいていの場合、指揮をラスタニア王国の客将であるユリウスに委ねていた。

「うむ。さすが、ユリウス殿の指揮は的確ですね。安心して見ていられます」

　ローレンは感心したようにそう唸うなった。ジルコマも同意した。

「そうですな。兵の指揮に関しては、私などよりもよほど秀でております。『なぜ毎度私が貴様の尻ぬぐいをしなければならないのだ』と愚痴を言われておりますが」

「ユリウス殿は頼もしいですからね。つい頼ってしまうのもわかります」

　二人がそんなことを話していると、ユリウス率いる義勇軍の突撃を受けた魔物たちが列を乱しはじめた。前から架かる圧力が減ったこの機を逃すまいと盾持ち部隊は前進し、ゾンビオーガを他の魔物ともども押し倒した。

　仰あお向むけに倒れたゾンビオーガに槍兵たちが群がり、何度も何度も槍を突き刺す。

　弓兵たちも遠巻きに矢を射かけ、その身体がやがて矢と槍の剣山のようになったとき、ようやくゾンビオーガはピクリとも動かなくなった。

　相手の息の根が止まったことを確認した兵士が、声を張り上げた。

「た、倒した！　倒したぞぉ！」

「俺たちの力であのデカブツを倒したんだ！」

「「「　おおおおおお!!　」」」

　強敵を打ち倒したことで兵士たちの士気が上がった。

　こうなればもうあとは残った魔物を順次殲せん滅めつするだけという段階になって、ジルコマとローレンはようやく一息吐つくことができた。

　二人が汗を拭っていると、ユリウスが馬で駆けてきた。

「ジルコマ！　貴様、また私に兵を押し付けて突撃したな！　本来義勇軍のリーダーはお前だろうが！　それにローレン殿も！　兵士長が前線に出張るなど言語道断です！　貴女あなたにもしものことがあれば、誰がこの国の兵を束ねるのですか！」

　やって来て早々、二人に対して小言を言うユリウス。

　ジルコマとローレンは苦笑しながら聞いていた。魔物との戦闘後には、ユリウスの小言を聞かされるのが定番となりつつあったからだ。どんなに小言を聞かされても突撃をやめない二人と、そんな二人に無駄だとわかっていてなお小言をやめないユリウス。

　懲りないのは三人とも一緒だった。

「大体、貴様らはだな……」

「さて、魔物の殲滅も完了したようです。帰るとしましょう」

　ユリウスの小言を遮るように、ローレンが「皆、撤収するぞ！」と言いながらパンパンと手を叩たたいた。

「おい、まだ私の話は終わって……」

「まあまあ、ユリウス。小言は帰路の道すがらでも聞けるから、いまは帰るとしよう。我らの帰還を首を長くして待ってくれている人々もいるだろう？」

「……ふん」

　ジルコマに宥なだめられて、ユリウスは面白く無さそうにそっぽを向いた。

　ただそれ以上はなにも言ってこなくなったので、了承はしたのだろう。そんなユリウスの様子にジルコマとローレンは顔を見合わせて吹き出した。







「ジルコマ。お前は昨今の魔物の襲撃をどう見る？」

　兵士たちと共に城へと帰還する道すがら、ユリウスは馬上から隣を早足で歩くジルコマに問いかけた。ジルコマも馬には乗れるのだが、戦闘方法が歩兵戦向きなことと鍛錬も兼ねて歩行カチでの移動を好んでいた。尋ねられたジルコマは首を傾かしげた。

「なにか気になることでもあるのか？」

「……ここのところ、魔物の襲撃の数・頻度ともに増加傾向にある。これ以上、襲撃する魔物の数が増えるようならば兵士だけでは対処しきれなくなる」

「そうなれば……民たちも武器をとらねばならなくなるな」

　王国と名乗ってはいても、ラスタニアの規模はエルフリーデンやアミドニアから見れば中流貴族の領地程度の大きさしかない。人口は二万人ほどだが、その中には当然女性や子供や老人などの非戦闘民がいる。無理して徴兵したとしても、戦えるのは精々が五千人程度だろう。ユリウスはアゴに手をやりながら思案顔になった。

「数を集めたとしても寄せ集めでは大した戦力にはならない。この国の兵数は義勇軍を足しても六百に届かない。魔物の数が六百を超えれば苦戦は必至だ。もしも千を超えるようならば……この国は終わる」

　ユリウスが真剣な表情で言った。いまの言葉にはなんの誇張もないのだろう。そんな重苦しい雰囲気を払拭するように、ジルコマは敢あえて楽観的に言った。

「そういう事態を避けるために『東方諸国連合』が結成されたのだろう？　中小国家一国では対処できない事態に備え、危急の折には諸国で連携できるようにと。それに、いざとなれば『連合軍』が来てくれるのではないか？」

　ジルコマの指摘した『連合軍』とは、東方諸国連合内の国々から供出された兵力（小規模国家の場合、その保有兵数のうち一割、中規模以上の国家の場合は三割）で組織された『東方諸国連合軍（通称「連合軍」）』のことだ。

　もし東方諸国連合加盟国に他国や魔王領の脅威が迫った場合、その連合軍が派遣されることになっている。しかし、ユリウスは首を横に振った。

「たしかに、攻め込まれるのがこの国だけだったなら連合軍に支援を要請することで助力が期待できるだろう。しかし私が行商人などから集めた情報によれば、魔物の襲撃が増えているのはこの国だけではないらしい」

「貴殿は客将だろう？　情報収集そのようなことまでしているのか？」

「他にする者がいないのだから仕方ないだろう。……情報収集を怠ることの恐ろしさは身に染みているからな」

　そう言ってユリウスは渋い顔をした。情報収集の重要性を意識する切っ掛けとなったのは、エルフリーデン王国内の情勢を読み違え、安易に出兵して大敗を喫した経験によるものだったからだ。ユリウスは気持ちを切り替えるように頭を振った。

「行商人の話では、魔王領に接する国々では魔物の襲撃が増えているらしい。もし国境沿いに広範囲な魔物の襲撃があったら、連合軍でも対処しきれないだろう。それに連合軍にしても真っ先に救援に向かうのは拠出された兵数の多い国だろうしな」

　各国から拠出された兵で構成されている以上、兵の多数が所属する国への救援が優先されるのはある意味仕方のないことだろう。多数が所属する国が危機に陥った場合に連合軍が瓦解しかねないし、他の国への救援では士気も維持できない。

　だから小国のラスタニア王国は後回しにされかねないのだ。ジルコマも唸った。

「ううむ……それでは、『ノートゥン竜騎士王国』に援兵を求めるのはどうだ？　ラスタニアとは同盟関係にあるだろう？」

　強力な竜騎士を多数有し、守戦だけなら『グラン・ケイオス帝国』とさえ渡り合えるという『ノートゥン竜騎士王国』とラスタニア王国とは東方諸国連合結成前から同盟関係にあった。ラスタニア王国が東方諸国連合に所属してからも同盟は継続され、ノートゥン竜騎士王国と東方諸国連合の連絡役となっている。

　吹けば飛びそうなこの小さな王国が、魔王領に接しながらもいまだに存続していられるのはこの同盟のおかげと言っても過言ではない。しかし、ユリウスは首を横に振った。

「魔王領に接する国々全体で魔物の襲撃が増えていると言っただろう。ノートゥン竜騎士王国もまた魔王領との隣接国だ。襲撃も増えていることだろう」

「自国のことで手一杯で、こちらに回せる余力はないかもしれないということか」

　いざというときにはこの国の兵力だけで戦わなくてはならない。その現実にジルコマも暗あん澹たんたる気分になった。ユリウスは小さく溜ため息いきをついた。

「こんなときは、かつて率いた万の兵さえあればと考えてしまう」

　父であるガイウス八世が戦死し、妹のロロアによって国を逐おわれるまでの間、ユリウスはたしかにアミドニアの公王だった。公王として活動した期間は短かったが、あのときならばまだユリウスは万の兵を動かすことができた。

「あの兵さえあれば、かように悩まなくて済むのだがな……」

「しかし、兵を率いていたころの貴殿は、こんな小国のことなど気にも留めなかったのではないか？」

「……そうかもしれん」

　ジルコマに返され、ユリウスは一瞬淋さびしそうな顔をしたあとで苦笑した。

「まったく……失ってから初めて気付くことの多いことよ」

「だが失ったと思っていても、実はなにも失っていなかったという話も多い」

　自嘲気味に笑うユリウスに、ジルコマは穏やかな口調で言った。

「我らは難民として故郷を逐われたが、故郷がなくなってしまったわけではない。いまは魔王領とはいえ、我らを育んだ山河はいまもその地に存在している。家族もだ。袂たもとを分かったとはいえ妹のコマインは王国で元気に暮らしている」

　もっとも、この前の手紙で『お仕えすべき御お方かたを見つけました！』とコマインが興奮気味に綴つづっていたことが、ジルコマには多少気になってはいたのだが。

「故郷と家族……か」

　ユリウスにとって故郷はアミドニア公国であり、家族は妹のロロアのみだ。どちらも最後の記憶はユリウスにとって苦いものであったが消えて無くなったわけではない。

　アミドニア公国はエルフリーデン王国に編入され、ロロアはエルフリーデン王ソーマの婚約者になったと聞くが……たしかにいまも存在している。

「そうだな……いざというときには妹に頭を下げるか。無様を晒さらすことにはなるが、それで援兵をもらえるのなら私の自尊心など安いものだ」

　小さく笑いながらそう語るユリウスに気合いを入れるように、ジルコマは馬上にあるユリウスの腰をパシンと叩いた。

「痛っ……急になにをするのだ！」

「私はこの国での貴殿の姿しか知らない。かつてどんな人間だったのかもな」

「………」

「だが、いまの貴殿もそう悪い感じはしないぞ。出会ったころは自問自答を繰り返す迷い人のような目をしていたが、いまは活いき活きとしているように見える」

　ジルコマにそう評され、ユリウスは「ふん」とそっぽを向いた。

「アミドニア家は武門の家だ。魔物との戦いで本来の自分を取り戻せたのだろう」

「ふむ……本当にそれだけなのか？」

「……なにが言いたい」

「人の影響というのもあるのでは？　ほら、どうやら貴殿にお迎えが来ているようだ」

　ムッとするユリウスに、ジルコマは街の城門のほうを指差した。

　城門の前には、淡い色合いで膝丈のチロル風ドレスを着た可か憐れんな少女が立っていて、ユリウスに向かって手を振っていた。着ているものは庶民的だったが、よくよく見ればその頭には綺き麗れいなティアラがちょこんと載っかっていた。

　フワフワしていそうな短めの髪に幼さの残る顔立ちが愛くるしい少女。

「ユリウス様～！　ご無事のご帰還、お待ちしておりました～！」

　少女は全身で喜びを表すように手を振りながらユリウスに呼びかけた。

　その瞬間、周囲にいた兵士たちのニヤニヤとやっかみの視線がユリウスに集まった。彼女こそ、このラスタニア王国の姫君であるティア・ラスタニアだった。

　多くの兵士たちが見ている前で呼びかけられたユリウスは頭を抱えた。

「ティア姫……なぜ城門まで出てきているのだ。危ないだろう」

「それだけ貴殿のことが心配だったのだろうさ。早く行かれよ」

　バシッとジルコマはユリウスの乗る馬の尻を叩いた。

　馬が急に走り出したことでユリウスはつんのめりそうになり、一瞬だけジルコマに恨みがましい視線を送ったが、すぐにティア姫のもとへと駆けていった。

「あのお二人は美男・美少女でお似合いですね」

　背後から声を掛けられたジルコマが振り返ると、兵士長のローレンがニコニコと笑みを浮かべながら立っていた。

「元とはいえユリウス殿も王族ですし、家柄的には申し分ありません。なによりティア姫様がいたく気に入っておられますから、国王様も婿に迎える気満々みたいです」

「ユリウスは『いまはまだ世帯を持つ気はない』と言っておりますがね」

「おや、姫様には脈無しですか？」

「いえ、覚悟の問題なのだと思います。ユリウスもティア殿の明るさには救われているようですし、この国に骨を埋うずめる覚悟さえ決まれば、あとは早いかもしれません」

　二人が見ている中でティア姫のもとへとたどり着いたユリウスは、早速なにやら小言を言っているようだった。ティア姫は「聞こえませーん」とばかりに耳を両手で塞いでプイッと顔を背けている。まるで仲睦むつまじい兄妹のような姿だった。

　すると業を煮やした様子のユリウスはティア姫の手を引いて持ち上げると、自分の前に座らせた。このまま二人乗りで城へと帰るのだろう。

　ユリウスの懐にすっぽりと収まる形になったティア姫は、柔らかく笑いながら背中をユリウスに預けていた。

　そんな二人の様子をジルコマとローレンは微笑ほほえましそうに見ていた。

「やはり姫様たちは仲が良いですね」

「ハハ、そうですな」

「あ、あの……ジルコマ殿。今こ宵よいは独り身同士、今日の勝利の祝杯をあげませんか？」

「願ってもないことです。共に飲み明かしましょう」

「はい！」

　そんなことを言いながら城門に歩いていく二人。

　今宵、気立てのいいローレンを独占することになるジルコマにもまた、独身兵士たちの妬みの視線が送られていた。
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　―――大陸暦一五四七年九月下旬・王都パルナム




『お久しぶりです。ソーマ殿』

　この日、俺は王城内にある『玉音の間』で簡易受信機越しに、思わず見み惚とれる容姿にウェーブのかかった髪が特徴的な美しい女性と会談を行っていた。

　グラン・ケイオス帝国の女皇マリア・ユーフォリアだ。

　そして俺の背後には宰相のハクヤが、マリアの背後には妹であり将軍でもあるジャンヌが控えている。両国のナンバー１・２が揃そろっていることが、この会談が持つ意味の大きさを表していた。

『子供がお生まれになるそうですね。おめでとうございます』

　まずは談笑から入ろうというのか、マリアがにこやかな笑みを浮かべて祝福してくれた。俺も笑みを浮かべながら会釈をした。

「ありがとうございます。まだあまり実感が湧いていませんが……」

『ふふふ、リーシア殿のお子なら可愛かわいらしいでしょうね。ソーマ陛下は私より一つ下とお聞きしますのに、先を越されてしまいましたね』

　茶目っ気たっぷりにマリアはそう言った。

　たしかこの世界の数えでは同い年のジュナさんは地球の暦では一つ年上になるんだったから、一つ上のマリアは実際には二つ年上ってことになるんじゃないだろうか。

　まあ年齢関連の話題を女性に振るのは怖すぎるので、ここはスルーしておこう。

「ただまあこれで私もリーシアも、侍中のマルクスに『はやくお世継ぎを！』とせっつかれる日々から解放されたのでその点は安あん堵どしています」

『羨ましいです。私はいまだに「早く婿を迎えてください！」と言われております』

「意中の殿方はいないのですか？」

『女皇ともなると難しいですね。帝国を背負える人材でないといけませんから』

「それはまた……殿方にとっては高たか嶺ねすぎる花ですね」

　前国王アルベルト殿の鶴の一声で、俺とリーシアの婚約が決まってしまったうちとは大違いだ。帝国の女皇ともなれば結婚するのも大変なことなのだろう。

　するとマリア殿は茶目っ気たっぷりの笑顔で言った。

『うふふ、いっそソーマ殿に貰もらっていただきましょうか？　そしてロロア姫のときのように帝国の面倒も見ていただけると助かるのですが？』

『な、なにを言いだすのですか、姉上！』

　俺がなにか言うよりも先にジャンヌ殿が大声を上げた。

『姉上は帝国を背負う身！　そのようなことを軽々しく……』

『そんなに怒らないでジャンヌ。ちょっとした冗談じゃないの』

『言って良いことと悪いことがあります！』

　マリアってば……ジャンヌをからかって遊んでるなぁ。ジャンヌはリーシアに似て真っ直すぐな性格だし、毎回ちゃんとリアクションしてくれるのがおもしろいのだろう。

「マリア殿のような素敵な女性にお嫁に来ていただけたら光栄ですが……さすがに王国に加え、帝国のような広大な領土を治める自信はありませんね。私の力量ではエルフリーデンとアミドニアを治めるのが精一杯ですよ」

『そんなこともないと思いますが……なんでしたら、そこにおられる黒衣の宰相殿をくださるのでもかまいませんよ。私は皇位をジャンヌに譲るので、ジャンヌと結婚して皇帝になってくださいませんか？』

『姉上!?』

　今度はハクヤに矛先が向いたようだ。当のハクヤは動じた様子も見せず、アゴに手を当ててなにやら考え込むとやがて口を開いた。

「ジャンヌ殿は魅力的な女性だと思います。ですが皇帝になるのはごめんですね。この国にお嫁に出していただけるというのならば喜んで頂戴いたしますが」

『ハ、ハクヤ殿までなにを!?』

『ぶ～、私を引退させてくれないならあげませんよ～』

『姉上も、いい加減にお黙りください！』

　二人に振り回されてジャンヌは顔を真っ赤にしていた。マリアはともかくハクヤはこんな風に人をからかうヤツじゃないし、案外、本気で言っているのかもしれない。

　……ともかく、いつまでも無駄話をしているわけにもいかない。

「それでマリア殿。そろそろ本題に入りませんか？」

『……そうですね』

　いままでの柔らかな笑みを消し、マリアは真面目な顔になって言った。

『フリードニア王国国王ソーマ・カズヤ殿。さきに結んだ二国の盟約に従い、東方諸国連合への援軍を派遣していただきたいのです』

「……魔王領に関することですか？」

　俺がそう尋ねるとマリアは静かに頷うなずいた。

　王国と帝国で結んだ秘密の盟約とは『王国は帝国が主導する人類宣言に参加しない代わりに、大陸の東側（東方諸国連合側）へ魔王領からの脅威が迫った場合は、帝国に代わって対処する』というものだった。

『ソーマ殿が共和国にいたときにもお伝えしたとおり、いま大陸の北国では魔王領からの魔物の襲撃が増えております。その数も頻度も日ごとに増えている状況です』

「魔物だけですか？　魔族は？」

　魔王領には知能を持たないと思われる魔物と、知能を持つと思われる魔族が存在している……というのが俺とマリアが共有している認識だった。人類を無作為に襲っているのは魔物であり、これと魔族を一緒くたにして対処しようとすれば、害獣駆除は戦争へと変わり、十数年前のような人類側の大惨敗を繰り返すことになりかねない。

　現状を維持しつつ、機会があれば魔族とコンタクトを取りたいというのが俺とマリアの考えだった。しかしマリアは残念そうに首を横に振った。

『襲ってくるのは魔物だけのようです。今回のような大量発生した魔物が押し寄せるという事例はこれまでにも何度かありました。私たちはこれを「魔ま浪なみ」と呼んでいます』

「まなみ……」

　女性の名前みたいだな。そんな生易しいものじゃないんだろうけど。

『過去の魔ま浪なみに関する記録を見るかぎりでは、この魔物の大量発生と襲撃の増加は一時的なもののようです。押し寄せてくる魔物を殲せん滅めつできれば、しばらくはまた小康状態になることでしょう』

「なるほど……それはたしかに波のようですね」

『とはいえその数はとても多く、中小国家では支えきれない規模です』

　マリアはジャンヌに用意させた地図を広げさせて、こちらに見せた。

『大陸の西側と北で帝国に従っている国々はこちらで守ります。強力な竜騎士を保有しているノートゥン竜騎士王国も自分たちでどうにかできるでしょう』

　マリアが地図で一国一国を指差しながら言った。

　たしかに人類側最強の国家である帝国とそれに属する国、それとナデンやルビィのような強力なドラゴンを有するノートゥン竜騎士王国なら自衛も容易だろう。

　そしてマリアは表情を険しくしながら東の国を指し示した。

『問題は大国ではあるものの、中小国家の連合体である「東方諸国連合」です。各国が供出した兵力で構成された連合軍はあるものの、その配備にはどうしても偏りができてしまいます。小規模国家の中には満足な支援を受けられず、支えきれなくなるところも出てくるでしょう』

「なるほど。そういった小国に対して我々は援軍を送ればいいのですね？」

　俺がそう尋ねるとマリアは小さく頭を下げた。

『お願いします。派遣場所、方法等はそちらにお任せしますが、できるかぎり迅速に人々の命を救ってあげてください。魔王領が出現してからというもの、多くの難民が発生しました。これ以上故郷を逐おわれる悲しみを広げたくありません』

「もとより、そういう盟約でしたから。……ただ、こちらも軍を派遣する形で支援するのですから、当面は戦争支援金の供出を求めないでくださいね？」

『もちろんです』

　魔王領から遠方の国による、魔王領と接する国々に対しての金銭的な援助として徴収される戦争支援金。結構な負担なのだけど、人道的な面や北が崩れるとこちらにまで影響が及ぶという実務的な見地から再度供出を求められても断りづらい。

　それを求められずにすむのは気が楽だ。

　話が纏まとまったところで、マリアはジャンヌに新たに用意させた東方諸国連合の地図を指示棒で差しながら援軍を派遣するべき場所について説明した。

『東方諸国連合内で、とくに援軍が求められるだろう地点は二つです。まずは東方諸国連合と魔王領の国境線の西端にあり、ノートゥン竜騎士王国とも接している「ラスタニア王国」です。この国は小国ですが竜騎士王国と同盟を結んでおり、いざというときは助力を得られることになっているのですが、今回の魔ま浪なみでは竜騎士王国側にも魔物が押し寄せていることが予想され、救援は遅れるだろうと考えております』

「ラスタニア王国……」

　ジルコマたち……北に戻ることを選択した元難民の戦士たちが身を寄せているという国か。それにこの国にはあの男がいるという報告も……いや、いまはいいか。

　次にマリアは魔王領と接する国境線の真ん中あたりを指し示した。

『もう一つは国境線の真ん中に位置する「チマ公国」。中規模国家の一貴族だったチマ公が独立して起こした小国ですね。中小国家が乱立するこの地域において、状況次第で様々な陣営に身を置き、独立を維持してきたやり手の国家です』

「駆け引きが上う手まい国なのですね」

　徳とく川がわ・北ほう条じよう・上うえ杉すぎという大勢力に囲まれながら、巧みな駆け引きで独立を維持した昌まさ幸ゆき時代の真さな田だ家みたいな感じか。国は小さいけど頭首が優秀なのだろう。

　するとマリアはクスリと笑った。なにかおかしなところでもあったか？

「どうかしましたか？」

『あっ、いえ……このチマ公国なのですが、この事態になかなか面白いことをやっているみたいなんです』

「面白いこと？」

『いまのチマ公には七人のお子がいるそうで、その誰もが美男美女だそうです。また七人それぞれが様々な方面に優れた才覚を持っているとか。この七人には東方諸国連合内の国々から、縁談や家臣に登用したいという要望が殺到しているそうです』

　やっぱり優秀な一族のようだ。広く人材を募集している我が国としてはどんな才を持っているのか興味があるけど……でも、それのどこが面白いんだろう？

『今回の魔ま浪なみに対してチマ公は諸国に援軍を求める際にこう言ったそうです。「援軍を送ってくださった国には、その活躍に応じて、跡継ぎである長兄を除く六名の子を一名ずつ、家臣に差し上げましょう」……と』

「子供を担保に援軍を求めたのですか!?」

　ずいぶんと思い切ったことを考えるものだ。しかも人質ではなく家臣として差し上げるというのだから、それだけ子供たちの才覚に自信を持っているということだ。

　そして活躍に応じて一人ずつ……というのは有力な六国に子供を仕官させるということでもある。危急の事態にあるにも拘かかわらず、ちゃっかり東方諸国連合内での発言力を高めようとしているのだ。チマ公……抜け目が無く侮れない人物のようだ。

　そんなことを考えているとマリアは含んだような笑顔で言った。

『その六名の中でも、長女ムツミ・チマ殿は武勇に優れた美しい女性だそうです。そんなムツミ殿を欲しがり、多くの国が援軍に駆けつけていると聞きます。まあ彼女の場合は家臣というより、お嫁さんに欲しがられている感じですが』

「なるほど……一国の指導者であっても綺き麗れいな女性には弱いのでしょうね」

『あら？　ソーマ殿は興味ありませんか？』

「強くて綺麗なお嫁さん候補ならすでに沢山いますから」

　肩をすくめながら冗談めかして言うと、マリアはクスクスと笑った。

『ふふふ。なるほど』

　ムツミ殿よりも残る五名にどんな才があるのかのほうが気になるところだ。

　だけど援軍が殺到しているというのなら、チマ公領に対してはすぐに援軍を送ることもないだろう。そうなると俺たちがとるべき方針は……。

　少しの間考え込んでから、俺はマリアに言った。

「わかりました。我が国はラスタニア王国に対して援軍を出しましょう。知人もおり縁がない国ではありませんから。そちらの問題が解決したときにこちらにまだ余力があり、チマ公国のほうが片付いていない場合はそちらへも軍を向かわせましょう」

　俺がそう答えると、画面越しのマリアが柔らかな笑みを浮かべて頭を下げた。

『ありがとうございます。どうか、よろしくお願いします』

　―――こうして我がフリードニア王国は、東方諸国連合内のラスタニア王国に対して援軍を派遣することが決まった。







「もう出てきてもいいよ。ロロア」

　マリアとの通信が切れたのを確認して一息吐ついてから、俺は背後に向かって声をかけた。すると斜め後ろにある調度品の蔭かげからロロアがひょっこりと顔を出した。

「なんやダーリン、気付いとったん？」

「誰かがこっそりと入ってくるのが横目に見えてたからな」

　誰かまでは見えなかったけど、入り口で警護しているアイーシャがすんなりと通す人物で、こういう場所にコソコソと入ってきそうなのはロロアくらいしかいない。

「にゃはは……正解や」

　バツが悪そうに苦笑いを浮かべながらロロアがこっちに寄ってきた。

　放送会談の片付けを終えたハクヤが一礼して部屋から出て行き、この部屋には俺とロロアだけが残された。二人きりになるとロロアは笑みを消した。

「ラスタニア王国に兵を出すん？」

「ああ。たったいまそう決まったところだ」

「もしかして、ダーリンが北に行かなあかんようになったんはうちのせいなん？　うちがこれを見せてもうたから、ダーリンは北に行く気になったんちゃうん？」

　ロロアは懐から一通の封書を取り出した。

　チラリと見せた封ふう蠟ろうにはアミドニア公王家の紋章が刻印されていた。その封書の中身はすでに読ませてもらっている。その上で俺は静かに首を横に振った。

「以前から帝国との間で決まっていたことさ。東方諸国連合が崩れそうなときはうちが支援するってな。その書状が届こうと届くまいと俺は軍を派遣していただろう。ロロアが気にするようなことじゃない」

「………」

　元気づけるつもりで言ったのだけど、ロロアはなにも答えないまま封書を開けて中の書状を取り出すと、その書状が皺しわになるくらい握りしめながら呟つぶやいた。

「兄あにさん……」

「………」

　書状の送り主はユリウス・アミドニア。

　アミドニア公王だったガイウス八世の子で、ロロアの兄にあたる人物だ。

　エルフリーデン王国への復ふつ仇きゆうを掲げていた父ガイウスと共に、王国内の不穏分子を煽あおるなどして暗躍していた人物でもある。ガイウスは俺が王位を継いだ直後の混乱期に、俺と陸軍大将だったゲオルグ・カーマインの不和を突く形で王国へと侵攻してきた。

　しかしこれはゲオルグの偽の謀反劇を利用して俺とハクヤで張った罠わなであり、公国軍はまんまと誘い出されたのだ。その後の公都ヴァン近郊での戦いでガイウスは戦死し、ヴァンは王国の支配下に置かれることとなった。

　ガイウスが戦没するとユリウスはその跡を継いでアミドニア公王を名乗り、人類宣言の盟主であるグラン・ケイオス帝国を担ぎ出して、ヴァンの返還交渉に臨んできた。

　その結果としてヴァンは取り返したものの、多額の賠償金を請求されることになったユリウスは公国民に負担を強いることとなった。そのため国民の反発を招き、そこをルナリア正教皇国に利用された。公国内のルナリア正教徒に反乱を起こされたのだ。それを弾圧したことでユリウスはさらに国民の支持を失った。

　最終的には商人のネットワークを駆使して国内を纏め上げたロロアによって放逐され、僅かな手勢と共に帝国へと亡命していった……と、ここまでがこれまでわかっていたユリウスの動静だった。しかし、どうやらその後には帝国からも去ったようで、諸国を放浪して現在ではラスタニア王国に身を寄せているらしい。

　いま魔ま浪なみの影響を強く受けているだろうラスタニア王国に。

「なんでやねん……」

　ロロアの書状を持つ手に力が入った。

　届けられた書状には、ロロアの安否を気遣う言葉と、これまでの自分の動静などが綴つづられていた。そしてこれまでの自分の不明を詫わびる言葉とともに、フリードニア国王である俺にラスタニア王国へ援軍を出してもらえるように、俺の第三正妃候補となっているロロアから口添えをお願いしたいと丁寧な言葉で書かれていた。そして末尾には、

『もしソーマ王が望むなら自分の首と引き替えでも構わない。だからどうか、世話になったラスタニア王家の方々を救ってやってくれないだろうか』

　……と、そんな一文まであった。

　小国の王家のために、ガイウスの仇きゆう敵てきである俺や自身を追放したロロアに恥も外聞も捨てて救援を求める。アミドニア公王として振る舞っていたころのユリウスの人物像とはどうにも結びつかない。だからこそユリウスの本気さがうかがえた。

　諸国を放浪する中で、彼の中でなにかが変わったのだろうか。

「なんでなん……こんなん、いまさらやないか……」

　俯うつむいたロロアの目から涙がこぼれ落ちた。

　ロロアとユリウスの関係は複雑だ。

　実の兄妹ではあるものの、歴代公王のエルフリーデン王国への復仇の志を継ぎたいユリウスと、軍備拡張なんかやめて財政を再建して国を豊かにしたいと考えるロロアとの間には埋めがたい溝ができていた。

　ガイウスの死後、アミドニア公王を継承したユリウスは政敵となりかねないロロアを排除しようとした。これはロロアが雲隠れしていたため未遂に終わったが、逆にロロアはユリウスが国民を弾圧し出すと国内を纏め上げてユリウスを追放した。

　実の兄妹でありながら互いを敵だと認識していたのだ。

　そんな兄から急に謝罪と援軍要請の書状が届いたのだから、ロロアの中で気持ちの整理がついていないのだろう。

「ロロアはこの手紙をどう思う？　なにか裏があると思うか？」

「それはない、……と思う」

　ロロアは袖でゴシゴシと目元を拭うと顔を上げて言った。

「昔の……プライドの高かったころの兄さんなら、こないな手紙を送りつけてくるなんて考えられへんわ。自分の弱みを相手に見せるような人やあらへんかったし。せやからこれはよっぽどのことがあってのことやろう。書簡に噓うそはないと思う」

「マリア殿から得た情報とも合致しているしな」

　ロロアへの謝罪が本心からのものかはともかく、実際問題、ラスタニア王国は魔ま浪なみによって危機的状況下に置かれることが予想されている。

　ユリウスがそこにいるのならば援軍を求めるのも筋は通っている。

　ロロアは「うにゃあああ」と気勢を上げながら頭をガシガシと搔かいた。

「あーもう、筋が通ってるからこそわからへんねん！　物事をいっつも冷めた目で見とった兄さんから、なんでこんな人間味のある言葉が聞けんねん！　以前までと違いすぎて偽者なんちゃうかって疑うわ！」

「……俺のいた世界には『男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ』って諺ことわざがあった。諸国を放浪するうちに、ユリウスにもなにか変化があったんじゃないか？」

「せやろか？　あの兄さんがそう簡単に変わるとは思われへんのやけど……」

　そう言って首を傾かしげるロロアをそっと抱き寄せた。

　腕の中にすっぽりと収まるほど華きや奢しやな身体からだだ。こんな華奢な身体でロロアは公国と自分の未来を懸けた決断をしたのだ。あらためてすごい女の子だと思う。

「変わるさ。とくに人との出会いは劇的に人を変える。ただの学生だったはずの俺がリーシアに出会い、アイーシャやジュナさんに出会い、ロロアに出会って、気がついたら二国を治める国王になってるんだ。つい先日にはナデンと契約して竜騎士ならぬ龍王にもなったしな。こんな自分を、二年前の自分は想像すらしていなかったよ」

「ダーリンの場合、ちょっと特殊すぎひん？」

　ロロアに呆あきれたように言われて俺は笑った。

「たしかに俺の場合は極端かもしれないけど、みんな大なり小なり影響を与え合っているんだよ。ロロアだって俺たちと出会って変わった部分もあるんじゃないか？」

「……せやね」

　腕の中のロロアはそこでようやく小さく笑った。

「ダーリンに出会うてから、お金をどんな楽しいことに使うかを考えられるようになったわ。それまではいかに効率よく回して、公国民の暮らしを楽にできるかしか、考える余裕がなかったからなぁ。お祭り好きに拍車がかかった気がするわ」

「それは良い変化なのか？」

「うちはこんな自分を気に入ってるで？」

「ならいいか」

　するとロロアはギュウッと、俺の腰に回した腕に力を込めてきた。

「兄さんもこんな風に、誰かに出会うて変わったんかな？」

「かもな。文面から察するにラスタニア王家の人っぽいけど」

「なんや、ラスタニアに女でもできたんかな？」

「ちょっと下品だぞ。もう少し言い方ってものがあるだろう……」

　おでこでロロアのおでこを軽く小突くと、ロロアはてへへと笑った。

　やっぱりロロアには泣き顔より笑顔が似合うと思う。

　できることならば、いつも明るく笑っていてほしい。

　そのためには……彼女がいつも笑っていられるようにしなければ。

「なぁロロア。もし気になるのなら、今度の出兵に付いて来るか？　そうすれば自分の目でいまのユリウスのことを確かめられるだろうし」

　俺の突然の提案に、ロロアは目をまん丸く見開いていた。

「うちも付いていってええの？　戦場じゃなんの役にも立てへんで？」

「それを言ったら俺も大概役立たずだけど……今回の出兵には数万規模の兵を出すことになるだろう。東方諸国連合との交渉もあるし、文官も多少は連れて行くつもりだ。それと……トモエちゃんも連れて行こうと思っている」

「なっ!?　トモエっちも連れてくん!?」

　ロロアが驚きの声を上げた。まだ十一歳のトモエちゃんを魔王領と接する国に連れて行こうというのだから無理もない。だけどこれはどうしても必要なことだった。

「魔王領と接する国々への出兵だ。いつどのタイミングで魔族に接触しないともかぎらないし、万が一にでも接触するようなことがあったらその機を逃さず対話を試みたい。そのためにはどうしても、トモエちゃんの能力が必要だ。まだ小さい彼女にとっては酷な旅になるかもしれないけど、付いてきてもらうつもりだ」

　俺はロロアの頭にポンと手を置いた。

「だからロロア一人を連れて行くくらいわけないよ。もちろん前線に出すわけにはいかないから、安全が確保できるまでは後方で大人しくしてもらうことになるだろうけどね。ロロアを連れ出すことで財務大臣コルベールの負担は増えるだろうけど、事情が事情だから納得してくれるだろう。ユリウスとは友人関係だったそうだし」

「ホンマに……付いていってええの？」

　ロロアは上目遣いに尋ねてきた。俺は大きく頷うなずいた。

「ロロアがそう望むならな」

「にゃはは。うん、本当に兄さんが変わったんなら会おうてみたいわ」

　ロロアは頭の上に置かれた俺の手をとって自分の頰に押し当てた。

「ありがとな、ダーリン。大好きや」

「俺も好きだよ、ロロア。さて、これから忙しくなるな」

　俺はロロアの頰から手を離すと大きく伸びをした。

「久しぶりに大軍を動かすことになるからな。あまり時間をかけてはいられないけど、それなりの準備をしなくちゃならない。連れて行く者たちの選定や、残していく者たちの配置、糧りよう秣まつや輸送手段の用意なんかもしなくちゃいけない。国防軍に所属している主要なメンバーは全員呼び出すことになるだろうな」

「なんや、賑にぎやかなことになりそうやね」

　ロロアが楽しそうに笑った。すっかりいつものロロアに戻ったようだ。

　そのことに安あん堵どした俺だったけど、ただ一つ気がかりなことがあった。

「このことを……リーシアに伝えなきゃいけないんだよなぁ」

「ああー……せやね……」

　俺の気が重い感じを察したのか、ロロアも微妙な顔をしていた。
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　王国内のとある山間にこぢんまりとした領地がある。

　そこはリーシアの父にして先代王のアルベルト殿の旧領だった。アルベルト殿はこの地を治める小貴族だったのだが、ある日、王族であるリーシアの母エリシャ様と出会う。

　折しも王国では先々代王崩御後の王位を巡って王族同士が争っていた時期だ。

　アルベルト殿はその人の好よさで少女だったエリシャ様を支えた。彼の良く言えば野心が無く温厚、悪く言えば覇気が無く凡庸な性格は余計な敵を作らずにすみ、意図せずしてエリシャ様に対して他の王族から憎悪を向けられにくい状況を作り出した。

　そして王位継承の争乱はエリシャ様を除く王族の全滅という形で決着が付き、王位はこの争乱を生き延びたエリシャ様のものとなった。アルベルト殿はエリシャ様を支え続けた功績もあって彼女のもとへと婿入りすることになり、国王となったのだった。

　現在ではアルベルト殿の旧領は国の直轄領となっているのだけど、王位を退いたアルベルト殿が隠いん棲せい場所に選んだため、実質的には領主に返り咲いた形になっている。

　そんなアルベルト殿の領地を、俺はいま龍形態のナデンの背から見下ろしていた。

　見えるのは古めのフォークソングが似合いそうな、これぞ田舎といった感じの風景だった。山があり、小川が流れ、畑や牧場があって、民家が点在している。

　王都で政務に忙殺される日々を送っている身からすれば、この地は時間がゆっくり流れているように感じる。静かに暮らしたいならこれほどぴったりな場所はないだろう。

「国王を辞めたら、こういう場所でのんびり暮らすのも悪くないよな～」

『若いのになに鄙ひなびたこと言ってんのよ』

　ナデンが念話で呆れたようにそう言った。

『そもそも、ソーマは戴冠式だってまだでしょうが。私たちとの婚礼もね。それなのに辞めたときのことを考えるなんて不毛よ。第一、いまのご時世、楽隠居するほうが難しいんじゃない？　北の情勢が急変したら老後もなにもないのよ？』

「……それもそうだな」

　ナデンの言うとおりだ。

　北……つまり魔王領の情勢次第では、いつこの国が巻き込まれるかわかったものではない。いまのこの国は安定しているけど、魔王領がこれ以上拡大すれば新たな難民が発生し、俺が王位を譲り受けたときのような混乱がまた起こるかもしれない。

　大陸の西側はマリア率いるグラン・ケイオス帝国が固めているから大丈夫だろうけど、大陸の東側で魔王領と接している東方諸国連合は中小国家の寄せ集め感が否めない。ここが崩れるとうちの国にも影響が及ぶだろう。

　だからこそ援軍を派遣しなくてはならないわけだし。

「楽隠居になるのも楽じゃないな」

『そんなものよ。それに……生まれてくる子供のためにも良い国を造らなきゃいけないでしょ？　〝お父さん〟？』

「あはは……」

　お父さん……か。まだ実感はないけど、そうなるんだよなぁ。

「ああ、早くリーシアに会いたいよ」

『伴侶わたしの背中でそれを言うの？』

「ナデンとの間に子供ができたら、同じ気持ちをナデンに対して抱く自信がある」

『ならいいわ。ちゃんと運んであげるから待ってなさいな』

「合点承知」

『それ私の台詞せりふだから！』

　ナデンが身体をうねらせて空を泳ぐスピードを上げた。

　リーシアのいるアルベルト殿の邸宅に向かって風の中を泳いでいく。

　今日は待ちに待ったリーシアに会える日だった。トルギス共和国から帰国しても、溜たまっていた政務に忙殺されて会いに行くこともできなかった。だから久々にリーシアに会えることはとても嬉うれしいのだけど……同時に少し気が重くもあった。

（東方諸国連合に行くことを伝えなきゃいけないしなぁ……）

　政務があらかた片付いたと思ったら、次は帝国から東方諸国連合への援軍要請だ。またしばらく会えなくなるし、なにより心配させてしまうだろうことが辛つらかった。

（本当は妊娠中のリーシアにあまり心配を掛けたくないんだけど……）

　あえてなにも伝えないという選択肢はない。軍を編制して出す以上、隠しておくことなどできるはずがないからだ。だからこそ、あらかじめちゃんと説明することでリーシアの不安を最小限に抑えたいと思うのだけど……やはり気が重かった。

（妻に単身赴任を切り出せない夫ってこんな気分なのかな……）

　ボンヤリと秋晴れの空を見つめながらそんなことを思った。







　小高い丘の上にある青い屋根の洋館が先代王アルベルト殿の邸宅だった。

　俺とナデンがその正面玄関前に降り立つと、真っ先に出迎えたのは侍従メイドドレス姿のカルラだった。カルラには俺がトルギス共和国に行っているときから、リーシアの付き人兼護衛を任せていた。カルラ以外にも黒猫部隊や国防軍などから人員を派遣して、リーシアたち家族を陰に日向ひなたに警護している。

　そんなカルラは俺たちの前に立つと一礼した。

「お久しぶりです、ご主人」

「久しぶり。リーシアやアルベルト殿たちに変わりはないか？」

「はい。ヒルデ殿の診察では母子ともに健康とのことですが……それは私の口からよりも直接本人から聞いたほうがいいでしょう」

「そうだな……。すまない。リーシアのことを任せきりにしてしまって」

「いえ、リーシアは私にとって主筋であると同時に掛け替えのない友ですから。助けになれるならこんなに嬉しいことはありません。それに……」

「それに？」

　尋ねるとカルラはとっても良い笑顔を浮かべながら言った。

「侍従メイド長ちようと違ってエリシャ様は私に恥ずかしい服を着せたりしませんから！」

「ああ……」

　王城では、カルラはドＳ侍従長セリイナに〝かわいがられ〟ているからなぁ。あのいつも笑顔で優しそうなエリシャ様の下にいるほうが気楽なのだろう。

「『超人シルバン』制作部から、そろそろまた悪の女幹部『ミス・ドラン』に出演して欲しいって要望が上がってきてるんだが……」

「うぐっ……しゅ、主命とあれば従います」

　本当に嫌そうな顔をしながらカルラは渋々といった感じに頷いた。丈が短めの侍従メイドドレス（セリィナ考案）には慣れた様子のカルラだったけど、さすがに『ミス・ドラン』のセクシーコスチューム（これもセリィナ考案）には慣れないようだ。

「どうも視聴者国民たちから制作部のほうに、『またミス・ドラン出して』って手紙がかなり届いているらしい。送り主は……成人男性がほとんどだそうだ」

「コンナクニホロビテシマエバイイノニ……」

「この国の王様の前で言うなよ……」

　割と本気な目だったけど、冗談だと聞き流しておくのがカルラのためだろう。

　俺に対する直接の悪口ではないため『隷属の首輪』は反応しなかったようだけど、人目があったら不敬罪として罪に問わなくちゃいけなくなるんだからやめてほしい。

　なんだか危険な感じがするのでこの話はやめよう。

「早速だけどカルラ。リーシアのところに案内してくれ」

「っ！　そうでしたね。ですが、まずは前国王夫妻に挨拶されてはいかがでしょうか？　ご主人の到着を客間でお待ちですので」

「あー、それが礼儀か。じゃあまずはアルベルト殿たちに会わせてくれ」

「了解いたしました。こちらへどうぞ」

　カルラが屋敷の中へと先導して歩き出し、俺とナデンはその後に付いていった。

　そうして通された客間ではアルベルト殿とエリシャ様が出迎えてくれた。

「これは婿殿。ようこそおいでくださいましたな」

「貴女あなたがナデンさんですね。リーシアの言っていたとおり可愛かわいらしい方ですね」

　アルベルト殿が俺の手を、エリシャ様がナデンの手を取った。

「ご無沙汰しております。義ち父ち上うえ、義は母は上うえ。お変わりなさそうで安心しました」

「ナ、ナデンです。よろしくお願いしましゅ」

　緊張しているのかナデンが嚙かんだ。そんなナデンを見て、エリシャ様は「ふふふ」と微笑ほほえむとナデンの頭を自身の豊かな胸元へと抱き寄せた。

「わわっ!?」

　いきなり抱き寄せられてナデンは慌てたように手をバタバタと動かした。照れもあるのだろう。そんなナデンの頭をエリシャ様はやさしく撫なでた。

「ソーマ殿のもとに嫁ぎにきたということは私の娘も同然です。だからナデンさん、なにかあったら母を頼ってね。トモエさんの他にもこんな可愛い娘ができて嬉しいわ」

「……ティアマト様と似た匂いがする」

　ナデンはエリシャ様の腰に手を回していた。速攻で手て懐なずけられている。

　聖母竜と似た匂い……母性かなにかなのだろうか。龍であるナデンに親類はいない。同郷の友人だっていまはもうルビィだけしかいない。もしエリシャ様がこの国でのナデンの母親代わりになってくれるなら、こんなにありがたいことはないだろう。

　甘えられる相手がいるっていうのは幸せなことだからな。

　そんな二人のやりとりを微笑ましく見ているとアルベルト殿が言った。

「婿殿。儂わしらはここでナデン殿に相手をしてもらいますゆえ、リーシアに会いに行ってくだされ。中庭のテラスにて、婿殿が来るのを首を長くして待っておりますぞい」

「ありがとうございます。そうさせてもらいます」

　二人にお礼を言ってから、ナデンを残して客間をあとにした。

　そしてカルラの案内で中庭に面したテラスまで案内された。日の当たる白いテラスにはすでにお茶の用意がされたテーブルがあり、一人の女性がすでに席に着いているのが見えた。女性はこちらに背を向け秋風に木々が揺れる中庭を眺めている。

　カルラに『ここまででいい』と手で合図を送ると、カルラは一礼してから踵きびすを返して屋敷の中へと帰って行った。俺は静かにテーブルへと近づくと、彼女の顔をのぞき込める位置の席に着いた。女性は俺のほうに顔を向けると柔らかく微笑んだ。

「なんだか久しぶりね。ソーマ」

「ああ、もう長いこと会ってないような気さえする。会いたかったよ、リーシア」

「ふふ、私もよ」

　そう言ってリーシアは花が咲いたように笑った。

　トルギス共和国に行ってからというもの、一月以上会っていなかった俺の婚約者。久しぶりに見たリーシアは以前よりもぐっと大人っぽく感じられた。俺はそんなリーシアの雰囲気にドキドキしながら、なにか言わなくてはと口を開いた。

「髪……伸びた？」

「うん。最近、切ってなかったからね」

　ゲオルグへの最終勧告の際にバッサリといったリーシアの髪は、いまは最初に出会ったときの髪の長さとのちょうど中間くらいの長さになっていた。

「前と同じ長さまで伸ばす？」

「考え中ね。いまとなっては短い髪型も気に入っているし……ソーマはどっちが似合うと思う？」

「どっちも好きだよ」

「もう、優柔不断ね」

「スキンヘッドとか極端な髪型にしないかぎり愛する確信がある」

「しないわよ、そんな髪型」

　リーシアと二人、顔を見合わせて笑い合った。

　一ひと頻しきり笑い合ったあとで俺はガシガシと頭を搔かいた。

「なんで俺は真っ先に髪の話をしてるんだろうな。リーシアに言いたいことや聞きたいことが沢山あったはずなのに……上う手まく言葉にできない」

「順番に聞くわよ。今日はゆっくりしていけるんでしょ？」

「ああ。そうだな……まずは、だ」

　俺は向き直ると、ぷっくりとお腹なかの膨らんだリーシアに頭を下げた。

「俺の新しい家族を作ってくれてありがとう、リーシア」

「ふふ、それを言うなら俺たちでしょ？」

　リーシアは柔らかな笑みを浮かべながら言った。

「これで名実ともに、私はソーマの家族ね」

「いままでだって家族だと思ってきたけど……いまはより強く感じる」

　血の繫つながり。魂の繫がり。言葉にすれば陳腐になりそうだけど、いまの俺はリーシアと強固に繫がっているという確信がある。するとリーシアはクスクスと笑った。

「今度はアイーシャ、ジュナさん、ロロアやナデンとも家族にならないとね」

「みんな、この子が産まれてくるのを待ってくれているよ」

　俺はリーシアのお腹に手を当てながら言った。

「この前、家族会議を開いて、誰に産まれた子供であっても正妃・側妃問わず母と呼ばせることに決めたんだ。子供たちは全員で育てようってさ。長命種族のアイーシャやナデンなんかは、どうしてもできるのが遅くなるだろうしな」

「ふふ、私たちの子にはいきなり五人のお母さんがいるわけね」

　リーシアも楽しそうに笑った。

　産まれてくる子はリーシアを含め、個性豊かな母たちに囲まれて育つのだ。誰からどんな影響を受けて、どんな風に育つのか……少し不安もあるけど楽しみでもあった。

　それから俺たちはしばらくお互いの近況についてなど、とりとめもないことを話し合った。リーシアもこの土地での静養生活を喜々として語った。

「最近ね。母上から料理を習っているの」

「リーシアが？　それはまたどうして？」

「産まれてくる子供に手料理を食べさせたいじゃない。それにソーマは料理ができるでしょ？　お母さんとしてはお父さんより料理が下手だと格好付かないわ」

　あの暇があったら衛兵たちに交じって訓練ばっかりしていたリーシアがちゃんと花嫁修業をしているなんて……なんだか感慨深いものがあるな。

「それで？　成果のほうはどうなんだ？」

「……そこの焼き菓子は私が焼いたの」

　テーブルの上に置かれた大きめの皿にはスコーンなどと一緒にクッキーが載っていた。これ、リーシアの手作りなのか。見た目も悪くないし美お味いしそうだ。

　俺はクッキーを一つ摘つまんで口の中に放り込んだ。

「どれ…………ぐむっ」

　口の中に広がる甘ったるさとやたらと硬い食感。これは砂糖を入れすぎたな。それに生地を力一杯捏こねたのだろう。それでバターが溶けきってしまって焼き上げたときに硬い食感になったようだ。俺は冷や汗を搔きながらリーシアの顔を見た。

「えーっと……本当なら美味しいって言ってあげたいところなんだけど……食べさせたいのが我が子だと考えると……噓うそは吐つけない」

「わかってるわよ。失敗作だってことぐらい」

　リーシアは苦笑いをしていたけど、グッと両拳を握りしめた。

「これがいまの私の実力。でもいつか、きっと美味しいのを作ってみせるわ」

「……ああ。期待しているよ」

「ええ。……でも、一緒に習い始めたカルラの方が上達が早いのよねぇ。私と同類だと思っていたのになんだか納得がいかないわ」

「まあ、あれでカルラはエクセルの血も継いでるわけだしな」

　カルラの母アクセラはエクセルの娘だ。お姉様力の塊であるジュナさんとも親戚なわけだし、家庭的なことに対しての潜在的な能力は高いのかもしれない。

「それを言うなら母上だって料理は得意なのに……」

「陸軍で師匠ゲオルグの影響を受けすぎたんじゃないか？」

「うぅ……否定できないわ」

　そんな風に俺たちは取り留めのないことを話し合った。なんでもない会話……それがとても楽しかった。すると不意にリーシアが真面目な顔をして言った。

「ソーマ。今日ここに来たのは、私に会いに来ただけじゃないんでしょ？」

　いきなり図星を突かれてドキッとした。

「……わかるのか？」

「わかるわよ。ソーマのことだもの。話していて、なにか言いにくいことを隠してる感じがしたわ」

「………」

「新しい妃きさき候補でもできたの？」

　リーシアにジーッと見られて俺は慌てて首を振った。

「違う違う！　ちょっと、その……北に軍を派遣することになりそうなんだ」

「北っていうと東方諸国連合？」

「ああ。どうも魔王領からの魔物の襲撃が多発しているらしい。東方諸国連合が崩れればこの国にも被害が出る。帝国との盟約に従って援兵を送ることになった」

　さきの帝国との会談内容を簡潔に伝えると、リーシアは不安そうな顔をした。

「その援兵にソーマも付いていくの？」

「……ああ。だからまた……しばらく会えなくなる」

「どうして？　いまはアミドニア公国軍と戦っていたときとは違うわ」

　責めるような口調では無かったけど、行ってほしくないという思いが感じられた。

「あのときはソーマはまだ王位を譲り受けたばかりで、自分で率いなければ将兵の信頼は得られなかった。でもいまは、ソーマはみんなから王として認識されている。ルドウィン殿のような将に任せるわけにはいかないの？」

「不測の事態に備えてアイーシャやナデンのような最強戦力を連れて行きたい。それには俺が率いる形にしたほうが都合が良いんだ。俺自身で北の様子を見たいってのもある」

　ユリウスのことは不安にさせるだけなので言わなくていいだろう。

　俺は立ち上がるとリーシアの背後に回り、やさしく抱きしめた。

「出産を控えているリーシアの傍そばにいられないのは心苦しい。でも今日、リーシアとお腹の中で大きくなっていく子供を見たら、余計に北へ行かなくちゃって思ったんだ。これから産まれてくる子供に少しでも良い国を残したいからな」

「ソーマ……」

　リーシアは抱きしめられたまま目を閉じた。しばらく無言の時間が続いていたけど、やがてリーシアは抱きしめている俺の腕にそっと手を重ねて微笑んだ。

「……わかったわ。でも、ちゃんと帰ってきてよね」

「ああ。危なくなったら逃げ帰ってくる。子供の顔を見ずには死ねないからな」

「ふふ、絶対よ。〝この子たち〟と一緒に待ってるからね」

「ああ！」

　そう力強く頷うなずいたのだけど、すぐにリーシアの言葉に引っ掛かりを憶おぼえた。

「……ん？　〝この子たち〟？」

　俺が聞き返すと、リーシアがキョトン顔になって言った。

「あれ？　ヒルデさんに聞いてないの？　私のお腹にいるのは双子だって」

「え？……ええええええええ!?」

　突き付けられた衝撃の事実。俺はいきなり二児の父になるようだ。言われてみれば、妊娠期間の割りにリーシアのお腹は大きかった。しかしまさか双子だったとは……。




　―――無事に帰らなければいけないという思いが、一段と強くなった。
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　―――大陸暦一五四七年十月十日・パルナム城




　この日、パルナム城内にある謁見の間は人でごった返していた。

　警備の衛士たちを除いても三十名以上もの人数が集まっており、広々としているはずの謁見の間が狭苦しく感じられるほどだ。その顔ぶれもまた多彩だった。

　エクセルやルドウィンといった国防軍の関係者がほとんどだったが、中にはポンチョやコルベールなどの文官もいる。またルナリア正教皇国から派遣された司教であるソージや、トルギス共和国元首の子息というクーなど他国から来た者たちもいた。

　集められた者たちの中にはエクセルに預けられているはずの元空軍大将カストールまでいて、周囲の者たちをざわつかせていた。それこそ身分や立場に関係なくソーマの主だった配下はほとんど集めたような光景がそこにあった。

　この場所で久しぶりに顔を合わせる者たちもいて、そこかしこで旧交を温めるような遣やり取りが交わされていた。

「御お館やかた様さま。お久しぶりでございます」

　現在では国防軍で空軍部門を統率している元バルガス家家宰のトルマンが、かつての主君であるカストールに頭を下げていた。

　カストールは慌てて「よせ、トルマン」と頭を上げさせた。

「御館様なんて呼ぶな。俺はもうバルガス家の当主じゃねぇ。当主はカルルに譲ってウォルター公預かりの身だ。お前に頭を下げられたら外聞が悪いだろうか」

「っ……そうですか。それでは今後なんとお呼びすればよろしいでしょうか？」

「呼び捨てでも構わねぇが……気になるなら『艦長』とでも呼んでくれ」

「艦長……ですか？」

「おうよ！」

　カストールは頷くと手にしていた艦長帽子を深々と被かぶった。

「いまは一隻の艦ふねとクルーを預かっている身だ。かつて率いた人数には遠く及ばないが、俺は存外、この職業を気に入っている」

「言われてみれば……焼けましたな。海の男といった印象です」

　トルマンの指摘するとおり、カストールは以前に比べてかなり日に焼けていた。

　もともと細マッチョで若い見た目もあり、まるで夏の浜にいるサーファーのようだった。カストールは袖まくりをして見せながら愉快そうに笑った。

「標高の高い紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうに比べて、ラグーンシティは暑くて湿気も多いからな。薄着ばっかしてたらこんな色になっちまったぜ」

「逞たくましく見えますな。奥方様が見たら惚ほれ直すのではないでしょうか？」

「アクセラか……元気にしてるのか？」

「はい。カルル様共々お元気です。ですが、玉音放送に出ているカルラ様はともかく、おや……艦長の情報は入らないので心配しておられました。私にも艦長と会う機会があったら伝えてほしいと伝言を預かっています」

「伝言？」

「アクセラ様はこう言っておられました。『私も半竜人ドラゴニユート（エクセルと半竜人ドラゴニユートの男性との子）ですので寿命は長いです。ですから、いつまでも待てますわ』……だそうです」

「そうか……アクセラは待っていてくれるのか……」

　離縁した妻の伝言を聞き、カストールは少し切なげに笑った。なんともしみじみとした空気になっていたのだが……トルマンの伝言はそれで終わりではなかった。

「あの……それともう一つ。『ただしあんまり遅いようだと陛下にお断りを入れて会いに行きますからね。そのときにだらしない生活を送っているようなら、母様と一緒にお説教するので覚悟しておいてください』……という伝言も預かっています」

「うぐっ……」

　しみじみとした空気は一瞬にしてぶち壊され、カストールは冷や汗をだらだらと流し始めた。やましいことでもあるのか心なしか目が泳いでいる。

「ア、アクセラには俺の情報は入っていないはずだよな？」

「そのはずですが……なにか心当たりでも？」

「いや、あれは違うぞ！　たしかに配下の海兵たちと女性と酒が飲める店にはいったが、あれはあくまでも付き合いの一環としてでだな！」

「艦長……」

　トルマンは額を押さえながらやれやれと頭を振った。

　それは在りし日に紅竜城邑で行われていた主従の会話とほとんど変わらなかった。

　かつての主従がそんな遣り取りをしているとき、現主従コンビであるクーとレポリナはハルバートとカエデとトルギス共和国以来の再会を果たしていた。

「ウキャッキャ！　しばらくぶりだなぁ、ハル！」

「クーか！　たしかにしばらくぶりだな！」

　共和国では共闘も果たしたクーとハルバートがガッチリと握手をした。その横ではカエデとレポリナが手を取り合っていた。

「レポリナさんもお久しぶりなのですよ」

「お久しぶりです。カエデさん」

「？？？」

　するとカエデと一緒にハルバートの隣にいたのに、一人蚊帳の外に置かれてポカンとしていたルビィがハルバートの袖を引いて尋ねた。

「誰なの？　ハル」

「ああ、そうか。ルビィは初対面だっけ。こいつらはトルギス共和国元首の子息のクー・タイセーとその従者のレポリナだよ。クー、こいつは星竜連峰で俺と契約した竜ドラゴンのルビィだ。二人目の婚約者ってことになっている」

　ハルバートはそう言ってお互いにお互いを紹介した。クーたちは笑っていたが、ルビィはクーがトルギス共和国元首の子息と聞いて困惑していた。

「元首の子息って……隣国のトップのご子息ってことじゃない！　そんな気安い口の利き方しちゃっていいの!?」

「ウッキャッキャ！　かまやしねぇってルビィ嬢。ハルにはトルギスで世話になったし、それにいまのオイラはソーマ兄貴の客分でしかねぇからな。ダチ付き合いしてくれたほうが嬉うれしいぜ」

　クーが快活に笑うと、聞いていたカエデがやれやれと肩をすくめた。

「ハルはソーマ陛下とも友達付き合いを許されていますのです。私としては畏れ多いのですが……ハルはそういう星の下に生まれたのだと諦めるべきなのでしょうか」

「主君に好かれるというのは悪いことではないと思うけど？」

「陛下はハルに期待しているのでしょう。そして上から期待がかかれば張り切ってしまうのがハルなのです。調子に乗って大ポカをやらかさないかと不安なのですよ」

「それは……わからなくもないわね」

「だからそうならないよう、私たちで手綱を握らないといけないのです」

「騎士の手綱を握る竜ドラゴンね。悪くないわ」

　将来の第一夫人と第二夫人の間でそんな会話が交わされているのを、ハルバートは聞こえないふりをして聞き流していた。不本意な内容であっても、ここでなにか口を挟もうものなら二人の矛先が瞬時に自分に向くのが目に見えているからだ。奇くしくも主君であるソーマと同じ処世術（婚約者用）をハルバートも身に付け始めていた。

　そんなハルバートの内心など知らず、クーが彼の脇腹を肘で小突いた。

「しっかしハルも隅に置けねぇな！　カエデ嬢っていう美人な婚約者がいるのに、同じくらい美人な竜族の嬢ちゃんとも婚約してるなんてよう」

「……そうだな。肩身は狭くなったが楽しいことは増えた気がする」

　ソーマが婚約者たちに振り回されながら、なんだかんだ楽しそうにしている理由がわかった気がした。護まもるべき家族、帰るべき家というものがハッキリと認識できて、男としての責任は増えるけれども日々が満ち足りているように感じるのだ。

「そういうクーも、タルやレポリナみたいな可愛かわいいどころに囲まれてるじゃねぇか」

「ばっ！……タルはともかくレポリナはそんなんじゃねぇって」

　つい先日、女性の底知れなさを認識したばかりのクーは思わず言い淀よどんだ。急に歯切れが悪くなったクーにハルがどうしたのかと疑問に思っていた、そのときだった。

「こらっ、お前たち！」

「「　うおっ!?　」」

　急に背後から大声を出されてハルバートとクーは跳び上がった。二人が目を白黒させながら振り返ると、ハルバートの父であるグレイヴが厳いかめしい顔で立っていた。

「お、親おや父じ!?　いきなりなにしやがんだよ!?」

　ハルバートがバクバク言っている心臓あたりを押さえながら抗議すると、グレイヴは逞しい腕を組みながら二人に喝を入れた。

「このように、この国の主要なお歴々が一堂に会している場所でいつまで緊張感のない顔をしておるか！　とくにハルバート！　お前はこれから所帯を持つ身。陛下のためにより一層の働きが求められるだろう。お前がそんなでは嫁に来てくれるカエデ嬢やルビィ嬢に面目が立たないではないか！　まだまだマグナ家の家督はやれんな」

「……当分隠居する気もないくせによく言うぜ」

　ハルバートが恨みがまし気なふくれっ面でそう言った。そんな父子のやりとりを見ていたクーはひそひそとレポリナに小声で話しかけた。

（「親父ってのはどこの国でもこういうもんなんだな……」）

（「本当に、元首様とクー様を見ているようです。きっとグレイヴ殿は、ハルバート殿の越えるべき壁であろうとしているのでしょうね。ご子息への期待の裏返しなのでしょう。見聞を広めるようにとクー様を他国に出した元首様と同じように」）

（「……ふん。まあ元気があって良いじゃねぇか」）

　二人がそんなことを話している間もハルバートとグレイヴの親子喧げん嘩かは続き、カエデとルビィが仲裁に入ってグレイヴを宥なだめていた。グレイヴも将来の義娘二人に取りなされては矛を収めるしかなかったようだ。

　トルギス共和国の主従がそんな他ひ人と事ごととは思えない親子喧嘩を苦笑いを浮かべながら見ていたころ、元アミドニア公国の配下であった財務大臣コルベール、アミドニア地方南部の都市ネルヴァの領主でありロロアの祖父でもある老将軍ヘルマン、そして元公国軍の女将軍にしていまは『歌手シンガー』として活躍しているマルガリタ・ワンダーの三人は、農林大臣のポンチョと話していた。ポンチョの背後には侍従メイド長ちようのセリィナと、つい最近ポンチョの傍そば仕づかえとなったコマインが控えていた。

「コ、コルベール殿たちも呼ばれていたのですね？　ハイ」

　ポンチョがそう尋ねると、コルベールはコクリと頷うなずいた。

「はい。今回の一件にはユリウス……いえ、ロロア様の兄君であるユリウス殿が関わっていると聞いております。また今回は大軍を国外へと連れ出すことになるため、陛下不在の間アミドニア地方を固めるために私たちは呼ばれたのでしょう」

「そ、そうなのですか？　と、いうことはです、ハイ。マルガリタ殿は今回は歌手としてではなく、将軍として呼び出されたのですか？」

　見ればマルガリタは鎧よろいに身を包んでいた。ポンチョが尋ねると、マルガリタはドンと胸甲を叩たたいた。もともと長身なだけにそんな仕草だけで威圧感が出ていた。

「久方ぶりに将としての働きができることを嬉しく思います。歌手として活動している間も武人としての鍛錬は欠かしておりませんでした」

「ふむ、良き闘志じゃ。この老将の血も滾たぎってきたわい」

　マルガリタに触発されたのかヘルマンも気を高ぶらせていた。武闘派二人の醸し出す武人オーラに、戦場などとはほど遠い大臣二人は若干引き気味だった。

　一方、そんなやりとりを見守っていたコマインとセリィナはというと……。

「マルガリタ殿は女性ながら良い気迫をしていますね。私も狩猟の民としての血が高ぶってきそうです」

「……暑苦しいですね。誰かに仕える者は常に冷静でなければなりませんよ」

「そうは言いますがセリィナ殿もかなりの使い手ですよね？　こう戦意のようなものは刺激されないのでしょうか？」

「熱くなればそれだけ相手に隙を見せることになります。心を隠し、冷静を装い、主人に気付く暇さえも与えずに敵を屠ほふる。それが王家の侍従メイドの在り方です」

「……王家の侍従メイドって暗殺者アサシンかなにかですか？」

　そんな侍従メイドとは思えないような物騒な会話をしていた。

　そんな暗殺者めいた侍従メイドがいる一方、暗殺者というよりは忍者のような集団である黒猫部隊の隊長であるカゲトラが部屋の隅の柱に寄りかかりながら立っていた。

　彼が身に着けているマントには密偵用の、他者から認識されづらくなる術式が付与されているため、黒虎マスクに黒鎧という威圧感満点の格好にもかかわらず、周囲の者たちは彼を気にも留めていなかった。

　すると、そんな他人から認識されづらくなっているはずのカゲトラのもとに、一人の美女が歩み寄って行った。

「久しぶりですね。元気にしていましたか？」

　そう気安い口調で話しかけたのは国防軍総大将であるエクセル・ウォルターだった。

　蛟こう龍りゆう族ぞくのような魔力に鋭敏な種族なら、カゲトラの認識阻害の術式を感じ取ることもできたようだ。見た目年齢二十五歳ほどの蛟こう龍りゆう族ぞくの美女に話しかけられたカゲトラは、柱から背を離して背筋を伸ばすと手を前に組んで一礼をした。

「これはウォルター公、ご機嫌麗しく。某それがしのような日陰者にお声掛けくださり恐縮の至りです。……ですが、久しぶりと仰おつしやいましたが、かつていずこかで言葉を交わしたことがあったでしょうか？　貴殿とは初対面だったと思うのですが」

「ああ……そういえば、そういうことになっているのでしたね」

　カゲトラの言葉を聞き、エクセルは頭痛を覚えたようにこめかみを指で押さえながらやれやれと頭を振った。エクセルとしてはこのノリに付き合うのは面倒だと感じていたものの、気にしていては会話もできないのでここは話をあわせることにした。

「それでは……初めまして、カゲトラ殿。貴方あなたも陛下に呼ばれたの？」

　黒猫部隊隊長のカゲトラ相手には、国防軍総大将のエクセルのほうがはるかに立場が上なので、エクセルは敬語をやめてフランクに話しかけた。

「ええ。おそらくは東方諸国連合内の諜ちよう報ほうを任されることになるでしょう」

「これほどの配下を集めて命じるともなれば……アミドニア以来の大きな出兵となりそうね。貴方をこの場に呼び寄せるくらいですもの」

「大軍を動かすためには周辺各国への備えは欠かせません。国内残留組を含めて、兵の配置を大きく動かすことにはなるでしょうな」

「子供がお生まれになるというこの大事な時期に、陛下もお気の毒ですわね」

　そう言ってふと、エクセルはカゲトラの顔を見てクスリと笑った。

「そういえば～……リーシア姫のお腹なかの子供は双子だそうね。貴方はアルベルト殿の領地に滞在しているリーシア姫に会いに行ったの？」

「……一介の密偵である私が姫様に会いに行くなど畏れ多いことです」

「そう？　〝貴方〟なら気になって仕方ないんじゃないかと思ったのだけど？」

「………」

　意地悪く微笑ほほえむエクセルに、カゲトラは口を真一文字に引き結んだ。しかしニヤニヤ顔でジーッと見つめてくるエクセルの視線に根負けして、やがて口を開いた。

「……会ってはおりません。が、御お館やかた様さまにお願いして、しばらくの間、アルベルト殿の領地にて警護を行っておりました。だから姫様がお元気なのは存じております」

「うふふふふっ」

　してやったりといった顔で微笑むエクセル。カゲトラは黒虎マスクのせいで表情こそ見えないが、バツが悪くなったのかそっぽを向いていた。

　そんなとき、不意に周囲が静かになった。

　ソーマがアイーシャ、ロロア、ハクヤを伴って謁見の間に現れたのだ。

　その場にいた者たちは慌ただしく立場に応じた場所へと移動し、ソーマが玉座の前に立つと一斉に膝を突いた。しばらくして、ソーマは配下たちを見下ろしながら告げた。

「急な召集に応じてくれて感謝する。グラン・ケイオス帝国からの要請により、大規模な魔物の襲撃を受けている東方諸国連合へと援軍を派遣することになった。その援軍として派遣する人員と、王国に残していく者たちの配置について発表する」
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　俺は謁見の間に集結した文官・武官の面々を見回しながら、ハクヤと話し合った上で決定した東方諸国連合への援軍として連れて行く者たちを発表した。

「まず援軍には国防軍の陸軍部門から凡およそ六万を連れて行く」

　俺がそう告げると広間から「おおお……」と感嘆の声が漏れた。

　かつてのエルフリーデン王国の禁軍、陸軍、海軍、空軍、そして元アミドニア公国軍を統合して組織した『フリードニア王国国防軍』において、陸軍戦力は凡そ十三万といったところだった。そのうちの半数近くを率いての出兵なのだから、集められた者たちが感嘆の声を漏らすのも無理はないだろう。

　それこそ、公国と戦ったとき以来の軍事行動となるからだ。

「この援軍には私自身も赴く。そのため援軍の総大将は私ということになるが、実質的な指揮は国防軍副総大将のルドウィンに任せる。また国防軍総大将であるエクセルはこの国に残り、私の留守中、この国の守りをしっかりと固めてもらう。両名とも良いな？」

「はっ！　承りました！」

「陛下の留守は、身命を賭してお守りいたしますわ」

　この場にいる者たちの最前列に膝を突いていたルドウィンとエクセルが、揃そろって頭こうべを垂たれた。俺は頷くと、二人の横に控えている空軍部門大将のトルマンを呼んだ。

「トルマン！」

「はっ」

「此この度たびの援兵は国内での軍事行動とは趣が異なる。国内ならば敷設した道路とライノサウルスですばやく兵や糧りよう秣まつを送ることができるが、東方諸国連合内ではそれも叶かなうまい。そのため空軍部隊の半数を用い、補給物資の運送を任せる。……ポンチョ！」

「は、はい！　なのです、ハイ！」

　呼ばれたポンチョは慌てて前に出てきて平伏した。

「此度はポンチョに兵糧をはじめとする物資の管理を任せる。トルマンの空軍部隊と協力し、援軍部隊が物資を滞りなく供給できるように手配してくれ」

「しょ、承知しましたです、ハイ！」

　俺の命令を受けて、ポンチョがしっかりとした声でそう返事をした。

　市井の民から『食神イシヅカ』として崇あがめられているポンチョの名が兵糧管理部門のトップにあるだけで、将兵の士気が格段に上がるという報告を受けていたので、ポンチョには新都市ヴェネティノヴァに行っている間にも補給線の管理を勉強させていた。

　まだ付け焼き刃ではあるだろうが、実際の指揮は配下につけた文官たちが執り行うことになっているので大丈夫だろう。名目上でもトップにいてくれるだけでいいのだ。

　俺は頷くと広間に集まった者たちに向けて声を張り上げた。

「援軍として派遣する陸軍部隊、空軍部隊はこの後にハクヤ、エクセル、ルドウィン、トルマンと協議して決めることになるだろう！　それとはべつに、私が出征中の近隣諸国への備えとして配置する将をこの場で発表する！」

　俺は一呼吸置いてから、名前を呼んだ。

「ヘルマン、オーエン！」

「「　はっ！　」」

　俺の呼びかけに、ロロアの祖父であり武将でもあるヘルマンと、俺の武術指南役兼ご意見番のオーエンという老将軍コンビが逞たくましい声を上げた。

「二人には西部国境線にて『傭よう兵へい国家ゼム』に備えてもらう。中立を標ひよう榜ぼうしているお国柄から言っても、国として攻め込んでくるようなことはないだろう。しかし彼かの国は先の戦以来、我が国をよく思っていないだろうし、なにかしらの嫌がらせはしてくるかもしれない。十分に警戒し、アミドニア地方の民を護まもってくれ」

「ははっ、我らにお任せくだされ！」

「我らはまだまだ、若い者には負けませぬて！」

　ヘルマンとオーエンはそろってドンと胸を叩いた。その言葉通り、歳としに似合わず筋骨隆々な爺じいさんたちなのでとても頼もしく見えた。

「次に北西の『ルナリア正教皇国』への備えだが、グレイヴ！」

「はっ」

　ハルの親おや父じさんであるグレイヴ・マグナが返事をした。

「グレイヴにはヴァンに入ってもらい、ルナリア正教皇国に備えてもらう」

「はっ、お任せくだされ」

「うむ。しかし気をつけろ。正教皇国は軍事行動以外にも、信徒を煽あおって暴動を起こさせるなど、いろいろと狡こう猾かつな手段を使ってくる事が予想されるからな。その対策としてお前のもとにマルガリタとソージ司教を預ける。両名とも、前に出てきてくれ」

　俺に呼ばれてマルガリタとソージが前に進み出て膝を突いた。深く頭を下げるマルガリタに対して、他国の人間であるソージは会釈程度に留とどめていた。

「マルガリタは元は将軍として、いまは歌手としてアミドニア地方の民たちに慕われている。彼女が西北部でしっかりと民の心を摑つかんでいれば、正教皇国の上層部も煽せん動どうしにくくなるだろう。またソージ司教にはこの国のルナリア正教徒のトップとして、正教皇国と国内信徒の繫つながりを遮断してもらいたい。ソージ司教、頼めるだろうか？」

　ルナリア正教の司教でありながら正教皇国への帰属意識は低いソージだけど、一応、正教皇国側の人間であるため、彼にだけは命令ではなく要請という形をとった。

　命令にしてしまうとソージを家臣扱いしたことになり、正教皇国がソージを自分たちの管理下から外れた異端者として破門し、べつの司教を送り込んでこようとするかもしれない。そういった面倒な事態を避けるため、ソージにはまだ表向きには正教皇国の人間であってもらわなければならないのだ。

「いやはや、いたしかたありませんなぁ……」

　ソージは苦笑しながら肩をすくめて見せた。

「この国に派遣された司教の立場としても、この国の人と信徒がいがみ合い、傷つけ合うような事態は到底受け入れられませんからな。協力しましょう」

「助かる……。グレイヴ、二人と協力して正教皇国側の国境線を守れ」

「はっ。承知いたしました」

　命じ終えて三人が下がったところで俺はエクセルを見た。

「エクセルにはパルナムに留まってもらうことになるだろう。その間、エクセルの代わりに国防海軍を率いて、東の『九く頭ず龍りゅう諸島連合』に備えられる人材はいるか」

「それならば……カストールに任せればよろしいかと」

　エクセルは会釈をしながら言った。カストールの名前に場がざわめいた。

　いろいろと複雑な思惑が絡んだ末のこととはいえ、一度は俺に反旗を翻した者に海軍を任せようというのだから反発も仕方ないことだろう。しかし、エクセルはそんな場の空気を気にする素振りも見せずに、しれっとした顔で話を続けた。

「当家にお預けになって以後、カストールには海軍の作法について徹底的に教育しました。またカストール自身も自分から海兵たちの輪の中に飛び込んでいき、親睦を深め、信頼を勝ち得ております。もっとも、少々〝おいた〟が過ぎる場合もあるようですが」

　エクセルはそう言うと、チラリとカストールに流し目を送った。

　その瞬間、カストールはビクッと肩を震わせると顔を背けた。まるで隠していた悪戯いたずらがバレたときの子供のような反応だった。弱みでも握られているのだろうか？

　少し気になったけど、エクセルの口ぶりからして大したことではなさそうだったのでスルーしておいても大丈夫だろう。俺はカストールに尋ねた。

「カストール。エクセルはこう言っているが、お前に海軍を預けても大丈夫か？」

「は、ははっ！　主命とあれば、全力で任を果たしましょう」

　カストールはそう言って頭を垂れた。俺は頷うなずくとあらためて命じた。

「カストール。エクセルに代わって海軍の指揮を執り、東の『九頭龍諸島連合』に備えよ。ただし、活動は密漁船の取り締まりのみに留め、本格的な武力衝突に陥るような事態は全力で回避せよ。北に多くの将兵を送っているときに他国と本格的な戦争状態に突入するわけにはいかないからな」

「はっ！　承知いたしました！」

「それとだ……」

　俺は段差を降りてカストールの傍そばまで歩み寄ると、小声で耳打ちをした。

（「絶対に『ヒリュウ』は使うな。いまはまだ、他国にあれの存在を知られたくない」）

　建造中だった飛竜ワイバーン騎兵を搭載可能な島型擬似空母『ヒリュウ』はほぼ完成していた。

　これから二番艦『ソウリュウ』、三番艦『ウンリュウ』（命名者はもちろん俺）が建造されることになっているのだけど、まずは一隻造ることができた。

　ただ運用可能であるとはいえ、我が国の虎の子を漁業の小競り合いで出し、他国に存在を知られるわけにはいかない。海上を飛竜ワイバーンでパトロールできれば楽だろうけど。

　カストールもそのことはわかっているのか、しっかりと頷いた。

（「承知しております。取り締まりには旧来の艦のみを使いましょう」）

（「よろしく頼む。それと……」）

　それからいくつかのことを確認し合い、俺はもと居た位置へと戻った。

「それではカストール。よろしく頼む」

　そう告げるとカストールは「ははっ」と平伏した。これでこの国の西、北（西）、東の国への備えはできた。残るは南だ。

「最後に、トルギス共和国への備えだが……」

「ちょっと待ってくれ、兄貴！」

　俺の言葉を遮るようにしてクーが立ち上がった。

「わ、若様！　ソーマ殿のお話を遮っちゃまずいですって！」

　そばに居たレポリナが慌てて袖を引いていた。しかし、クーはそんなことなど気にも留めず、真っ直すぐに俺の目を見ながら言った。

「親父……共和国元首ゴウラン・タイセーと兄貴は盟友になったんだろ？　兄貴は親父が裏切って攻め込んでくるとでも考えてるのか？」

　また場がざわめいた。国王に対して若者が急に不遜なことを言い出したことと、その若者が共和国元首の子息という立場であることを明かしたためだった。

　この場に集まった者たちの中にはクーの素性を知らない者も多かったからな。そのざわめきを静めるためにも、俺はクーの不遜な態度を気にしてないように答えた。

「ゴウラン殿のことは信じている。しかし不測の事態に備えるのが国王の仕事だ。それに共和国は元首であるゴウラン殿とはべつに、各種族の長で構成された長老会議という意思決定機関があるだろう？　ゴウラン殿のあずかり知らぬところで、どこかの種族が勝手に攻め込んでくるということもないとは言えないだろう」

　そんな風に理詰めで説明したが、クーは納得していないようだった。

「そんなヤツらは親父のほうでキッチリと抑えるだろうさ。ゴウラン・タイセーは一度結んだ友ゆう誼ぎを簡単に反ほ古ごにする男じゃないからな！」

「しかしだな……」

「ウキャッキャ、そんなに心配ならどうだい？　援軍にオイラを客将として連れてくってのは？」

　クーは自分のことを親指でクイッと指差した。…………はい？

「なんでお前を連れてくって話になるんだ？」

「人質だ、人質。オイラをすぐに処断できる場所においとけば、親父だって跡継ぎ可愛かわいさにしっかりと国内の好戦派を抑えるだろうさ」

　クーはウキャキャと笑いながら、ことも無げにそんなことを言ってのけた。

　……なんだろう。ちょっと頭が痛くなってきた。

「お前……自分がなにを言っているかわかってるのか？」

「もちろんだぜ兄貴。つーか、オイラはこれをチャンスだと思ってるぜ？　見聞を広めるためにこの国に来たんだ。大陸最南端の国の人間が、北の魔王領に接している国に行く機会なんてそうそうあるもんじゃねぇからな！」

「気持ちはわからないでもないが……」

　俺もこんな機会は滅多にないからと、リーシアの「家臣に任せればいいじゃない」って意見を退けて自ら援軍に赴くことに決めたのだ。だけど預かっている他国の子息を、危険とわかっている場所へ連れて行っていいものだろうか。

　俺は判断に迷い、ハクヤのほうを見た。

　ハクヤはやれやれといった感じに肩をすくめると短く答えた。

「……まあ、よろしいかと」

　一応、話の筋は通っていると判断したようだ。仕方ないか。

　あの目を見るかぎり、ここで断ったとしても勝手について来そうだしな。

「……わかった。客将としての同行を許そう。トルギス共和国に対しては現状では特別な配備はしない。ただし、なにか動きがある場合はエクセルの裁量に任せる」

「ウッキャ！　ありがとな、兄貴」

「だけど、このことはゴウラン殿にちゃんと報告しろよ？　それと客将としての同行は許すが無茶は絶対にするな。クーの勇猛さは知っているけど、お前の双肩には王国と共和国の友好が掛かっているんだ。絶対に命を大事にすること。いいな？」

「わかってるって！　絶対に無茶はしねぇぜ！」

　クーは元気良くそう答えた。……本当だろうか。あとでレポリナに直接、しっかりと手綱を握っておくようお願いする必要がありそうだ。……やれやれ。

　最後にちょっとゴタゴタはあったものの、これで大体の人員の配置は決まった。

　俺は最後にこの場に集まった者たちに言った。

「それでは各自、よろしくたのむ」

「「「　ははーっ　」」」

　俺の言葉に、集まっていた者たちは一斉に平伏した。

　俺は来たときと同じように、アイーシャ、ロロア、ハクヤを伴ってこの謁見の間を出て行こうとして、その途中、柱の蔭かげに潜むようにして立っていたカゲトラにすれ違いざまに小声で命じた。

（「東方諸国連合内の情勢を探れ。それと、あとでイヌガミを寄よ越こしてくれ」）

（「御意」）

　そんな短いやりとりの後に、俺たちが謁見の間を出るよりも早く、カゲトラの姿はかき消えていた。なんというか……忍者っぷりに磨きが掛かってきたな。

　さて、あと残っていることと言えば軍人以外で誰を連れて行くかだ。







　俺たちは政務室へと移動し、あらためて話し合いに必要な人材を集めた。

　政務室の中には俺と、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンの婚約者組のほかに、ハクヤ、トモエちゃん、ハル、カエデ、ルビィ、ポンチョ、セリィナ、コマイン、コルベールの実に十四名もが集まっていた。

　集まってもらった皆には普段は官僚たちが仕事をしている幅広の長テーブルの席に着いてもらい、準備が整ったことを確認してから俺は口を開いた。

「さてと、まずはいまの状況について整理しようか」

　そして俺は東方諸国連合へ援軍を派遣することについて最初から話して聞かせた。

　先程の謁見の間にはいなかったメンバーもいるからだ。それにさっきは敢あえて言及しなかったが、この派遣は帝国からの要請であると同時に、ロロアの兄であるユリウスからの援軍要請があってのことだということもこの場では説明した。

　この件は国家間の問題というよりは家族の問題のように感じていたので、近しい人間だけが知っていればいいことだと判断したからだ。

　ユリウスから援軍要請が来たという話を聞いて、ハルが素っ頓狂な声を上げた。

「ユリウスって前の戦争で戦った相手だろ!?　そんなヤツの言うことを信じて大丈、って痛っ！　なにすんだよ、カエデ！」

　ビックリしたように隣に座るカエデを見やるハル。

　どうやら見えない机の下でカエデに抓つねられるか足を踏まれるかしたようだ。カエデはこめかみを押さえながら、やれやれといった感じに頭を振った。

「ユリウス〝殿〟なのですよ、ハル。かつてがどういう立場だったとしても、ここに居られる第三正妃候補のロロア様の兄君であり、血筋的にはソーマ陛下の義あ兄に君ぎみとなるお方なのですから、敬意を払わなければならないのです」

「うっ……すみませんでした」

　正論で返されてハルは素直に頭を下げた。ロロアはヒラヒラと手を振った。

「な～に、気にせんでええわ。兄あにさんが敵やったんは事実やしなぁ。そんな兄さんが『助けてくれ』って言ってきたって、なにを今更って感じやろうし」

「姫様……」

　コルベールが気遣わしげな視線を送っていた。この場で唯一アミドニアの兄妹を幼い頃から知っている人物であり、ロロアの複雑な心中を察していたのだ。

　するとロロアは立ち上がり、みんなに向かって頭を下げた。

「今回の件は、身内贔びい屓きや言われても仕方あらへんと思う。ただ兄さんからの書簡を読む感じやと、うちが知ってるころの兄さんとはどうも違っとるみたいや。どんな心境の変化があったのかはわからんけど、いまの兄さんなら……以前よりも建設的な遣やり取りができると思う。せやから……だから、どうかお力をお貸しください」

　ロロアは最後は商人スラングではなく丁寧な言葉遣いで懇願した。旧アミドニア公国の公女としての言葉なのだろう。俺はそんなロロアの肩をポンと叩たたいた。

「わかっている。ロロアの意見に同意したからこそ、俺はラスタニア王国へ援軍を派遣することに決めたんだ」

「ダーリン……」

　俺はロロアに頭を上げさせてから、コマインのほうを見た。

「それに、ラスタニア王国にはジルコマたちもいるみたいだしな」

「兄上……」

　コマインが呟つぶやいた。兄が魔ま浪なみの激戦区にいるとなれば心配だろう。………。

「コマイン。いまはポンチョに仕えているんだったな？」

「は、はい！　仕えさせていただいています」

「今回の援軍で、ポンチョは兵糧輸送を担当することになっている。セリィナと共にポンチョを補佐してやってほしい。ラスタニア王国に行くこともあるだろう」

「っ！　私も連れて行っていただけるのですか!?」

　目をまん丸くするコマインに俺は笑いかけた。

「確執のあったロロアだって心配しているんだ。仲が良かったのなら尚なおのことだろう。武の心得があるコマインなら足手まといにはならないだろうしな。というわけでポンチョ。お前のところの家人を連れ出すことになるがいいか？」

　俺がそう尋ねるとポンチョは大きく頷うなずいた。

「そういうことならばもちろんです、ハイ」

「あ、ありがとうございます！　陛下、ポンチョさん」

　喜色を浮かべて頭を下げるコマインの肩に、ポンチョが「よかったですね、ハイ」と手を置いた。俺はそんな二人の隣で澄まし顔をしているセリィナを見た。

「セリィナも、そういうことなんだけど頼めるだろうか？」

「……仕方ないですね。姫様も不在ですし、カルラさんも姫様のところにいるとあっては手持ち無沙汰です。いましばらくはポンチョ殿のお世話を焼くとしましょう」

「お、お手数お掛けして申し訳ないのです、ハイ」

　ポンチョが申し訳なさそうに言うと、セリィナはほんの少しだけ口角を上げながら、

「ええ、本当に。感謝は行動で示して欲しいものです」

　と、そんなことを言った。ポンチョは額に冷や汗を浮かべながら頷いた。

「きょ、今日はセリィナさんの好きな物を作りますです、ハイ」

「ふふふ。約束ですよ」

　満足そうに薄く微笑ほほえむセリィナ。彼女が機嫌を良くしたことでホッとした様子のポンチョ。そんなポンチョの額に浮かんだ冷や汗を布巾で拭いてあげているコマイン。

　力関係がよくわからない三人だけど、デコボコながらも息はあっているようなのでまあ大丈夫だろう。俺は気を取り直してみんなに向かって言った。

「まあ、そんなわけで今回の出兵にはロロアも付いてきてもらう。コルベール。ロロアを連れて行くことで迷惑をかけるけど、留守中よろしく頼む」

「はっ。他ならぬ姫様のためです。財政面の管理はお任せください」

「頼む。それと魔族との接触を考えてトモエちゃん、戦力的なことを考えてアイーシャとナデンを連れて行く。ほぼ一緒に行動することにはなるだろうけど、アイーシャとナデンには俺とロロアの護衛を頼む。トモエちゃんの護衛はイヌガミに任せるつもりだ」

「アイ姉、ナデっち、よろしくお願いします」

　ロロアがペコリと頭を下げると、アイーシャはドンと胸甲を叩いた。

「お任せくだされ！　ロロア殿の身は私がお護まもりいたします！　ですので、ナデン殿は陛下のことをよろしくお願いします！」

「合点承知よ。龍の誇りにかけて、ね」

　ナデンもマネをして自身の薄めの胸を叩いた。

　二人して胸を張り合っている光景は、見ていてなんだかほっこりとした気分になった。俺はそんな二人を穏やかな笑みで見守っているジュナさんに話しかけた。

「本当ならジュナさんにも来てもらいたかったんですけど、さすがに王と婚約者全員が王城を離れるような事態は避けたいので、王城に残ってください」

「仕方ありませんね。リーシア様も不在ですし誰かが王城に残るべきでしょう」

　ジュナさんは少し残念そうな顔をしながらも胸元に手を当て小さく会釈をしていた。

「陛下の仰せのままに。留守はお任せください。ただ、私でお役に立てるようなことがあったらなんでも言ってください。すぐに陛下のもとに飛んでいきますので」

「はい。そのときはよろしくお願いします」

　少しの間、目と目で見つめ合う。

　その瞳が「絶対に無事で帰ってきてくださいませ」と言っているような気がした。できるだけ安心させたくて大きく頷いて見せると、ジュナさんは小さく微笑んだ。

　するとハクヤが「陛下……少しよろしいでしょうか」と発言を求めてきた。

「今回の出兵についてなのですが、事態の長期化も考慮にいれるべきでしょう。年末に予定されていた『戴冠式』並びに『婚礼の儀』は如何いかがいたしましょう」

「あっ……すっかり忘れてたな」

　年末には俺が正式にこの国の王となるための戴冠式と、リーシアたちとの婚礼の儀が予定されていたんだっけ。さすがにどれくらいで魔ま浪なみを沈静化できるかはわからないし、年末までに帰還できたとしても慌ただしいことになるだろう。時期的にリーシアの出産とも被かぶりそうだしな。まあ当のリーシアはこのことについて、

『お腹なかが大きいまま出たっていいわよ？』

　……と気にしてなかったけど、こっちがハラハラするからやめてほしい。

「……とりあえず来年の春まで延期だな。リーシアの出産もあるし、子供たちが無事に産まれて落ち着いてからでいいだろう。そのように手配してくれ」

「承知いたしました」

　ハクヤはそう言って一礼をした。これで全ての手配は終わった。

　俺が立ち上がると、みんなも床を蹴るようにして立ち上がる。

　俺はそんなみんなに向かって右手を前へと振り下ろしながら号令を出した。

「それじゃあ、皆！　リーシアの出産や、戴冠式や、婚礼の儀や、その他諸もろ々もろを心穏やかに迎えるためにも一丸となってこの事態を乗りきるぞ！」

「「「　はっ！　」」」




　―――さあ行こう。魔物が蠢うごめくという北へ。
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【魔ま浪なみ】。魔王領側から大量発生した魔物が南下してくる現象。

　ソーマが王位を譲り受けて二年目となる大陸暦一五四七年は、魔王領が出現してから三度目となる魔ま浪なみが発生した年だった。ダンジョンから魔物が溢あふれ出てきたといった事例の場合には魔物は群れであっても数十体程度なのだが、魔ま浪なみの場合、十万を超える魔物が一気に人類側国家へと侵入してくることになる。

　もちろん、狭いダンジョンから出てきた状況とは違い、魔物は国境線沿いに分散して侵入してくることになるので、一つの戦場に現れる魔物の数は少なくなるし、魔物にも強弱はあるのでその圧力は場所によって差が出てくる。

　しかし、もし強力な魔物が数千という単位で一気に押し寄せれば、小国は情け容赦なく蹂じゆう躙りんされ、中規模国家も危急存亡の瀬戸際に立たされることになるだろう。

　そして、この年の魔ま浪なみで激戦区の一つとされたのが中小国家の集合体である『東方諸国連合』の北西端に位置する『ラスタニア王国』だった。

　人口は二万人に満たず、職業兵士は五百人しかいない小国に、五千を上回るであろう魔物の群れが押し寄せてきたのだ。

　その大部分を占めるのは『リザードマン』と呼ばれるトカゲの頭に、上半身は鱗うろこが覆ってはいるが人型で、下半身は小型獣脚類（ソーマの世界に居た恐竜で言えば『ディノニクス』）のような形状をしている魔物だった。人間マンとは付いていてもその形状や行動はどこまでも獣的で、魔族が持つとされる高い知性は見られなかった。

　またリザードマンの周囲には無数の合成獣キメラのような魔物がうろついている。

　とてもではないがラスタニア王国だけで対処できる数ではなかったのだが、援軍を頼もうにも所属する東方諸国連合も同盟を結んでいるノートゥン竜騎士王国も魔ま浪なみの影響を受けており、自国のことで手一杯で援軍を送る余裕はなかった。

　この事態に対してラスタニア王国は王館のある国内唯一の城壁都市『ラスタ』に、南に脱出する時間が無かった国民たちを収容し、籠城することを決めた。

　しかし、ラスタニア王国には正規の軍人は五百人程しか居らず、義勇兵五十人を合わせても六百人にも届かなかった。五千以上の魔物を防げる数ではない。そこで収容した一万人近い国民たちの中から戦闘可能な三千人ほどを徴兵して城壁の守備に就かせた。

　これで守備側は凡およそ三千五百となったのだがその大半は一般人だ。一般人では弱い魔物ですら一人で対処できないのだから、状況は絶望的といっていいだろう。

　しかし、それでもラスタニア王国の人々はよく持ちこたえていた。







　―――大陸暦一五四七年十月十五日昼・ラスタ城壁




「弓兵はよく狙え！　無理に距離がある地上の敵を狙うことはない！　城壁を這はい上がってくるものを優先し、確実に射抜いていくのだ！」

　リザードマンたちが攻め寄せる城壁の南門の上でユリウスが声を張り上げていた。

　ユリウスはこの国にとっては客将だったが、この国に彼以上に軍の指揮に長たけた人物はいなかったため、一時的にラスタニア軍の総指揮官を任されていた。

　そんなユリウスの目に、城門の前に近づいてきた敵に意識を奪われている兵士たちの姿が映った。門を破られてはまずいと番つがえた矢の先をそちらに向けてしまっている。

　ユリウスは慌てて一喝した。

「馬鹿者！　眼前の敵にのみ集中しろ！」

「いや、ですが、門を破られてしまったら……うわっ!?」

　抗議の声を上げた兵士だったが、目の前の矢や狭はざ間まからリザードマンが顔を覗のぞかせたことで腰を抜かしてしまった。城壁を這い上がってきたようだ。

　驚きのあまり立ち上がれない兵士の前に立ったリザードマンはチロチロと蜥蜴とかげの舌を動かすと、その兵士を捕食せんとその大口をグワッと開けた。

「ひぃっ!?」

　兵士は恐怖のあまり両腕で顔を覆った。次の瞬間、彼の耳に届いたのは肉を貫くようなくぐもった音だった。しかし一向に痛みがやってこないので恐る恐る腕をどけて見ると、大きく開いたリザードマンの口を一本のサーベルが貫いていた。

「……だから言ったのだ」

　サーベルでリザードマンを貫いていたのはユリウスだった。

　ユリウスはサーベルごとリザードマンを城壁の縁へと押しやり、その胴体を蹴り飛ばすと同時にサーベルを引き抜いた。絶命したリザードマンの死体は真っ直すぐに城壁外へと落下していった。ようやく助かったことを実感した兵士はユリウスを拝んだ。

「あ、ありがとうございます！」

「……ふんっ」

　ユリウスはサーベルを払って刀身に付着していたリザードマンの血を振り落とすと、再度、声を張り上げた。

「いいか！　敵は攻城戦を行っているのではない！　そもそも城を囲んでいるヤツらは家に玄関から上がるという知性を持ち合わせていないのだ！　やつらは門も城壁も関係なく登ってこようとする！　だからこそ各自、眼前の敵に集中しろ！」

「「「　は、はい！　」」」

　指揮官の武勇を見せられて、兵士たちの士気が少し上がったようだ。

　兵士たちは城壁を這い上がろうとするリザードマンに矢を放ち、槍やりを繰り出して叩たたき落としている。その光景を見てユリウスはひとまず安あん堵どしたが声は出し続けた。

「その調子だ！　城壁角に設置された対空連れん弩ど砲ほうの警戒は怠るな！　これが破壊されれば空飛ぶ魔物たちが城壁を飛び越え、我らの背後にいる者たちを襲うことになる！」

　リザードマンの群れの周囲に徘はい徊かいする異形の合成獣キメラ型の魔物。

　この魔物たちは様々な生物の特徴をごちゃ混ぜに持っており、すべてを一ひと括くくりに形容することができない。地を這うものもいれば飛ぶものもいて対応を複雑化させていた。

　リザードマンとその合成獣キメラ型の魔物たちは連携しているわけではない。

　合成獣キメラ型の魔物の行動は死肉あさりスカベンジヤーだ。兵士たちに向かって襲いかかるリザードマンたちに対し、魔物たちはその周囲を徘徊して死んだ兵士やリザードマンの肉に有り付こうとしている。しかし、それは兵士やリザードマンが彼らにとって強敵だからであって、もし自分たちより弱い存在があれば獰どう猛もうに襲いかかることだろう。

　もしも対空連弩砲が破壊されれば、そんな翼の生えた魔物が城壁の内側で息を殺している非戦闘民たちを襲うことになる。それだけは防がねばならなかった。

　すると一人の熟練の兵士がユリウスのそばに走り寄ってきて尋ねた。

「ユリウス殿、南側ここ以外の城壁は大丈夫でしょうか？」

「東門は兵士長のローレン殿が、西門はジルコマが護っている。唯一門のない北側には正規の兵を多めに配置した。正直なところ防御力はここが一番手薄だ。ここが突破されないうちは他が抜かれることもあるまい」

「なるほど……」

　熟練の兵士は納得がいったように頷うなずくと自身の持ち場へと戻っていった。

　ユリウスは彼を見送りながらも兵士たちを鼓舞し続けた。

「よいか！　我らの背には戦えぬ者たちがいるのだ！　その者たちを護まもるためにもここを抜かせてはならない！　我らが奮戦し、時を稼げば、いずれは他国からの援軍もやってくるだろう！　それまでの辛抱だ！　皆、勇んで武を振るえええ！」

「「「　おおおおおお!!　」」」

　兵士たちの鬨ときの声が響き渡った。

　それが伝わったのか東西北の城壁のほうからも鬨の声が聞こえてきた。

　死闘を繰り広げる兵士たちの熱気に包まれながらも、ユリウスは持ち前の怜れい悧りさで、現在の状況をしっかり捉えようとしていた。

（兵士たちにはああ言ったが……援軍がいつ来るかはわからない。確実に来るという保証もない。いまはなんとか抑えているが、このまま疲弊していけばいずれ……っ）

　ユリウスは頭を振った。司令官がマイナス思考にとらわれれば、兵士たちが動揺することになる。自分は怜悧に、冷徹に振る舞わなければならない。

　ユリウスはチラリと王館のある北を見た。

　自分の背後にはなにがあっても護りたい、護らなければならない人がいる。

（ティアを此奴こいつらの餌食などにさせてたまるものかよ！）

　自分の心を救った少女の天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を胸に、ユリウスは指揮を執り続けた。







　やがて日が落ち、ラスタに夜の帳とばりが下りた。

　リザードマンたちは夜目が利かないのか、夜の間は攻撃をしかけて来なかった。

　代わりに合成獣キメラ型の魔物たちが活発に動き回り、城壁を越えようとするものはいないものの、城壁外に散乱している兵士やリザードマンの死肉を漁あさっている。警戒を緩めるわけにはいかないが、昼間は戦い通しの兵士たちにとって夜は貴重な休息時間だった。

　城壁の上で指揮を執り続けたユリウスも休憩に入り、やってきたジルコマ、ローレンと共に焚たき火びを囲んでいた。二人もそれぞれの持ち場で奮闘していたようで、三人とも顔に疲れの色が見える。ユリウスはローレンに尋ねた。

「……今日で五日目か。どれくらい減った？」

「今日もまた百名ほど……今日までの死者・重傷者を合わせれば六百ほどにはなろう」

　ローレンが口の端を嚙かみしめながらそう言った。

　守備兵凡そ三千五百名のうち、すでに約六分の一の兵が戦闘不能に追い込まれたことになる。ジルコマは愛用のククリ刀の手入れをしながら溜ため息いきを吐ついた。

「守備兵は三千を切ったのか……対して、敵は五千から減じている様子が見られない。今日もかなりの数を討ち果たしたはずなのだが」

「北からどんどん追加が来ているようだからな。まったく、厄介なことだ」

　ユリウスは腕組みをしながら吐き捨てるように言った。

　魔ま浪なみの恐ろしいところは、それこそ浪のように次から次へと魔物が補充されてくることだった。いくら倒しても一向に数が減らないというのは精神的に滅め入いる。

　もっとも知能の低い魔物ではあるので、集まりすぎると戦闘に参加できないものも出てきて、この都市を素通りして南へと移動しはじめる。

　つまり減らないものの、溜たまりすぎるということもないのだ。

「南の国々は大丈夫でしょうか？」

「他人の心配をしていられる状況ではないだろう」

　ローレンの心配をユリウスはバッサリと切り捨てた。

「我らがここで踏ん張っているかぎり、南の国々へ向かう魔物の数は少なくなる。南の国々からすれば、この国が滅ぶにしても少しでも長く踏ん張って、できるだけ多くの魔物を道連れにして欲しいと願っていることだろう」

「国や家族があってのこととはいえ、薄情に感じてしまいますな」

「そういうものだ。自分に余裕がなければ他人に手を差し伸べることなどできない」

「そうですね……すみません。ユリウス殿、ジルコマ殿」

　ローレンはユリウスとジルコマに向かって深々と頭を下げた。

「他国の人間である貴方あなたたちをこのような戦いに巻き込んでしまって。ユリウス殿にいたっては兵全体の総指揮までお願いしてしまいましたし……自分が不ふ甲が斐いないです」

　拳を握りしめながら心痛な面持ちで頭を下げるローレンに、ジルコマはカラカラと笑いながらユリウスの肩に自分の太い腕を回した。

「頭を上げてくだされ、ローレン殿。我らは存外この国を気に入っておりますゆえ。なあユリウス殿」

「離れろ。暑苦しい」

　ユリウスはジルコマの腕を振り払うと、コホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「まあ……南へ脱出する時間もなかったからな。兵の指揮に関しても、私以上にとれる者がいなかったのだから仕方あるまい。誰かの拙い采配で死ぬのは御免だからな」

「はっはっは！　そんなこと言って、ティア姫様を置いて脱出する気なんぞ毛ほども無かっただろうに」

「……うるさいぞ」

　バツが悪そうに口を尖とがらせるユリウスの様子がおかしくて、ジルコマとローレンは大声で笑い出した。すると、そんな三人のもとに小さな足音が近づいてきた。

　見れば小柄な人影がなにやら大きなものを持ってこちらに向かってきていた。その人物が焚き火の明かりに近づき、誰かわかった途端ユリウスは目を見開いた。

「姫、なぜ王館から出てきているのです！」

　やってきたのはこの国の姫であるティア・ラスタニアだった。

　いつものチロル風ドレスの上からエプロンを着けていて、ミトンを着けた手には大きな土鍋を持っていた。ティアはユリウスを見るとニッコリと微笑ほほえんだ。

「街の奥様方と一緒に炊き出しを手伝っていたのです」

　するとティアは手にしていた鍋を三人に差し出した。

「ユリウス様、ローレン、ジルコマ殿。カボチャとミルクのパン粥がゆです。奮闘してくださった皆さんにこんなものしかお出しできないことが心苦しいのですが……」

「と、とんでもないです、姫様！　ありがたく頂戴いたします！」

　ローレンが敬礼して受け取ると、ジルコマは笑いながらポンと腹部を叩いた。

「戦闘で腹ペコですからな。いまならなにを食べてもご馳ち走そうに感じるでしょう」

「その言い方も失礼だろう……」

　ユリウスはやれやれと頭を振ったが、その表情は幾分か和らいでいた。

　そして三人はティアのパン粥を囲みながら食事を取ることにした。ティアもちゃっかりとユリウスと肩が触れあうような位置にちょこんと座っている。姫のそんな様子にローレンは苦笑していたが、不意に真面目な顔になってユリウスに尋ねた。

「結局、我らはこのまま籠城するしかないのですか？」

「……こうも囲まれてしまっては脱出することも不可能だ」

　パン粥をすすりながらユリウスは冷静な口調でそう答えた。

「相手に知性があれば交渉などもできるだろうが、ヤツらは目の前の獲物を捕食することしか考えていない。城壁に対して力攻めを繰り返すだけだ。だからこそギリギリ守り切れてはいるが……このまま消耗戦になるときつい」

「ユリウス様……」

　ティアが瞳を不安に揺らしながらユリウスの袖を摑つかんだ。ユリウスはそんなティアの震える手に自分の手を重ねながら言った。

「ともかく、いまはなんとしても耐えなければならない。籠城しつつどこかからの援軍を待つ。いまの我々にできるのはそれだけだ」

「援軍は……来るのでしょうか？　お父様の話では、東方諸国連合の国々やノートゥン竜騎士王国には援軍派遣をお願いしているのですが」

　ティアの問いかけに、ユリウスは静かに首を振った。

「来てくれるかもしれませんが、他の国々も竜騎士王国も魔ま浪なみの当事国である以上、到着は遅れるでしょう。どこも自国を優先せざるを得ませんから」

「そうですか……」

　ティアはシュンと肩を落とした。

　そんなティアの様子を気の毒に思ったジルコマがユリウスに尋ねた。

「貴殿も自分の伝つ手てで援軍を求めたのだろう？　そちらのほうは期待できそうか？」

「そうなのですか!?」

　ティアが顔を跳ね上げてユリウスを見た。ティアの縋すがるような期待に満ちた眼まな差ざしを直視できず、ユリウスはそっぽを向きながら答えた。

「半々といったところだろう。結局、あの男が援軍が出すか否かだからな」

　ユリウスの伝手。それは実の妹であり、いまはフリードニア王国の暫定国王ソーマ・カズヤの第三正妃候補となっているロロアを頼るというものだった。

　ロロアの口添えをもってソーマに援軍を派遣してもらおうと考えたのだ。

　ユリウスにとってはロロアもソーマも確執のある相手だったが、現状ではそんなことにこだわってもいられない。傍らの可か憐れんな少女を護るためならば、確執のある相手にも頭を下げる覚悟がいまユリウスにはあった。

　しかし、半々という言葉を聞いてジルコマは首を傾かしげた。

「半々ですむだろうか。ソーマ王が援軍を出してくれるかどうかの二択というのはわかるが、その前に、妹さんが取り次いでくれるかどうかもあるんじゃないか？」

「いや、ロロアは間違いなく取り次ぐだろう」

「確信のある言い方だな」

「あれは計算高いが情が絡むと優柔不断になる。追放した兄が助けを求めてくるといった状況に対して、自分で答えは出せないだろう。決断をソーマに委ねるはずだ」

「だからソーマ王の決断次第というわけか……」

　ジルコマはやれやれといった感じに肩をすくめた。妹のそんな性格を読んだ上で援軍を要請したのなら中々にしたたかだ。ユリウスは自嘲気味に微笑むとティアを見た。

「姫。私はこういう男です。必要とあらば肉親の情さえ利用する。アミドニア王家の毒蛇の血はいまだに私の中に流れています。だから……」

「でも、それは私たちのためですよね？」

　ユリウスの拒絶の言葉を遮るようにティアは口を挟んだ。

　そして両手でユリウスの左手を包み込むと柔らかな笑みを浮かべた。

「毒蛇でもいいです。どんな手段を使っても私たちを護ろうとしてくれるユリウス様を、私は……とても頼もしく、愛いとしく思っています。もし援軍が来てくれて、貴方が妹様に対して後ろめたさを感じるならば私も一緒に頭を下げましょう。私たちのための行為だったことを妹様にわかって欲しいですから」

「姫っ……」

　ティアの微笑みに触れて、ユリウスは自分の中のつまらないこだわりが氷解していくように感じた。左手を包むティアの両手にユリウスは自然と右手を重ねた。

「「　………　」」

　そんな二人の空気に当てられ、ジルコマとローレンはそっとその場を離れた。







　翌日。リザードマンの群れは夜明けとともにラスタの城壁に攻撃を仕掛けてきた。

　その数はやはり五千から減った様子は見られず、また新たなリザードマンの群れが合流したことをうかがわせた。連日の力攻めにより守備兵たちの疲労も溜まっていた。

　これが普通の攻城戦ならば、攻め手はこのような被害が増すだけの力攻めは極力避けて、守備の薄いところを探すなどするだろう。力攻めをするにしても、すぐには守備を崩せないと悟れば即座に中止し、自軍の被害を抑えようとするはずだ。

　しかし、リザードマンは仲間がいくら倒れようとも城壁を越え、中にいる人々を喰くらおうと突っ込んでくる。仲間の死、群れの損耗などお構いなしだ。そのせいで守備側は気が休まるときがほとんどなく、肉体的にも精神的にも追い詰められていった。

　それでも城壁に詰めたラスタニアの兵たちは、この壁を突破されてはならじと懸命に奮戦していた。ジルコマが西門近くの城壁で指揮をとっていると、難民たちで構成された義勇兵の一人がやってきて尋ねた。

「やつら、なにを考えて攻めて来てるんでしょうか？」

「なにを……とはなんだ？」

「どうもヤツら、城を落とそうというよりは、俺たちを喰うことしか考えてないみたいじゃないですか。そんなに腹が減っているなら、周囲に徘はい徊かいしている魔物を喰えばいいでしょうに。見たところ仲間って感じでもないみたいですし」

「………」

　それはたしかにジルコマも感じていることだった。

　城壁を登ってきたリザードマンが真っ先にすることは、城壁にいた兵士に食らいつこうとすることだった。その行動には強烈な〝飢え〟が見てとれた。

　どれだけ仲間が倒れても、食い物を求めて城壁に殺到する様子を見るに知能はほぼ皆無なのだろう。しかし、それならばなぜ、近くにいる合成獣キメラ型の魔物で飢えを満たそうとしないのだろうか。合成獣キメラ型の魔物はリザードマンの死肉を漁あさっているというのに。

　なにか深い理由があるのだろうか……と考えて、ジルコマはすぐに考えるのをやめた。

　あそこにいるリザードマンたちには知性は感じられない。深い理由などはなく、とてつもなく単純な理由の結果なのではないだろうか。例えば……。

「ヤツらの目には我らが美う味まそうに見えるのではないか？　だから我らのもとに殺到しているのだろう」

「ヤツらにとって我々はご馳走ですか？」

「さあな。そんなことはリザードマンに聞いてくれ」

　そんなことを話していると西門近くの兵士が声を上げた。

「ジルコマ殿！　西城壁の北側が押し込まれそうです！」

　その声を聞いた瞬間、ジルコマは愛用のククリ刀二振りを構えた。

　ジルコマに尋ねていた男も、気を引き締めた様子で背負った剣の柄つかに手を掛けた。

「遊撃部隊、行くぞ」

　ジルコマは周囲にいた義勇兵たちに短く言うと、北側に向かって駆け出した。

　そのあとを五名ほどの義勇兵が追いかける。

　やがてリザードマンに押し込まれている場所までたどり着くと、城壁に登ったばかりのリザードマン二体の首を同時に切り裂いた。ジルコマのあとに付いてきた者たちもそれぞれ近くにいたリザードマンを倒し、城壁の上の安全を確保した。

　ジルコマはそれを見届けると、付いてきた者たちに命じた。

「ここの負担を減らす。我に続け！」

　そう言うや否や、なんとジルコマはリザードマンが群がっている城壁の外へと飛び降りた。ジルコマは足下に風の魔法を使って安全に着地すると、身体からだを回転させ、周囲のリザードマンを切り裂いた。そして次の獲物へ、次の獲物へとリザードマンを切り伏せながら群れの中へと駆け抜けていく。遊撃部隊と呼ばれた者たちも同じように飛び降りて来て、近くのリザードマンを手当たり次第に切り伏せていった。

　戦士気質であるジルコマはユリウスほど上う手まくは全体の指揮をとれない。

　しかし個人の武勇はこの国にいる誰よりも上だった。そのため、西側の守備隊は崩れそうな部分があればジルコマたちが飛び込んでいき、その類たぐい希まれな武勇で押し返すという方針をとっていた。ジルコマたちの武勇に加えて、ジルコマが武勇を見せるほど守備隊の士気も上がるので、西側城壁は他のどの方面の城壁よりも堅けん牢ろうだった。

「もう十分だ。戻るぞ」

　城壁の近くのリザードマンをある程度減らしたジルコマは即座に退却を命じた。

　六名では奇襲はできたとしても、そのうち囲まれて袋ふくろ叩だたきにされてしまう。また囲まれないよう全力で動いているため、息が続かないというのもあった。

　ともかく長居は無用だ。ジルコマたちは十メートル以上はあろうかという城壁のデコボコに足をかけながら、ピョンピョンと跳んで城壁の上へと戻った。

「しかし……本当にキリがありませんなぁ」

　ジルコマが汗を拭っていると、義勇兵の一人がそんなことを言ってきた。そんな義勇兵の背中を、ジルコマは気合いを入れるようにバンと叩たたいた。

「我らは故郷に戻るためにこの地に来たのだ。これしきのことで音を上げているようでは故郷への帰還など夢のまた夢だぞ」

「そ、そうですな……」

　そのときだった。ラスタの中央から軍用ラッパの音が鳴り響いた。

　これは狼煙のろしを確認しろという合図であり、物見をしていた兵士が声を上げた。

「ジルコマ殿！　東門の方に狼煙が上がっています！」

「ローレン殿か。内容は？」

「指揮官を集めるものです！」

　上がっていた狼煙は指揮官、つまりジルコマとユリウスを呼ぶためのものだった。ローレンになにか二人と相談すべき事案ができたということなのだろう。

「……承知した。一時この場を離れる！　各自このまま持ち場を堅持しろ！　私が戻ってくるまでなんとしても持ちこたえるのだ！　いいな！」

「「「　おおおお!!　」」」

　ジルコマの檄げきに兵士たちが応えた。ジルコマは頷うなずくと、二人と合流すべく城壁の内側に用意してあった馬に飛び乗った。







　ジルコマが街の中心部にたどり着くと、ユリウスとローレンはすでに来ていた。

「ローレン殿、なにかあったのでしょうか？」

　馬から降りて早々にジルコマが尋ねたところ、ローレンは兜かぶとを脱いで小脇に抱えると、いきなり「申し訳ありません！」と二人に頭を下げた。

「いまさっき報告が上がってきたのですが、城の武器庫を管理している者の話では、備蓄していた矢が底を突きそうだということです」

「矢が……」

　由ゆ々ゆしき事態だった。弓矢のような飛び道具があるからこそ、一般国民から徴兵された兵士たちもなんとか戦えている状況なのだ。それが無くなるということは、城壁の守備力がガタ落ちになるということだった。ユリウスが額を押さえた。

「まだ籠もって六日だぞ。備蓄は無かったのか？」

「もともと正規の兵は少なかったので……一応、いまの人数でも二週間程度はもつ数が用意されていたのですが、敵の攻勢が激しいのと弓矢に不慣れな者たちが多かったことで消耗スピードが早かったのだと思われます。いま現在、街の鍛冶屋が増産してくれていますが、この消耗スピードからすると釣り合いはとれないでしょう」

「絶望的だな……」

「申し訳ありません」

　再び頭を下げたローレンの肩にジルコマはポンと手を置いた。

「顔を上げられよ、ローレン殿。貴女あなたのせいではないだろう。このような劣勢な状態でありながら、この国の人々はよく持ちこたえていると思う。いざとなれば城内にある石材を落とし、油を撒まき、槍やりで突いてでも戦いましょう」

「ジルコマ殿……」

　瞳を潤ませたローレンの肩を、ジルコマはあやすようにポンポンと叩いた。ローレンが落ち着きを取り戻したことを確認してから、ジルコマはユリウスに尋ねた。

「しかし、こうなってくると本当に援軍頼みになってくるな。どこかしらからの援軍がすでに近くに来ていたりしないだろうか？」

　しかし、ユリウスは力なく首を横に振った。

「こう囲まれてしまっては情報も入ってこないからな。東方諸国連合内の援軍は期待できそうにないし……頼みの綱はノートゥン竜騎士王国か」

「フリードニア王国からの援軍は？　要請したという話だっただろう？」

「たとえソーマが援軍を派遣してくれていたとしても、この国はあの国からは遠い。行軍ペースから考えても今日・明日に到着するということはないだろう」

「そうか……」

　二人が渋い顔をした、そのときだった。

　兵士の一人が慌てた様子で駆け寄ってきて転んだように膝を突いた。よく見れば腕などに爪で切り裂かれたような傷を負っていた。

「ほ、報告します！　兵士長！」

「その傷は、一体なにがあったのだ!?」

　ローレンが尋ねると、兵士は頭を下げながら報告した。

「北城壁にリザードマンの群れが殺到し、一部に城壁を突破されました！　十数体のリザードマンが城館へと向かい、番兵と交戦しております！」

「ユリウス！」

　兵士の報告を聞き終わるよりも早くユリウスは動き出していた。

　ジルコマの呼びかけにも答えず馬にまたがると、ただひたすらに城館を目指して駆けた。城館が襲われていると聞いて居ても立ってもいられなくなったのだ。

（ティア姫……っ）

　城館にはラスタニア国王夫妻とティア姫がいる。

　荒すさんで凝り固まっていたユリウスの心を解きほぐしてくれた少女が。

　石畳の道を走り抜け、城館へとたどり着いたユリウスが見たものは、ヤモリのように城館の周囲を這はい回っているリザードマンたちの姿だった。

「くそがっ……はっ」

　ユリウスはとりあえず館の周りのリザードマンは放っておき、馬に乗ったまま館の中へと突入した。玄関から入ってすぐの場所で、番兵だったと思われる血みどろの死体に喰らいついている三体のリザードマンが見えた。その脇を駆け抜けざまに怒りにまかせて一体の首を刎はねた。ユリウスは気持ちを落ち着かせながら考えた。

（城館の中にまで侵入されたのなら、ティア姫たちは奥へ奥へと避難していくはず。それに城館には避難民もいた。ならば、向かうべきは……大広間か）

　大人数が収容できる奥まった場所となると大広間くらいだろう。

　そうあたりをつけたユリウスは高い天井が続く廊下を駆け抜けた。途中、一体のリザードマンに遭遇したが、冷静に、剣で切り伏せる。すると、大広間の扉の前に固まっている三体のリザードマンの姿が見えた。中に入ろうと扉に爪を立てている。

「どけぇっ！」

　ユリウスは馬から降りて地面に手を突いた。

　次の瞬間、廊下の床を突き破るようにしてスパイク状の土が盛り上がり、三体のリザードマンを同時に串刺しにした。それはかつて父親であるガイウスが使っていたのと同じ、土系統の攻撃魔法だった。

『グギャッ……』

　くぐもった声を上げ動かなくなったリザードマンたち。

　ユリウスはそんなリザードマンたちには目もくれず、大広間の扉に駆け寄った。

　その扉をこじ開けようとしたが……開かない。ユリウスは扉に身体を密着させると、扉をドンドンと叩きながら向こう側に呼びかけた。

「ティア姫、無事か！　私だ！　ユリウスだ！」

「ユリウス様!?」

　内側から少女の声が聞こえた。それがティア姫のものだとわかった途端、ユリウスは安あん堵どのあまり膝から力が抜けた気がした。とはいえ、まだリザードマンはかなりの数が残っているので、ユリウスは扉を背に警戒して立っていた。

　おそらく、内側にバリケードのようなものを作っていたのだろう。

　しばらくなにかを動かすような音が聞こえていたのだが、やがて扉が開かれるとティアが飛び出してきてユリウスに抱きついた。

「ユリウス様ぁ！」

「ティア姫……無事で良かった」

　ユリウスもティアをやさしく抱き留める。

　扉の向こう側にはティアの両親である国王夫妻や避難民たちの姿が見えた。ユリウスの姿に安堵する者、事態が吞のみ込めず狼ろう狽ばいする者など反応は様々だった。ユリウスはティアの身体を離すと扉の中の人々に向かって言った。

「いましばらくこの大広間にてお待ちください。屋敷の周りにはリザードマンが徘はい徊かいしております。じきに味方も参りましょう」

　ユリウスが大広間の人々を落ち着かせていると、ジルコマが追いついてきた。

「ユリウス、一人で行くなど無茶が過ぎるぞ！」

「ふんっ、お前が遅すぎるだけだ」

　ユリウスはそう憎まれ口を叩いたが、ジルコマはそんなことなど気にしていられないとばかりにユリウスの腕を摑つかんだ。

「とにかく来てくれ。いま、外が妙なことになっているぞ」

「妙？」

　ユリウスはティアたちに再度扉を固めるよう言い含めると、ジルコマと共にリザードマンを切り伏せながら外に出た。

　そして上空を見つめると百頭ははるかに越えている飛竜ワイバーンの編隊が、ラスタの上空を通過しているのが見えた。高く飛んでいるのかその姿はかなり小さく見える。

　おそらく対空連れん弩ど砲ほうに狙われない高さを飛んでいるのだろう。

　魔物たちとは明らかに違う。人類側の空軍だった。ジルコマは目を細めた。

「あれは、ノートゥンの兵か？」

「いや、ノートゥンなら飛竜ワイバーンは使わないはずだ……しかも、あれは南から来ている」

　ユリウスがそう言ったとき飛竜ワイバーンからなにかが落とされるのが見えた。

　目を細めるユリウスたちの上空で、無数のなにかがパッと花開いた。

　白く、丸い物が空に散らばっている。まるで海を漂うクラゲの群れのようだ。

　それが城壁のほうへフワフワと近づいてくるにつれて、その白く丸い物の下に武器を持った兵士たちがぶら下がっているのが見えた。と、そんなときだ。

　そんな漂う白い物の間を縫うようにして、黒く大きな影がスルスルと降下してきた。

　まるで水の流れに乗る魚のように、宙を泳ぐようにして、あっという間にユリウスの前に降り立った巨大な黒い海蛇のような姿の生き物。

　長い鬚ひげに頭には鹿角。手にはゴンドラのようなものを持っている。

　飛竜ワイバーンとも竜ドラゴンとも違うその異容に、ユリウスとジルコマは新手の魔物の襲来かと思って武器を構えた。すると二人の目の前で、その黒い生き物はシュルシュルと身を縮めていった。

　そして完全に小さくなりきる前に、その背中から降り立つ人影があった。

　黒いマント付きの軍服を来たその人物は、二人に向かって言った。

「久しぶりだな、ジルコマ。それに……ユリウス殿も」

「ソーマ……殿か」




　―――これが現フリードニア国王ソーマ・カズヤと、元アミドニア公太子ユリウス・アミドニアの実に一年ぶりとなる再会だった。
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　―――ソーマとユリウスが再会する数分前。




「皆、怯ひるむな！　これ以上は一匹たりとも魔物を通してはならぬ！」

　ラスタニア王国の兵士長ローレンは北側の城壁で声を張り上げた。構えた盾を城壁を登ってきたリザードマンに叩たたき付けて、崩れそうになっている味方を鼓舞する。

　十数匹のリザードマンが侵入し城館を襲っていると聞いて、ローレンは救援に赴きたかったのだが、そちらへはユリウスとジルコマが向かったため、北側城壁の守備隊と合流して指揮を執っていた。ティア姫たちの身は心配だったが、ティア姫を含めた城壁の内側にいる非戦闘民のためにもこれ以上の突破を許すわけにはいかなかった。

「いいぞ、皆、押し返せえええ！」

　ローレンが武威を示したことで北側城壁の守備兵たちは士気を取り戻した。なんとか登ってくるリザードマンの群れとの間に小康状態を作りだすことができている。

（よし。なんとか持ち直すことができた。これで……）

　ローレンが安堵しかけた、そんなときだった。

「兵士長！　空を見てください！」

　兵士の一人が南の空を指差して叫んだ。

　ローレンが見上げると、南のほうから無数のなにかが飛んでいるのが見えた。一瞬、新手の魔物かと思ったが、それならば北から来るはずだ。やがてそれが近づいてくるにつれて人が乗った飛竜ワイバーンだということがわかった。飛竜ワイバーン騎兵の編隊だ。

（軍隊!?　どこの国の……っ!?）

　するとそんな飛竜ワイバーン騎兵の編隊からなにかが落とされるのが見えた。その落下してきたなにかは、真っ直すぐラスタに振ってくる途中で真っ白い物を開いた。

　その白い物がパッと開いた途端、落とされたものの落下速度がグンと遅くなった。

　そしてそれがフワフワとラスタに近づいてきたところで、ローレンは開かれた白い物の下にぶら下がっているのが人だということがわかった。

「って、人!?」

　なんで飛竜ワイバーン騎兵が人を落とすのだ？　想像もしたことがない事態にローレンが混乱していると、落下する人物目掛けて対空連弩砲が放たれた。

「!?　しまっ……」

　対空連弩砲は飛んでくるものを標的としている。ローレンが気付いたときには、すでに大量の大きな矢が落下中の人物に飛んでいった。撃ち落とされると思った瞬間、

「ちっ!?　やってやらああ！」

　落下中の人物は驚きの声を上げながらも、手にしていた二本の槍で飛んでくる槍サイズの矢を次々と薙なぎ払っていった。ローレンは開いた口が塞がらなかった。

（対空連弩砲の矢を全部撃ち落とした!?　化け物かなにかなの!?）

　その人物が年若い赤い髪の青年だとわかるくらいの距離まできたとき、

「対空連弩砲を止めてくれ！　俺たちは援軍だ！」

　その青年が大声で叫んだ。援軍……援軍!?　その言葉をローレンが頭の中で反はん芻すうし、ようやく理解が追いつくと弾はじかれたように兵士たちに命じた。

「各城壁に対空連弩砲を止めるよう合図を送れ！　彼らは、援軍だ！」

「はっ！」

　命じられた兵士が慌てて、対空連弩砲を停止するよう狼煙のろしで合図をした。

　ほどなくして城壁の四つ角に設置された対空連弩砲はその機能を停止した。それを待っていたかのように、上空の飛竜ワイバーンからは次々と人が落とされていき、先程と同じように中空でパッと白い物を開いた。おそらく、あの白い物は降下装置なのだろう。上空に百以上の円形の降下装置が開くその様は、まるで風に舞う蒲公英たんぽぽの綿毛のようだった。

　ローレンがそんな殺伐とした戦場には似合わないことを考えていると、一番最初に降下してきた赤髪の青年が地面に降り立つのが見えた。赤髪の青年は地面に着地すると、ペッタンコになった降下装置を切り離してローレンのもとへと駆けつけてきた。

「うっへ～。訓練してきたとはいえ、死ぬかと思ったぜ」

　肩をグルグルと回しながら赤髪の青年はそんなことを言った。飛んでくる巨大な矢を全て薙ぎ払うという離れ業を見せたわりには、青年にはまだ余裕がありそうだった。

「貴方あなたは……いったい何者なのです!?」

　ローレンが呆あきれたようにそう尋ねると、赤髪の青年は背筋を伸ばして敬礼した。

「申し遅れました。俺はフリードニア王国軍所属の特殊降下部隊『竜挺兵ドラトルーパー隊』の突撃隊長ハルバート・マグナです。貴女あなたがここの指揮官殿ですか」

「えっ……あっ、はい！　私はラスタニア王国で兵士長をしているローレン・フランです。あの、ハルバート殿はいまフリードニア王国軍と申されましたが……」

　ローレンが期待を込めて尋ねると、ハルバートは力強く頷うなずいた。

「はい。元アミドニア公太子ユリウス殿の要請を受けたソーマ……フリードニア国王ソーマ・カズヤ陛下の命により援軍として参りました」

「ユリウス殿の言っていた援軍……あっ、じゃあ本隊も近くに来ているのですか？」

　フリードニア王国はいまや東の大国だ。その国からの派遣される援軍が一万を下回るということはないだろう。その援軍が近くまで来ている。そんな風に考えたローレンは期待に満ちた眼まな差ざしを向けたのだが、ハルバートは言いにくそうに頰を搔かいた。

「あーいや、俺たちは先遣隊だ。本隊の到着にはまだまだ時間が掛かりそうだから、まずは機動力のある俺たちが派遣されてきたんだ。魔物たちへの威力偵察と、本隊到着までにこの都市が陥落しないよう現地の守備隊の援護を命じられている」

「そ、そうですか……」

　援軍の本隊はまだしばらく来ないと聞いてローレンは肩を落とした。

　ハルバートはそんなローレンの肩に手を置くとニカッと笑った。

「なあに、心配すんな。竜挺兵ドラトルーパーはフリードニア王国国防軍の中でも精鋭中の精鋭だ。俺たちが来たからには……っと」

　ハルバートは城壁の縁に飛び乗ると、城壁を登ってきたリザードマン一体を右手の槍やりで串刺しにした。それと同時にその槍ごと刺さったままのリザードマンを炎の魔法で燃やすと、城壁の前で固まっていた集団に向かって蹴り飛ばした。すると、

　ボガンッ!!

　燃えているリザードマンが地面に叩き付けられると同時に爆発が起こった。その周囲に居たリザードマンが爆風で吹き飛ぶ。それだけでなく燃え広がった炎が近くにいたリザードマンたちに引火し、火だるまになったものたちが熱さにのたうち回っていた。

『『グギャギャギャギャ……』』

「いっちょ上がりだ。この城壁を突破させはしねぇさ」

　立ち上る炎と煙をバックに、二本の槍の石突き部分を連結している細い鎖で投げた槍を引き戻したハルバートは頼もしげに胸を張った。ローレンはあまりの早業に言葉を失っていたのだが、ツッコミは空から降ってきた。

『任せときな……じゃないわよ、バカハル！　騎士が竜ドラゴンをほったらかしにして飛び降りるなんて、どういうつもりよバカあああ！』
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「ぬなっ!?」

　ローレンはこの短時間で何度目かの驚嘆の声を上げることになった。

　声のしたほうを見上げてみれば、空から巨大な赤き竜ドラゴンが直滑降でこちらに向かってくるではないか。その赤き竜ドラゴンは口を大きく開くと真っ赤な炎を吐き、城壁に攻め寄せていたリザードマンの群れを城壁に沿って横一文字に薙ぎ払った。

　ボオオオオオオオオオオオオオオ！

　リザードマンたちを焦がしながら眼前に立ち上る炎の壁。そんな壮絶な光景の中で、ハルバートは赤き竜ドラゴンに向かってペコペコ頭を下げていた。

「いや、ルビィ、悪かったって！　なんかやばそうな状況だったからつい……」

『つい、じゃない！　もう心配させないでよバカ』

　赤き竜ドラゴンは拗すねた少女のようにプイッと顔を背けた。

　……ローレンはもう目の前の光景が現実とは思えず、口をパクパクとさせていた。

「フ、フリードニア王国の軍とは……こんなにハチャメチャなものなのか？」

「我が家のノリを普通だと思ってもらったら困るのですよ」

　すると深紅の竜ドラゴンの背中から、キツネの耳と尻尾を持った獣人族の少女が降りてきた。

　キツネ耳の少女はローレンに歩み寄ると右手を差し出した。

「貴女が指揮官さんですね。初めましてなのです。私はハルの上司で、竜挺兵ドラトルーパーの作戦指揮をしているカエデ・フォキシアなのです」

「……あっ、兵士長のローレンです！」

　ローレンは慌ててカエデの右手をとった。ガッチリと握手をしながらも、ローレンは怪け訝げんそうな表情でカエデを見ていた。

「あの……竜ドラゴンから降りてこられたということは、カエデ殿は竜騎士なのでしょうか？」

「いいえ。ルビィさん……あの赤竜の騎士はハルバートなのです。ハルバートと私は婚約者ですので、伴侶の伴侶は伴侶みたいなものとして乗せてもらっていたのです」

「えっ……カエデ殿はハルバート殿の伴侶で上司で、あの赤い竜ドラゴンも伴侶？」

　頭がこんがらがっている様子のローレン。カエデは苦笑いを浮かべた。

「そこらへんの事情は追々説明するのですよ。……いまはそれよりも、です」

　カエデは城内のほうを見ながら言った。

「竜挺兵ドラトルーパー二百名あまりには各城壁の守備隊に協力して、魔物に押し込まれないようにすることを命じてあるのです。まずは城壁の安全を確保しなければなりませんから」

「それはありがたいのですが……二百名では各城壁に向かえるのは五十名ほどですよね？　いくら精鋭揃ぞろいとはいえ、現状を打破できるのでしょうか？」

　心配そうな顔をするローレンに、カエデはニッコリと笑ってみせた。

「たしかに城内に降ろしたのは二百名程です。ですが……ローレン殿は大事なことを忘れていますのです」

「忘れている？」

　カエデはツーッと人差し指を真上に向けた。

　ローレンはその指の先を見て……ようやく彼女の言わんとしていることがわかった。

「そう……あそこにまだ、陸軍相手には滅法強い部隊が残っているのです」

　カエデはクスリと笑いながら言った。




　◇　◇　◇




　一方そのころ、南側の城壁では一際威勢の良い声が響いていた。

「ウキャッキャ、援軍推参！　さあ、暴れるぜぇ！」

「若様ってば、なんでそんなに元気なんですかー」

　クーとレポリナのトルギス共和国主従コンビだった。

　二人も竜挺兵ドラトルーパーに紛れて降下していたのだ。

　援軍に客将として参加していたクーは竜挺兵ドラトルーパーの存在を知ると、自分も一緒に落下傘で降下したいとソーマに頼み込んだ。もちろんソーマも最初は難色を示した。

『絶対に危ないことはするなって言っただろう』

『頼むぜ、兄貴！　なんだったら落下傘も自前で作るからさぁ！』

　クーがそんなことを言い出したので、ソーマはほとほと困った。

　落下傘は降下する者の命に関わる装備であり、素人が作れるものでも作っていいものでもない。しかしここで断ると、クーは本当に自分で用意して勝手に降下しかねないと感じたソーマは、その熱意に押される形で渋々ＯＫを出したのだった。レポリナと一緒に訓練を積んでいる竜挺兵ドラトルーパーの介添えを付けることを条件にだ。

　ちょうどスカイダイビング体験のお客とインストラクターのように、竜挺兵ドラトルーパーと身体からだを固定して降下したクーとレポリナは、地上に降りると南側城壁の守備兵に合流した。

　初めて体験した落下の感覚にテンションが上がっているクーとは対照的に、レポリナは心底怖おそろしかったのか、顔は青ざめていてウサ耳はペタンと倒れていた。

「私……いままでで一番、若様に仕えたことを後悔したかもしれません」

「ウッキャッキャ、それじゃあいままで大した不満もなかったんだな」

「ありましたよ!?　その中でも一番だって言ってるんです！」

「そいつぁあ悪かったな、っと」

　クーは城壁の縁に飛び乗ると眼下に押し寄せてくるリザードマンの群れを眺めた。

　押し合いへし合い城壁に詰め寄せてくる大軍の姿が、クーには物珍しかった。

「多いねぇ。トルギスじゃまずお目にかかれない数だ」

「お、おい？　アンタたちはいったい誰だ？」

　クーが城壁の下を覗のぞき込んでいると、守備兵の一人が恐る恐る尋ねてきた。クーは担いだ愛用の棍こんで自分の肩をポンポンと叩たたくと、そんな守備兵に笑って見せた。

「さっき言っただろう？　援軍だ、援軍」

「援軍!?　あの空から降ってきたのは援軍なのですか!?　ど、どこの!?」

　そう尋ねられてクーはニヤリと笑った。

「どこってトルギス共和国だよ」

「トルギス共和国？　あの南端の国が援軍を出してくれたのですか？」

「ああ。たった二人だけだけどな」

「ふ、二人!?」

　守備兵はもうわけがわからないといった感じに目を白黒とさせていた。

　東方諸国連合の片隅にひっそりとあるこの小国に、大陸南端にあるトルギス共和国が援軍を送ってくれたということも信じられないが、その援軍がたった二人というのだからキツネに摘つままれたような気分だった。そんな守備兵の反応に満足したのか、クーは城壁の縁から飛び降りるとその肩をバシバシと叩いた。

「冗談だって。本当はフリードニア王国からの援軍だよ。オイラたちがトルギス共和国出身の客将ってだけだ」

「は、はあ……」

「ま、オイラたちが来たからにはもう心配いらねぇぜ！」

　クーはもう一度、城壁の縁に飛び乗ると、登ってきたばかりのリザードマン二匹に棍をぶち当てて群れの中へと叩き落とした。

「はっ……ほっ……あらよっと」

　そして縁の凸凹をピョンピョンと飛び移り、兵士たちに襲いかかっているリザードマンを見つければ、タルに造ってもらった特製の棍で突き、殴り、弾はじき飛ばす。

「お前らぁ！　こんな言葉を知ってるかぁ？」

　クーは城壁の縁の上から守備兵に向かって呼びかけた。

「『トルギスの兵は地上じゃ百人力』ってんだ！　つまり、オイラとレポリナは援軍二百人分ってことだな！　ウッキャッキャー！」

　そう言って豪快に笑い飛ばすクーを見て、兵士たちは気分が軽くなった。

　この少年は大言壮語がすぎるようだけど、さきほどの大暴れを見るかぎり満更噓うそでもないのだろう。そんな少年の根拠もないくせに自信満々な顔を見ていると、俺たちも負けていられない、俺たちだってまだまだやれるとそんな気がしてくるのだ。

　俯うつむきがちだった兵士たちは顔を上げ、士気が盛り返してきた。

　するとそんなクーの背後から一際大きな体たい軀くのリザードマンが現れた。その体表も他の個体とは違い赤い。赤いリザードマンはクーに向かって両手の爪を振り下ろした。

「おっと」

　クーは振り下ろされる爪の一撃を棍を真横に掲げることで受け止めた。しかし、

『キシャーッ』

「げっ……」

　クワッと開いた赤いリザードマンの喉の奥にチラチラとした赤い炎が見えた。

（やっべ。炎を吐けるヤツもいたのか!?）

　クーはいま爪を防ぐことで手一杯だった。このまま炎を吐かれたら、かわすことができない。クーの背中を冷や汗が伝った。と、そのときだった。

　ヒュン……

『グギャ―――!?』

　飛んできた矢が狙いを誤ることもなく、リザードマンの右目に突き立った。

　リザードマンの顔が大きく上方へと逸それて、吐き出された火球が明後日あさつての方向に飛んでいった。クーが首だけで振り返ると、城壁の反対側の縁に立って弓に矢を番つがえているレポリナの姿があった。レポリナは即座に矢を番え直す。

「クー様はやらせません！」

　レポリナは二本目の矢を放ち、今度は左の目を射い貫ぬいた。

　赤いリザードマンは両目を押さえてのたうち回った。

「オマケだ。こいつも喰くらいな！」

　相手が怯ひるんだ隙にクーは棍を回転させてアゴの下からアッパーカットした。ベキッと骨が砕ける音がして、赤いリザードマンは力無く城壁外へと落ちていった。

　ピンチを切り抜けられて「ふう……」と額の汗を拭った。

「ウキ～……助かったぜ、レポリナ」

「まったく、なにが『百人力』ですか。そんな言葉聞いたことないですよ？」

「当たり前だろう？　これから流は行やらすんだからな！」

　クーは棍をブンブンと振り回すと脇に挟んで見み得えを切った。

「大言壮語だろうが実現しちまえばそれはもう事実だ。ここでオイラが百匹ぶっ潰すくらいの働きをすりゃあ、この言葉にも信しん憑ぴよう性せいが出るってもんだ！」

「そんな簡単に言わないでください～」

「行くぜレポリナ！　北の大地にトルギスの戦士の強さを知らしめようぜ！」

　そう言うや否やクーは次なる相手を求めて駆け出した。ソーマとした「危険なことはしない」という約束など、もはや頭の中から抜け落ちているようだ。

「ウッキャッキャ！　ラスタニアの兵士さんたちよぉ、ここが踏ん張りどころだぜ！　勝てなそうなヤツがいたらオイラを呼びな！　オイラに任しときゃ大丈夫だ！」

　クーは手近なリザードマンを叩き伏せながら大声でそう吹ふい聴ちようした。

　相変わらずなにを根拠に言っているのかわからない大口を叩いているが、その威勢の良い声を聞いているとなんだか元気が湧いてくるような気がした。

「おう！　やってやんよ！」

「けっ、トルギスからの客人にばっかいいかっこさせられるか！」

「ここは俺たちの国だ！　俺たちの手で護まもらねぇとな！」

　兵士たちの士気がさらに上がり、城壁の上の空気が熱を帯びてきた。クーの背中を追いながらその熱を感じていたレポリナはニンマリと笑った。

（これです。これが若様の魅力です）

　少しおバカで無茶や無鉄砲な行動は多いものの、クーは常に先頭に立って危険に身をさらして戦い、あとに続く者たちを奮い立たせるのだ。ソーマのように人を使いこなすのが上う手まい国王もいる。マリアのような国民から尊敬を集めている女皇もいる。

　それでも、レポリナが仕えたいと思うのはクーただ一人だった。

（まあ……もう少し無茶な行動は控えて貰もらえるともっといいんですけどね……）

　そんなことを考えていたレポリナをクーが急せかした。

「早く来いよレポリナ！　まだあと九十匹くらい倒さねぇといけないんだからな！」

「百匹倒すって、あれ本気で言ってたんですか!?」

　レポリナが驚きの声をあげたそのときだった。

　クーたちの遥はるか上空から『プア～ン、プア～ン……』とラッパの音が聞こえてきた。まるで警戒心を煽あおるように何度も音を鳴らしている。

　その音を聞いてクーとレポリナは血相を変えた。

「やべっ、始まるのか！　おいお前ら！　一旦、城壁の外側から離れろ！」

「皆さん！　これから飛竜ワイバーン騎士による空爆が行われます！　物が飛来してくることが考えられますので、城壁の外側から離れ、身を低くしてください！」

　ラッパはこれから空爆を開始するという飛竜ワイバーン騎兵隊からの合図だった。

「く、空爆っ!?」

「おい、急いで城壁から離れろ！」

　守備兵たちは慌てて城壁の外側から離れて、石畳に身体を伏せた。

　すると竜挺兵ドラトルーパーを降下させてからは上空で待機していた飛竜ワイバーン騎兵二百が、一気に急降下してくると積んでいた樽たるを城壁に詰め寄せているリザードマンの群れに落とした。樽の中には火薬がたっぷりと詰まっている。火縄で爆発時間を調整されている火薬樽は、リザードマンの群れの中に落ちる手前で大爆発を起こした。

　ドドドドドドドドドドドドドッ……!!

　爆発は連鎖的に、水平三百六十度すべての方向で起こった。

　爆風と振動が城壁で伏せている兵士たちを襲う。

　顔を上げて周囲を見回せば東西南北の城壁の前に大きな火柱が上がっている。燃え広がった火球がリザードマンの群れを焼き、妙に焦げた香ばしい匂いが漂っている。

　火薬樽を落とし終えた飛竜ワイバーン騎兵たちは再度急降下し、飛竜ワイバーンの炎で残っているリザードマンの群れを焼いた。その炎が、空中では爆発せずに地面に激突した火薬樽がまき散らした火薬に引火し、城壁の外を火の海に変えていく。

　リザードマンは一方的に焼き尽くされるしかなかった。

「ウキ～、やっぱ飛竜ワイバーンってすげぇんだな……」

　城壁の隙間から外を覗き込んだクーはそんな感嘆の声を漏らした。

　上空の気流が激しく、また寒冷なトルギス共和国では飛竜ワイバーンのような空軍戦力は持つことができず、また他国から使われたこともなかった。

　初めて見た空襲はクーの想像を絶するものだった。五千はいたであろうリザードマンの群れは一瞬にしてその七、八割が焼き尽くされた。

　運良く炎から逃れられたリザードマンが這ほう々ほうの体ていで、近くの森に逃げ込んでいくのが見えた。各城壁で似たような光景が広がっているとすれば、残ったリザードマンは千匹程度だろう。少なくとも、再度数が溜たまるまでは攻めてくることもないだろう。

　クーは立ち上がるとパンパンと服を叩はたいて土つち埃ぼこりを落とした。

「ウッキャッキャ、結局、十匹くらいしか倒せなかったな」

「じゃあ追撃をかけてくればどうですか？　一人で」

　レポリナに呆あきれたように言われたクーは肩をすくめた。

「そうしてぇが煙でなんも見えないからな。今日のところは勘弁してやらぁ」

「……そうですか」

「まあ、いまはそれよりもだ」

　クーはガンッと棍を石畳に叩き付けると、空爆の衝撃で惚ほうけたような顔をしているラスタニアの兵士たちに向かって告げた。

「さあ、攻勢をはね除のけたぞ！　声を出せぇ！　勝ち鬨どきだあああああ!!」

　勝ち鬨。その言葉を聞き、はじめてラスタニアの兵士たちは勝利を実感した。

　震える両手を天に向かって突き上げて、彼らは腹の底から叫んだ。

「「「　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　」」」

　夕日で赤く染まったラスタニアの空に、兵士たちの雄お叫たけびが木こ霊だました。




　◇　◇　◇




　東西南北の城壁のほうから爆発音が聞こえ、四方に黒煙が上がった。

　おそらく竜挺兵ドラトルーパーを運んだ飛竜ワイバーン騎兵隊による空爆が行われたのだろう。

　リザードマンの群れにこの空爆を防ぐための対空攻撃手段はなく、一方的に爆殺されたことだろう。そのすべてを殲せん滅めつするまでにはいたらなくても、各城壁に詰め寄せるリザードマンの圧力を大幅に減らすことができたはずだ。

　一方そのころ、城館付近での戦いも大詰めを迎えつつあった。

　俺はユリウスから状況を聞き、ナデンに運んでもらったゴンドラにいたアイーシャと数名の近この衛え兵に、ユリウスとジルコマに協力して城館を襲っているリザードマンを殲滅するよう命じた。アイーシャはもちろん、近衛兵も腕に自信のあるものを揃そろえていて、屋敷の周囲にいた十体程度のリザードマン相手ならば問題なく倒せるだろう。

「ナデン、あそこにも一匹いる！」

「合点承知！　うなああああ！」

　バチンッ！

　ナデンが少女の姿のまま電撃を放ち、城館の屋根にいたリザードマンを貫いた。

　電撃を浴びたリザードマンは声を上げることもできずに固まると、地面にバタリと倒れてピクピクと痙けい攣れんしていた。まだ息があるようだ。

「このっ……」

「待て、アイーシャ！」

　アイーシャがトドメを刺そうと大剣を振り上げたけど、俺はそれを止めた。

「そいつは生かしたまま捕らえろ」

「えっ、捕らえるのですか？」

「魔物の生態を知る手がかりになるかもしれない。一体ぐらいは捕獲しよう」

「承知しました。ふう……せいやっ！」

　アイーシャは大剣を地面に突き刺すと、痙攣しているリザードマンの首もとに向かって手刀をズバキッと叩たたき込んだ。リザードマンの身体からだが一瞬、横向きにくの字に曲がり、ダランと弛し緩かんして動かなくなった。口からは白い泡を吹いている。

　……なんというか、たとえ魔物であっても見ていて痛々しく思ってしまった。俺はそんなリザードマンの尻尾を持って引き摺ずってきたアイーシャに恐る恐る尋ねた。

「なんか嫌な音がしたけど……殺してないよな？」

「多少は手加減したので大丈夫でしょう。……多分」

「そ、そうか……」

　調べてみれば気絶はしているものの死んではいないようだったので、近衛兵に命じて縄で口や身体をグルグル巻きにさせて、城館の近くにあった塔の中に収監させておいた。

　これで城館の外にいる敵は片付いた。するとジルコマが駆け寄ってきた。

「城館内に王家の方々と避難民が取り残されています。救出したいのですがまだ館内にリザードマンが残っているかもしれません。近衛兵隊のご助力をお願いします」

「わかった」

　俺は頷うなずくと近衛兵たちに命じた。

「お前たちはジルコマに協力し、城館内をくまなく捜索してリザードマンを殲滅し、王族と避難民を救出せよ！　物陰に潜んでいることも考えられるから十分に注意しろ！」

「「「　はっ　」」」

　近衛兵たちは敬礼すると、ジルコマと共に城館の中へと入っていった。

　この場には俺、アイーシャ、ナデン、そしてユリウスが残される形になった。皆押し黙り気まずい無言の時間が流れる。ユリウスはじっと城館を見つめているし、アイーシャはそんなユリウスを警戒しているようだ。ここは俺から声を掛けるべきか。

「人が取り残されているという話だけど、大丈夫なのか？」

「……下手に連れ出すよりも、騒ぎが収まるまで一カ所に固まっていたほうが安全だと判断した。奥まった場所で入り口を固めていたから無事のはずだ」

「……そうか」

「ああ……」

　………。やはりどうにも気まずい。

　俺とユリウスはかつて軍を率いて戦場で相まみえた間柄だ。

　ユリウスは父ガイウス八世と共にエルフリーデン王国へと侵攻し、ガイウスもその戦争の中で命を落とした。それこそ仇きゆう敵てきと言っていい関係なのだけれど、俺とロロアが婚約している状況下では義兄弟とも言える複雑な関係だった。

　援軍を乞うた者と、その援軍要請に応えた者という立場もあるわけだしな。

　お互いに言葉が見つからない俺たちの横ではアイーシャが気を張っていた。「少しでも変な気を起こしたら斬ります」とばかりに大剣の柄つかから手を離していない。

　ジリジリとした緊迫感に包まれている。

「な、なんなの？　この空気……」

　唯一、ユリウスと面識のないナデンだけが不穏な空気を感じて、俺たちの顔をキョロキョロと見比べていた。すると……。

「兄あにさ……兄上様……」

　そんな躊躇ためらいがちな声に振り返ると、危ないからと外が落ち着くまでゴンドラの中で待機してもらっていたロロアとトモエちゃんが出てきた。トモエちゃんの背後には護衛のイヌガミもいる。ロロアの姿を見てユリウスは目を細めた。

「ロロアか……」

「………」

　ロロアはゆっくりとこっちに歩み寄ってくると、俺の横に並んで立った。

　そしてロロアはなにか言おうと口を開いたのだけど、うまく言葉が出せないようで口をパクパクとさせていた。無理もない。

　俺とユリウスの関係も複雑だけど、ロロアとユリウスの関係もまた複雑だった。

　二人は血の繫つながった兄妹ではあるが政敵でもあった。ロロアはアミドニア公国民のためにユリウスを追放し、俺のもとに国ごと嫁いでくることで公国民を保護した。

　ロロアには兄を追放したという負い目がある。

　一方のユリウスにしても、このラスタニア王国を救うためにロロアの伝つ手てを利用した。危急存亡の折にユリウスが最後に頼りとしたのは敵であった妹だったのだ。

「ロロア」

「っ！」

　するとユリウスが歩み寄り、ロロアの前に立った。小柄なロロアは自然と見上げる形になる。ロロアが不安げに見上げる前でユリウスは静かに頭を下げた。

「よくぞ、ソーマ王を連れてきてくれた。感謝する」

　ユリウスに頭を下げられ、ロロアは目を丸くしていた。

「あ、兄上様っ……私は……」

「すでにアミドニア公子としての立場はない。いまはこの国に身を寄せている一人の食客だ。敬語など使う必要はない。コルベールらには商人語で話していただろう？」

「……ああ、もう！　わかったわ」

　ロロアがワシャワシャと頭を搔かくと、腹を括くくったかのように腕組みをした。そして頭を上げたユリウスと真っ直すぐ向かい合った。

「その……久しぶりやね兄あにさん。元気にしとったん？」

「ああ、この通り五体満足でいられている。この国の人々にはよくしてもらっているし、お前たちの援軍のおかげで今日の攻勢をはね除けることができた。援軍要請をソーマ王に取り次いでもらったこと、あらためて礼を言おう」

「ふ、ふんっ。感謝しいや」

　ロロアはそっぽを向くと唇を尖とがらせた。

「……兄さんとの再会がこんな形になるとは思わんかったわ」

「ふっ、それは私も同じだ」

「兄さんを国から追い出したこと、謝らへんからね。あのときは……公国のみんなを守るためには、ああするしかなかったんやもん」

「……私は統治に失敗した身ゆえ、とやかくは言わない。しかし、公国民のためを思って行動したのであればもっと堂々としていろ。負い目に感じる必要はない」

「べ、べつに負い目になんて感じてへんもん！」

　ロロアがユリウスに「イ～だ」と歯を見せた。

　なんというか……横から見てる分には兄妹の会話だと思った。

　ロロアから聞いた話では、アミドニアにいたころはほとんど必要最低限の会話しかしなかったそうだ。ロロアも父と兄の目を気にして相当猫を被かぶっていたんだとか。そういうのを取り外して本音で話すと、こんな風に兄妹っぽくなるのか。

　するとユリウスが「やれやれ」といった感じに首を振った。

「相変わらず言動が子供だな。お前もソーマ王のもとに行って一年になるのだろう？　もうそろそろ子供ができてもいいころなのではないか？」

「なっ!?」

　ユリウスにそう聞かれ、ロロアは慌てふためいた。

「なに言うてんねん！　うちとダーリンは……まだ、そんな……」

「……お前、まさかまだ手を付けられてさえいないのか？」

　ロロアの反応で察したらしいユリウスは呆れたように言った。

　ロロアの顔は火が出るんじゃないかと思うほど真っ赤になっていた。どうも直接的な表現には弱いようだ。あまり見ない反応なのでちょっと可愛かわいいと思ってしまった。

　そんなロロアにユリウスは言い含めるように言った。

「ロロア。いまのアミドニア公王家の当主はお前だ。お前が子供を生なすことで、アミドニア公王家の血筋は守られる。アミドニア王家の武名を語り継ぐ子孫を残す義務がお前にはあるのだ。だから一刻も早くソーマ王の寵ちよう愛あいを受けて……」

「あーもう、ほっといてぇな！　シア姉の苦労がわかったわ！」

　ロロアはササッと俺の陰に身を隠した。そしてユリウスに向かって顔だけ出すと「フカーッ」と威嚇の声を出していた。いつからネコの獣人族になったんだ……。

　ロロアが隠れてしまったことで、俺はあらためてユリウスと向かい合った。

「貴公の援軍要請を受け、参上した。本隊の合流にはまだ時間がかかるが、とりあえず先遣隊として竜挺兵ドラトルーパー二百名を連れてきた」

「御助勢、痛み入ります」

　ユリウスは地面に膝を突き頭を下げた。かつてジャンヌ殿を交えた交渉の場で鎬しのぎを削った相手に頭を下げられるというのも……なんとも妙な感じだ。

「やはり違和感があるな。立って普通に喋しやべってくれ。でないと……」

「でないと？」

「〝お義に兄いさん〟って呼ぶぞ」

「……それはさすがに勘弁願いたいな」

　ユリウスは立ち上がり真っ直ぐに俺の顔を見た。

　そこには以前にあったような険しさはなく、憑つき物が落ちたかのようにスッキリとした表情をしていた。するとユリウスのほうから切り出してきた。

「自分で要請しておいてなんだが、なぜ援軍要請に応じてくれる気になったのだ？　かつて戦った相手からのものだ。無視することもできただろう？」
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「……ロロアにこれ以上、悲しい思いをさせたくなかっただけだ」

「甘いことで……と、昔の自分なら断じていたんだろうが、いまなら少し……わかる気もする。ロロアの存在はお前にとってそれだけ大きいものなのか？」

「ロロアはもう家族だからな。家族はなにがあっても守る」

「家族……か」

　ユリウスと俺はジッと互いを見つめ合った。お互いの根底を探り合うように。

　その後ろでアイーシャとナデンが話しているのが聞こえた。

「ナデン殿、私たちも陛下の家族なんですよね？」

「当たり前でしょ。義妹いもうとのトモエも加えて七人家族よ」

「と、いうことはユリウス殿は私にとってもお義兄さんなのでしょうか？」

「いや、それはなんか違うんじゃない？」

　あの……そういう緊張感のない会話は余よ所そでやってくれないかなぁ……いやまあ戦闘力の高い二人がそばにいてくれるからこそユリウスに怯おびえずにすむんだけどさ。

　すると、ユリウスは腰に帯びていたサーベルを鞘さやごと引き抜くと、俺に向かって差し出してきた。俺は目を細めながらユリウスに尋ねた。

「これはなんのマネだ？」

「援軍を要請する際、首を差し出してもいいと書いただろう。お前が望むなら、約束どおりにこの首を差しだそう」

「……本気だったのか？」

「無論。私を討っておけばアミドニアを統治する上での不安も減るだろう。その代わり、この国の面倒は最後まで見てもらいたい」

　そういうユリウスの目には迷いがなかった。すでに覚悟はできているようだ。

　俺がサーベルを受け取ると、ユリウスは斬りやすいようにと屈かがんで首を前に出した。

「ダーリ……っ」

　ロロアはなにか言おうとしたけどグッと押し黙った。自分が口を挟んではいけないと思って言葉を吞のみ込んだのだろう。さてと、どうしたものか……。

「ユリウス様！」

　すると城館からジルコマと共に出てきた少女が駆け寄ってきて、ユリウスと俺の間に割って入った。そして、頭を垂れているユリウスの身体からだにヒシッと抱きついた。

　可か憐れんな見た目とは裏腹にその少女は強い思いを宿した瞳で俺のことを見つめた。

「フリードニア国王ソーマ・カズヤ様とお見受けします。私わたくしはこの国の王女でティア・ラスタニアと申します」

「あ、はい……ソーマ・カズヤです」

　ティアと名乗った少女の剣幕に押されて素で返事をしてしまった。

　王女……この国のお姫様ってことか。ティア姫は俺に向かって必死に訴えた。

「フリードニア王国からの援軍、大変嬉うれしく、またありがたく思っています。しかし、助けていただいた身分でこのようなことを申し上げるのはまことに恐縮なのですが……どうか、貴方あなた様の寛大なお心でユリウス様を許してはいただけないでしょうか！」

「ティア姫！　危ないので下がってください！」

「離しません！　私はユリウス様が斬られるなんて嫌です！」

　ユリウスがなんとか引き剝がそうとするものの、ティア姫はヒシッとしがみついて離れようとはしなかった。文字通りの命懸けでユリウスを守ろうとしていた。

「事情はユリウス様から聞いております！　ユリウス様が此この度たびの援軍要請に自身の首をかけてしまったことも。ですが、それは私たちラスタニア王国のためにしたことです。アミドニア公国にいたころのユリウス様がどんな方だったかは知りません。ですがこの国でのユリウス様は義勇兵を率いて襲い来る魔物を打ち倒し、この国のために尽くしてくださいました。我が国にとっては掛け替えのない人なのです！　私にとっても！」

　捲まくし立てるように訴えるティア姫を見て、俺とロロアは、

（「ああ、なるほど……」）

　……と納得した。ユリウスが人間的に大きくなったように感じられたのは、このお姫様の影響によるものなのだろう。言葉の端々にユリウスへの恋慕が感じられる。

　この少女に思われ、この少女を思って、いまのユリウスになったのだろう。

　というか、そもそも俺はユリウスを斬ろうだなんて思っていなかった。

　いまさらユリウスの首をもらったところでなにがどうなるというわけでもないし、なによりロロアを悲しませたくないからな。

　まあユリウスも俺がそんな風に考えることをわかった上で剣を差し出したっぽいけどな。かつての関係を断ち切るための儀礼的な意味合いだったのだろう。

　そんなことなど知らないティア姫は必死にユリウスを庇かばい立てしていた。さて、この事態にどう収拾を付けようか……と、そこで俺はあることを思いついた。

「……わかりました。貴女あなたがある条件を吞むというのであれば、ユリウスに対して制裁を科すのは取りやめにしましょう」

「私にできることならばなんなりと！」

「ティア姫！」

　ユリウスが慌てて取り消させようとしたけど、ティア姫は頑として聞かなかった。

「それで、その条件とはなんでしょうか？」

「貴女の手で、ユリウスからアミドニアの名跡を奪っていただきたい」

「名跡……ですか？　あの、それって私にできることなのでしょうか？」

「ええ、貴女なら簡単にできると思います」

「そうなのですか？」

　キョトンとするティア姫。一方で俺の言わんとしていることがわかったユリウスは、一気に怒り顔になって俺のことを睨にらんだ。おっ、少しは昔の面影も残っているな。

　するとようやく理解ができたようで、ティア姫はポンと手を叩たたいた。

「ああ、なるほど。ユリウス様に我が家へ婿入りしてもらえばいいのですね。そうなればユリウス・アミドニアではなく、ユリウス・ラスタニアです」

「ティア姫、こういうことはよく考えてだな……」

　ユリウスは焦ったように説得しようとしていたけど、ティア姫は笑顔で頷うなずいた。

「その条件を吞みます。ユリウス様ならお父様とお母様も納得してくださいます」

「……ぐっ」

「わっはっは、どうやら年貢の納めどきのようだな、ユリウス。おめでとう。まあ、お二人のご様子から察するに、早いか遅いかの違いだっただろうさ」

　ジルコマが言葉を失っているユリウスの肩をバシバシと叩いていた。あの二人、仲が良いのだろうか。なんだかどっちらけな空気の中で、ロロアが笑いながら言った。

「なんやようわからんけど、年下のお義ね姉えさんができたみたいやな」

「そうみたいだな」

　俺たちは顔を見合わせて笑い合った。
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「まるで地獄の景色だな……」

　眼下に広がる光景を見て俺はそう唸うなった。

　逢おう魔まが時。ラスタを囲む城壁に俺とユリウスは並んで立っていた。

　俺たちの少し後方にはなにかあったときのためにアイーシャが控えている。これはユリウスへの警戒というよりは、眼下で蠢うごめいているものたちへの対策だった。

　いま俺たちの眼下では空爆で焼け焦げたリザードマンの死体に、合成獣キメラのような魔物たちが群がり貪り喰くらっていた。異形の魔物たちにとっては人もリザードマンも等しくエサなのだろう。餌を奪い合う魔物たちの鳴き声がそこかしこから聞こえてくる。

　目で見ても耳で聞いても精神衛生上よくない景色だった。

「これだけのリザードマンに囲まれていて、この小さな国がよく耐えられたものだと感服する。一瞬にして吞み込まれてもおかしくない数だろ」

「だからといって簡単に『生』を諦められるか。皆、必死で生き抜いた結果だ」

　そんなユリウスの言葉に俺は目を瞠みはった。

　やはりかつてのユリウスとは一回りも二回りも違うようだ。

　以前のユリウスならば、戦う兵たちのことをここまで気に掛けはしなかっただろう。流浪の日々とティア姫が、ユリウスを大きく変えたようだ。

　そんなことを考えていると、ユリウスが「ところで……」と尋ねてきた。

「飛竜ワイバーン騎兵たちはどうした？」

「本隊に戻したよ。持ってきた火薬樽だるも全部使ってしまったからな。それに、ここには飛竜ワイバーン騎兵隊を常駐させられる備蓄もないだろう？」

「……そうだな」

　飛竜ワイバーンは一回の食事で大きな牛一頭分くらいの量を食べる。ただし一回食事をすれば一週間近くは食べなくても大丈夫なので、燃費自体はそこまで悪くはない。それでも籠城中のこの国にとってはかなりの負担となってしまうので常駐はさせられなかった。

　ちなみにナデンとルビィもドラゴン形態で電撃や火炎を放てば、相当なエネルギーを消費してしまうらしく、その後しばらくは消費した分を補おうと大食いになってしまうようだ。そのため現状ではドラゴン形態で暴れさせるといったことはできなかった。

「一応、飛竜ワイバーン騎兵隊には本隊から、矢などの不足している物資を持ってくるように言ってあるんだけど……片道で半日といった距離だったから、急いでも明日の夜まではかかるだろう。まだしばらくはこの国の兵と竜挺兵ドラトルーパーのみで戦うしかないな」

「そうなると……いかに二国の兵を指揮するかが重要になってくるな」

　そう言うとユリウスは俺のほうを見た。

「しかし、本当に良いのか？　私にフリードニア軍の差配まで委ねて」

「……まあ、この状況じゃ仕方ないだろうさ」

　参謀役のカエデとも話し合い、一時的にではあるけど援軍本隊が合流するまでの間、竜挺兵ドラトルーパーの指揮をユリウスに任せることにしたのだ。これはフリードニア軍、ラスタニア軍の違いによる指揮系統の混乱を回避するための措置だった。

「現状で一番軍の指揮に長たけているのはアンタだからな。俺は立場は上でも文官寄りの人間だし、竜挺兵ドラトルーパーは猛者揃ぞろいだけど脳筋型ばかりだ。いまいるうちの軍でもっとも指揮が上う手まいのはカエデなんだけど、彼女は作戦立案能力は優れているものの戦場のど真ん中で指揮をとれる人材ではない。早い話、将軍型の人間がユリウスしかいないんだ」

「それは理解できるが……お前やお前の配下が私を信用できるのかと聞いているのだ。信用できないからと指示を無視されても困る。竜挺兵ドラトルーパーを無駄に使い潰されるんじゃないか……などといった心配はないのか？」

　やや神経質気味にそう尋ねるユリウスに、俺は苦笑しながら言った。

「いまの状況下でそんなことをするメリットもないだろ。それに、もしアンタが変な動きをすれば、こちらに向かっている援軍凡およそ六万が敵に回るんだ」

「……それもそうだな」

　俺は城壁の縁にもたれると夜になりかけている秋空を見上げた。

「まさかアンタと共闘する日が来るとは思わなかった」

「それはこちらの台詞せりふだ。よもや仇きゆう敵てきに助けられる日が来ようとはな……」

　ユリウスもまた腕を組みながら城壁の縁にもたれた。かつての敵がいまは味方。人の世とはわからないものだ。そのことを嚙かみしめるように沈黙の時間が流れた。

　しばらくしてからユリウスが重苦しく口を開いた。

「教えて欲しい。父上……ガイウス八世の最期はどうだったんだ？」

「……どう、とは？」

「兵士から聞いた話によれば、父上は私と別れた後で『アミドニア人としての気骨を示す』と言っていたそうだ。父上は本懐を遂げられたのだろうか？」

「………」

　咎とがめるような口調ではなかった。ユリウスは純粋に知りたいだけなのだろう。

　アミドニア公王ガイウス八世の最期がどんなものであったのかを。

「……怖かったよ。俺の首を狙って遮二無二突っ込んでくるガイウスは本当に怖おそろしかった。実際、彼かの御仁の刃は俺に届くあと一歩のところまで来ていた」

　あの日のことはいまでもたまに夢に見る。

　夢で見る結末はあのときとは違い、最後の力で投げられた剣は真っ直すぐ俺の胸を貫いていた。それだけ、あの日のことがトラウマになっているのだろう。鬼のような形相で殺意を向けてくるガイウスの顔を俺は生涯忘れられないだろう。

　そう告げるとユリウスはクククと笑った。

「たしかに、あの父上に睨まれたら生きた気はしないな」

「笑えないよ。本気で死を覚悟して、婚約者へ向けた遺言を残そうとしたほどだ」

「そうか……父上は気骨を示せたのだな」

　ユリウスは寂しげに口元を弛ゆるめると、気を取り直すように自分の頰を叩いた。

「父上は武人としての生き様を全うしたのだ。いまさら私がとやかく言うこともない。父上がそうであったように、私は私が本当に望む生き方を貫きたいと思う」

「……どんな生き方なんだ？」

「全身全霊で愛いとしい人を護まもって生きることだ。だからソーマ、ティア姫とこの国を護るためにお前の力を貸してくれ」

　そう言ってユリウスは俺に向かって頭を下げた。本当に……変わったな。

　俺はユリウスの肩をポンと叩いて歩き出した。

「行こう、ユリウス。アンタには軍議を仕切ってもらわないと」

「ああ。わかった」

　そして俺たちは皆が待つ城館へと向かった。




　◇　◇　◇




　一方、そのころ。城館近くにある物見塔の前には大小の人影があった。

　ソーマの義妹いもうとであるトモエとその護衛を任されているイヌガミだった。
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　暗くなってきた周囲の景色の中で、塔の入り口の前に焚たかれた篝かがり火びだけが赤々と燃えている。そんな異様な雰囲気を醸し出す塔の前でイヌガミが心配そうに尋ねた。

「……本当に行くのですか？」

　イヌガミに尋ねられて、トモエはコクリと頷いた。

「『この中にいる魔物と対話が可能かどうか試して欲しい』と、義あ兄に様さまから頼まれたのです。そしてできるかぎりの情報を集めて欲しいと」

　トモエはこの中にいる魔物……つまり、さきの戦闘で捕まえておいたリザードマンを自身の能力を使って調べようというのだ。リザードマンの生態がわかれば今後の作戦に活いかすことができる。しかし相手は人を喰らおうとする魔物だ。下手に相手の言葉がわかることによって、トモエが心的外傷トラウマを負わないともかぎらない。

　ソーマもその点を酷ひどく心配していたのだが、なにか役に立ちたいというトモエの熱意に負けて、渋々ながら情報収集をお願いすることにしたのだ。

　心配なイヌガミはトモエにくれぐれも注意するように促した。

「陛下は『絶対に無理はするな』と厳命されておられました。義妹いもうと様さまの気分が悪くなるなどした場合、自分の判断で無理にでもこの場から引き剝がしますので」

「はい。そのときはお願いしますです。イヌガミさん」

　トモエはスッとイヌガミの手を握った。妖よう狼ろう族ぞくのトモエと灰かい狼ろう族ぞくのイヌガミなので、手と手を繫つなげば親子にしか見えない。二人は手を繫いだまま塔の扉を開けて中へと入っていった。そして下へと続く螺ら旋せん階段を下りて行き、一つの牢ろう獄ごくの前に立った。

　その中では一匹のリザードマンが両手両足を鎖に繫がれていた。

「キシャー！」

　リザードマンはトモエたちの姿が目に映ると、ガシャガシャと鎖を鳴らしながら牙の並んだ口を大きく開けた。

「うっ……」

「義妹いもうと様さま!?　おのれっ！」

　よろめいて膝を突いたトモエを庇かばうようにイヌガミは前に出て、トモエとリザードマンとの間に割って入った。トモエは嫌な気分を振り払うように頭を振った。

「わ、私は大丈夫です」

　トモエは浮かんだ冷や汗を拭いながらイヌガミの腕に摑つかまって立ち上がると、その腕をしっかりと摑んだまま改めてリザードマンと向かい合った。

「……このリザードマンさんには『飢え』しかないです。私たちのことも食べ物としてしか見ていません。食べたい、それだけです。対話もできません」

「見た目どおりの行動原理というわけですか」

「はい。ですが……う～ん？」

　トモエはなにやら首を傾かしげた。なにか気になることでもあったのだろうか。

「どうかしましたか？」

「……なんでだろう。なんだかこのリザードマンさん、変な感じがするんです」

「変、ですか？」

　イヌガミが聞き返すと、トモエはコクリと頷うなずいた。

「どう言えばいいのかわからないのですが……生き物としてあるべきものがないような、そんな気がするんです。なにかとても大切なものがないような……」

「？？？」

　トモエの言っていることはイヌガミには理解できなかった。

　トモエ自身が上手く言葉にできていないのだから当然だろう。トモエはもどかしく思いながらも、やがて諦めたように首を横に振った。

「ダメです。なんて言ったらいいのかわかりません。ともかく、義あ兄に様さまたちにいまわかったことをお話しするです」

　トモエとイヌガミはリザードマンを残し、塔をあとにした。

　トモエがリザードマンに覚えた違和感。

　その正体を彼女たちが知るのはまだまだ先の話だった。







　すっかりと日が暮れたころ。燭しよく台だいが灯ともったラスタの城館にある一室に、フリードニア王国とラスタニア王国の主立った者たちが集まっていた。

　顔ぶれとしてはフリードニア王国側からは俺、アイーシャ、ロロア、ナデン、ハルバート、カエデ、ルビィの七名、ラスタニア王国側からはラスタニア王より兵の総指揮を任されているユリウス、兵士長のローレン、難民で構成された義勇軍のリーダーであるジルコマの三名に加え、王族として見届けたいとティア姫が参加していた。

　もっとも頭を使うことが苦手なアイーシャは俺の護衛役としての参加だし、軍事は専門外であるロロアとティア姫は端っこの席に座っているだけだった。

　それと「オイラたちも軍議に出たいぜ！」とうるさかったので、クーとレポリナのトルギス共和国の主従コンビも端っこで大人しくしているという約束で参加していた。

「それでは、軍議をはじめたいと思う」

　両軍の全体的な指揮を任されており、軍議の進行役でもあるユリウスが諸将を見回しながら口を開いた。

「まず初めに……此この度たび、私はラスタニア国王よりラスタニア軍の総指揮を任されることとなった。そしてまた援軍に来られたフリードニア王国の竜挺兵ドラトルーパー隊の指揮も、ここにおられるソーマ殿より任されている。そのことに異論のある者はおられるか？　とくにフリードニア王国の方々に問いたい」

「……こんなときだ。噓うそ吐つくのもどうかと思うから、ハッキリと言わせてもらう」

　ユリウスの問いかけに、ハルが頭をガシガシと搔かきながら言った。

「俺はどうも不安だ。かつて敵だったアンタの指揮で戦えるのかどうか」

「ハル。そんな言いかたしなくても……」

　ルビィが諫いさめようとしたけど、ハルはそれを手で制した。カエデもルビィの肩に手を置いて静かに首を横に振った。ルビィが黙ったところでハルは話を続けた。

「まだ二百名程度だが、俺は竜挺兵ドラトルーパーの隊長をやらせてもらっている。俺にはまだ数千の兵を指揮する器量はねぇ。この中でもっとも大軍を動かす才を持つ将がアンタだってことはわかるし、だからこそソーマはアンタに竜挺兵ドラトルーパーの指揮を委ねたんだろうさ」

「………」

「だが俺もまだ二百名とはいえ隊員の命を背負ってるんだ。半端な覚悟のヤツに仲間たちの命を預けるわけにはいかねぇ」

　ハルの言葉をユリウスは黙って聞いていた。

「アンタにとっても俺たちは敵だったはずだ。ちゃんと指揮を執れるのか？」

　ハルの問いかけに、ユリウスはしばし瞑めい目もくしたあとでゆっくりと口を開いた。

「お互いに思うところがないわけではないだろう。私に恨む心がないとも言えない。しかし、いまの私にとってはこの国にあるものがすべてだ。この国を護るためにならばどのような相手とも手を組むし、誰にだって頭を下げよう。それで信を得られるというのであればハルバート殿、貴殿に対してもだ」

「………」

「ウキャキャ、見かけによらず熱いこと言うじゃねぇかって、あ痛っ」

　外野からクーが茶々を入れたのだけど、隣のレポリナから肘鉄砲をくらって痛がっていた。……うるさいし、やっぱり外に出しておくべきだったかなぁ。

　そんなことを考えていると、険しい顔をしていたハルが表情を弛めた。

「そうかい。そんだけの覚悟があるんならなにも言うことはねぇよ。うちの大将が任せるって決めたんなら俺らはその判断に従うだけだ。だろ？」

　ハルがこっちに視線を送ってきたので俺は頷いた。

「ユリウスにはカエデを参謀に付けている。二人で話し合って決めた作戦なら、無茶はあっても無謀にはならないだろう。その点は信用していいと思う」

「……感謝する。それでは軍議に入ろう」

　ユリウスは俺たちに一礼すると、このラスタニア王国とその周辺の地図をテーブルの上に広げた。そしてまず俺たちがいるラスタを指し示した。

「まずは状況を確認しよう。まずラスタニア王国軍だが、今日の戦闘でまた死者や重傷者が出てしまった。いま戦えるのは民から徴兵した者たちも含めて二千八百といったところだ。そしてこれにフリードニア王国の竜挺兵ドラトルーパー隊二百を加えたおよそ三千が、いまの我々の総兵数ということになる」

　三千か……民兵がほとんどと考えると心こころ許もとない数字だな。

　次にユリウスはラスタ近郊の森林地帯を指し示した。そこは空爆を免れたリザードマンたちが潜んでいる場所だった。

「次にリザードマンだが、今日の空爆によって大打撃を受けたことだろう。数もおそらく八百～九百まで激減しているはずだ。しかし、これまでの状況から考えても、その数は日を追うごとに回復していくことだろう。そのペースは日に数百といったところだ」

「ん？　相手は戦力を小規模ずつ投入しているのか？」

　戦略的には下策だと思うんだけど……って、リザードマンに戦略を考えられる知能はないか。マンとは付いていても人間の部位を持つだけの魔物だ。

「ということは、少しずつしか増えない理由でもあるのか？」

　そう尋ねるとユリウスは頷き、ラスタの北にある大きな河を指し示した。

「東方諸国連合と魔王領の国境線はダビコン河という大河だ。対岸が霞かすんで見えるほどの河幅と、深いところではライノサウルスさえ浸つかるほどの水深を持つこの河が魔王領からやってくる魔物たちを阻んでいるのだ。ただ自然の河なので水深はまちまちで、場所によっては渡河しやすい地点もある。このラスタの北にも幅は細いが浅瀬になっている部分があり、リザードマンはそこを渡ってやって来ているのだろう」

「なるほど。浅瀬が細いから少数ずつしか渡河できないってわけか……って、あれ？　ということは、もしかして河向こうにはダビコン河に堰せき止められてるとんでもない数のリザードマンや魔物たちがいるってことか？」

　そう尋ねるとユリウスは重々しく頷いた。

「おそらく……数万はいるだろうな」

「数万か……」

　帝国からも魔ま浪なみの激しい地点の一つと言われていたのだから、それぐらいはいて当然かもしれない。ダビコン河がなかったらこの国は一気に蹂じゆう躙りんされていたことだろう。

　まあ、だからこそダビコン河が国境線になっているのだろうけど。

「そっちはルドウィンが率いてくる援軍本体を待つしかないな」

「ああ。そちらはフリードニア王国の援軍にお願いするしかないだろう。しかし援軍本隊が到着する前に、この場にいる兵数でやっておきたいことがある」

　そう言うとユリウスは地図の一部分に拳をダンッと振り下ろした。

　空爆から逃げ延びたリザードマンたちが潜んでいる森だった。

「カエデ嬢とも協議したのだが、ここにいる三千の兵で森に潜む残存のリザードマンを殲せん滅めつしたいと考えている。数が減っているいまが好機なのだ」

「って、おいおい、戦力が少ないのにわざわざ打って出るのか？　数を減らして負担が減っているんだから、援軍が来るまで籠城していればいいんじゃねぇか？」

「ハル、それだと相手側に数の回復を許してしまうことになるのです」

　ハルの疑問に答えたのはカエデだった。

「さっきユリウス殿が言ったとおり、日ごとにリザードマンは増えるのです。いまは大幅に数が減っているのでリザードマンたちは様子見しているのですが、数が回復すればまた攻め寄せてくるでしょう。戦いにおいて重要なのは一回の戦闘に投入する味方の兵数をいかに多くし、逆に敵の兵数をいかに少なくするかに掛かっていますのです。

　たとえば、五千の兵で三千の敵兵と戦う場合と、五千の兵で千の敵兵と三回に分けて戦うのとでは後者のほうが自軍の被害を抑えられるものなのです」

　あっ、それは聞いたことがある。だからこそ戦力は小出しに投入するのではなく、可能なかぎり一極集中で投入すべき……とかいう話だったっけ。

「再度リザードマンが集結した状況での籠城戦より、リザードマンの数が減じているいま野戦によって殲滅したほうが、こちらの被害が少なくてすむのです」

「それに加えてこの地のリザードマンを殲滅できれば、ラスタへの補給線を復活させることができる」

　言葉を継いだユリウスはダビコン河の近くを指し示した。

「この浅瀬の近くに砦とりでがある。正規兵だけでは到底守りきれるものではなかったため、今回の魔ま浪なみでは早々に放棄したが、この地のリザードマンを殲滅して増援を撃破しつつ北進してこの砦に兵を入れられれば、浅瀬を渡ってくるリザードマンをここで食い止めることができるだろう。そうなればラスタは魔物の包囲下から解放されることになる。補給線も復活するので援軍は……期待できないだろうが、支援物資は届くはずだ」

　この国が崩れれば次は南の国々が危なくなるわけだしな。

　支援物資を送り、少しでも持ち堪こたえてもらおうと考えるか。さらにいまを稼ぎ時と見た行商人などもやってくるかも知れない。負傷兵を治療するための医薬品も届くかもしれない。良いことずくめに聞こえるけど……ただ一点、気になることがあった。

「リザードマンへの対処だけを考えるならそれでいいんだろうけど、いま城壁の外には無数の異形の魔物たちがたむろしているだろ？」

　ユリウスと城壁から眺めていたときに見た、身体からだの部位がバラバラな合成獣キメラのような魔物たち。城壁外に落下した守備兵やリザードマンの死体をむさぼり食っていたヤツらは、数千という数でいまだ存在していた。

「城壁から打って出るとなると、あいつらが襲いかかってくるんじゃないか？」

「……そこが悩みどころだ」

　ユリウスは額を手で押さえながら苦々しげに言った。

「あの魔物たちは一匹一匹は大したことのない相手だ。遠距離から弓や魔法で攻撃すれば容易たやすく打ち倒せる相手だろう。しかし、あそこまで群れられると厄介だ。我らがリザードマンと戦い、傷ついたところを襲われでもしたらたまったものではない」

「結局、あの魔物とも戦わなければならないってことですね」

「あんなヤツら龍の姿で暴れていいなら簡単に蹴散らせるのに」

　アイーシャが腕組みをしながら言うと、ナデンもそう息巻いた。カロリーが限られている現状ではナデンやルビィもフルパワーでは戦えないからな。

　ユリウスは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「魔物とリザードマンが連携していないのがせめてもの救いだな。魔物たちにとっては私たちもリザードマンも死ねばエサとなる存在でしかない」

「ジャッカルやハゲタカみたいな屍肉食動物スカベンジヤーってことか……いっそリザードマンを襲って食べてくれたら楽なんだろうけどなぁ」

「魔物たちはリザードマンよりも力が劣る。だから屍し肉にくを漁あさるだけなのだろう」

　俺のぼやきにユリウスは呆あきれたように言った。いや、言ってみただけなんだからそんなに真面目なトーンで返してくれなくていいんだけど……ん？

（魔物がリザードマンを襲わないのはリザードマンより弱いから……あれ？　じゃあなんでリザードマンは魔物たちを襲わないんだ？）

　この軍議が始まる前に、俺はトモエちゃんから捕獲したリザードマンについての報告を受けていた。トモエちゃんが言うには捕獲したリザードマンには『飢え』しか感じられなかったそうだ。トモエちゃんのこともエサとしか見ていなかったという。

　それほどまでに飢えているのだとしたら、なぜリザードマンは魔物たちを食べようとはしないのだろう？　俺は思い浮かんだそんな疑問をみんなに話した。

「リザードマンが魔物を食べない理由か。それは考えもしなかった」

「たしかに妙ですね。あのリザードマンは私たちを捕食対象にしています。しかし、共闘しているわけでもない魔物を捕食対象から外しているのには違和感を憶おぼえます」

　俺の疑問を聞いて、ユリウスもカエデも思案顔になった。

「食えないってことじゃないのか？　毒があるとかさぁ」

　ハルがそう言ったけど俺は「いいや」と首を横に振った。

「以前にジャンヌ殿から聞いたんだけど、魔物の中には食えるものもいるらしい。たしかジャンヌ殿が食べたのは羽の生えた蛇……だったかな？」

「綺き麗れいな顔をしているのに随分とワイルドなことをしていたのだな……」

　ジャンヌ殿と面識のあるユリウスが呆れたように言った。うん、俺も同意見だ。

「しかし……そうなると余計にわからないな。なぜリザードマンたちはそれほどまでに飢えているのに、自分より弱い魔物を襲って食べないんだろう？」

　みんながみんな首を捻ひねっていると、怖おず怖ずと一本の手が上がった。

「あの、一つよろしいでしょうか？」

　そう言って挙手したのはアイーシャだった。

　アイーシャは我が国最強の戦士だけど、頭を使うことは得意ではない。この軍議に参加してはいるものの俺の護衛がメインであり、軍議中もとくに発言することもなく大人しくしていた。そんなアイーシャがこの場面でなにか発言したいことがあるという。

「どうしたんだ？　アイーシャ」

　尋ねると、アイーシャはしどろもどろになりながら言った。

「あの……陛下たちの話を聞いていて思ったのですが、リザードマンが魔物を食べないのって……その……単純に、不ま味ずいからなのではないでしょうか？　ほら、肉って生で食べるには臭みが強すぎるものとかありますし」

　た、食べ物の話題だったから食い付いてきたのか？

　食べ物というよりは魔物の話題なんだけどなぁ……。

「いやでも、ジャンヌ殿は実際に食べてるし……って、あれ？」

　そこまで言って俺はアイーシャのある言葉が引っ掛かった。

『肉って生で食べるには臭みが強すぎるものとかありますし』

　……生肉？　そうだ。いくらジャンヌ殿が魔物の肉を食べたことがあるって言ったとしても、それは生ではないだろう。得体の知れない肉ほどよく火を通して食べるはずだ。肉に火を通す人類と、多分、生で食べているであろうリザードマン。

　鍵となるのは……『加熱調理法』の有無。

　そして俺はある結論にたどり着いた。

「リザードマンは魔物の食べ方を知らないんだ」

　俺はみんなに聞こえるようにそう言った。ユリウスが眉根を寄せた。

「魔物の食べ方？」

「肉に付着している寄生虫や病原菌……って言ってもわからないか。体内にいる小さな虫みたいなものなんだけど、そういったものが付着した肉を食べれば体調が悪くなり、最悪の場合は死に至ることもある。だけど肉に火を通すことでそういったものが殺されて、食中毒になる可能性はぐっと低くなる。これが加熱調理であり加熱殺菌だ」

「……すまないが、お前の言っていることがわからない」

　ユリウスが怪け訝げんそうな顔でそう言った。他のみんなも同様に頷うなずいている。

　医者のヒルデやブラッドを中心に医療改革を進めたとはいえ、医学や生物学の知識が一般的に普及しているわけじゃないのだから当然か。いまは無理でももう少し学問が普及すれば放送を使って知識を植え付けることもできるだろう……って、いまは将来を考えるよりもここにいるみんなに理解してもらうほうが先だ。

「俺の言っていることがわからないとしても、みんなだって経験としては知っているはずだ。古くなった肉はよく火を通すだろう？　どうしてだ？」

「ウキャキャ。生で肉を食べると〝アタる〟ことがあるからだ」

　クーがそう口を挟んできた。俺は頷いた。

「そう。たとえ詳しい仕組みを説明できなくても、俺たち人類は生の肉を食べるとアタる危険があり、火を通すことでその危険性をグッと減らすことができるということを〝経験〟として知っている。実際に自分で経験したわけじゃないとしても、経験者の体験を親から子へと語り継ぐことによって、〝まるで経験したかのように〟な」

「〝経験〟が語り継がれて〝知識〟や〝常識〟になる……ということか」

　ユリウスが納得したように頷いた。やはり理解が速い。怜れい悧りな見た目と同様、ユリウスは相当の切れ者のようだ。そんなことを思いながら俺は話を続けた。

「そういった知識がリザードマンたちにはないのだろう。話を聞くかぎり、リザードマンは生の肉を喰くっているようじゃないか。あんなよくわからない魔物の肉を生で食べれば、食あたりを起こしたっておかしくないだろう？」

「たしかに生では食べたくないですねぇ」

　アイーシャが嫌そうな顔で言った。食欲魔神のアイーシャでもそうらしい。

「ジャンヌ殿たちも魔物の肉を食べてみる際には、注意を払ってよく焼いたはずだ。つまり、魔物の肉を生で食べて食あたりを起こしたリザードマンがいたから、リザードマンたちは魔物の肉を食べないようになったんじゃないだろうか？」

「なるほど。それがジャンヌ殿とリザードマンたちの違いというわけなのですね」

　思案顔で話を聞いていたカエデがそう言った。

「でしたら、リザードマンたちに加熱調理というものを教えられれば、飢えているリザードマンたちによって魔物たちは狩りつくされるかもしれないのですよ」

「言いたいことはわかるけどよう。教えるって、具体的にどうするんだ？　相手は会話が成立しないどころか、意思疎通さえできなそうなヤツらだぞ？」

　ハルが頰ほお杖づえをつきながらそう言った。問題はそこなんだよなぁ。

「相手がどれくらいの知能を持っているかによるんだよなぁ」

　トモエちゃんの話では相手を喰らうことしか頭になく、意思疎通は不可能という話だった。そもそもトモエちゃんの能力もライノサウルスなどの知能の低い動物相手では、

　トモエ『荷物、運ぶ、ＯＫ？』

　ライノサウルス『美お味いしい草、カワイイメス、ＯＫ』

　といった、片言な感じのコミュニケーションになるらしい。

　そんなコミュニケーションさえ拒絶するような相手に、なにかを教えようというのも無理があるだろう。学ばせるためには学習能力がなければならない。リザードマンたちに魔物たちを狩らせようというこの案は暗礁に乗り上げたかに思われた。

「いや、知能がないわけではないと思うぞ」

　するとユリウスがそんなことを言い出した。

「実際に戦ってみての感覚なのだがな。門を無視するなど、まともな攻城戦ができないのはたしかだろうが、少なくとも防御が薄いと思われる場所を選んだり、不利になったと思ったら撤退するといった行動がとれる程度には知能はありそうだ」

「そうだな……強い者との接触は避け、弱い者を率先して襲っていたようだ」

「動きに狡ずる賢がしこさがある、とは感じましたね」

　ユリウスと一緒に戦ってきたジルコマやローレンも同意した。

「それってどの程度の知能なんだ？　野盗くらいはありそうか？」

「人類側とは比ぶべくもないが、かといって、そこいらの獣よりは損得を考えられそうだ。もっとも近いところだと猩しよう猩じようか、それより上かもしれない」

「猩猩……サルか」

　サルより上の知能か。それなら簡単なことなら学習させられるかもしれない。

　でも、トモエちゃんの対話は不可能という報告がある以上、こちらが直接なにかを教えるということはできないだろう。

（……待てよ。直接教えるんじゃなければどうだろう？）

　ちゃんと教えるんじゃなくて、文字通りの『サルの人まね』をさせれば、教えたのと同じような行動をとらせることができるんじゃないだろうか。そういえば前にいた世界で事例をどこかで聞いたことがあった気がする。あれはたしか……。

「サルの芋洗い……」

「なんだ、それは？」

「俺がいた世界に存在したサルの話だ。一匹のサルが海水で芋を洗うことを憶えたら、群れの若い猿たちも同じような行動を行うようになったらしい」

　たしかそれで動物の世界にも文化があるのではないかという話になったんだ。まあそこから飛躍して『島の猿百匹が芋洗い行動を覚えたころ、遠く離れた山の猿にも同じ行動をする猿が現れた（テレパシー実在の可能性）』というオカルト的な話も出てきたんだけど、これは眉唾だろう。注目すべきはオカルトではなく猿の学習能力だ。

　もしリザードマンに物事を学習する能力があるならば……。

「一匹のリザードマンに焼いた魔物の味を覚えさせて、その製造過程を見せて群れに戻し、そいつが魔物を焼いて食べ始めれば……」

「それを見た群れのリザードマンたちも、その行動を真ま似ねしだすかもしれないということか。たしかお誂あつらえ向きなのを捕まえていたよな？」

「ああ。一匹生け捕りにして塔に収監してある」

　そう答えると、ユリウスは俺の目を見ながら聞いてきた。

「……できると思うか？」

「わからないけど、試してみる価値はあるだろう。最悪でも敵のリザードマンが一頭増えるだけだ。やろうと思えばこれから半日もかからない」

「ふむ……もしダメでも現在の戦力でリザードマンと魔物の相手をするだけのことか。力攻めは被害が大きくなるので、なるべくなら避けたいところだが……そうならないためにも是非ともこの案を成功させたいところだ」

「わかっている。手順を決めよう。まずは食べさせる魔物の調達だけど……」

　そこからは俺とユリウスとカエデで作戦を詰めた。

　ああでもない、こうでもない、ああしたほうがいい、こうしたほうがいいと言いながら、徐々に思いつきの作戦に実現性という名の肉付けがなされていく。この感覚はアミドニア公国に対しての作戦をハクヤと練っていたとき以来かもしれない。

　まあ、いま一緒に作戦を練っているのはそのときの敵だった人物なんだけど。

（だからこそ、頼もしく思える）

　俺はユリウスの真剣な横顔を見ながらそんなことを思った。




　◇　◇　◇




「なんや、不思議な気分やな」

　作戦を練るソーマとユリウスの姿を見ながらロロアがそう呟つぶやいた。

「なにがですか？」

　すると隣でちょこんと座って軍議を静かに見守っていたティアが首を傾かしげた。独り言を聞かれたのが恥ずかしかったのか、ロロアは頰をポリポリと搔かきながら苦笑した。

「んー。ダーリンと兄さんが顔つき合わせて作戦を練っとるこの光景がなぁ、どうにも現実とは思えへんくて戸惑っとる。仇きゆう敵てきと言っていい間柄で、それこそ命の取り合いをした関係やったのに、いまは同じ目的のために協力しとるんやで？」

「………」

「なんや夢のような光景やなと思うて……って、痛っ!?」

　気がつくとロロアの頰をティアが軽く抓つねっていた。

「な、なにすんねん!?」

　頰をさすりながら抗議したロロアに、ティアはやわらかく微笑ほほえんだ。

「夢じゃないです」

　そう言うとティアはロロアの手をとり、自分の手で包んだ。

「この光景は、間違いなく現実ですよ。ロロア様」

「現実……」

　ティアにそう告げられて、ロロアも目の前の光景が現実であることを実感できた。

　自分の愛する人と、自分の血を分けた兄が同じ目的のために行動している。もはや兄を敵視しなくてもいいのだ。兄の前でもソーマを慕っていてもいいのだ。

「……せやね、これは紛れもない、いまここにある現実やわ」

　そのことを実感したロロアはつられるように微笑んだ。

「ありがとう、義あ姉ねちゃん」

「あ、義姉だなんて気が早いです。それに私のほうが年下ですし」

　照れたのかモジモジとしだすティア。

「ああもう、カワイイなぁ義姉ちゃんは～！」

「ひゃっ!?」

　その仕草が可愛かわいらしくてロロアはティアに抱きついた。

（（　あの二人はさっきからなにをやっているんだ？　））

　二人の様子を横目に見ながら、ソーマとユリウスは揃そろって首を傾げるのだった。







[image: ]




　日付もそろそろ変わろうかという深夜。

　月は雲に隠れてしまっているのでとても暗く感じられた。

　そんな闇の中、城壁で焚たかれた篝かがり火びの近くに俺、アイーシャ、ロロア、ナデン、ハルバート、カエデ、ルビィ、ユリウスの八名がいた。赤く揺れる炎に照らされながら、俺はしたためておいた書簡をアイーシャに渡した。

「これをパルナム城のハクヤ宛てに頼む」

「承知しました」

　アイーシャは書簡を受け取ると、連れてきていた伝書クイにその書簡を結わえ付けて飛ばした。解き放たれた伝書クイは暗い夜空を一路南へと飛んでいった。

「手紙か？」

　ユリウスがそう尋ねてきたので、俺は頷いた。

「王都に残っている宰相宛てに、こちらの状況や地形などを知らせる手紙だ。ダビコン河の向こうにリザードマンが数万もいるとなると、援軍が到着したとしてもなんらかの対策は立てておきたいところだし、ハクヤならこちらの状況にあった作戦を立てて援軍の総大将ルドウィンに指示を出しておいてくれるだろう」

　そう説明するとユリウスは「なるほど……」と頷うなずいた。

「作戦立案をあの黒衣の宰相に丸投げするわけか」

「嫌みか？　結局他人任せかって」

「勘ぐりすぎだ。これでも感心している」

　ユリウスは苦笑しながら小さく溜ため息いきを吐ついた。

「かつての公国では公王の意見が絶対視されていたからな。公王は迷いを見せることなく皆を引っ張るものであり、家臣たちはそれに付き従うだけだった。その選択が正しいか否かに関係なくな。そこに……お前たちとの差が生まれてしまったのだろう。父上が負けた理由も、いまならわかる気がする」

「兄さん……」

　ロロアが心配そうな顔をすると、ユリウスはフッと笑った。

「ロロアもその婚約者も、私にとっては厄介な相手だった。しかし、いまはその厄介な相手が味方にいる。これほど心強いことはない。違うか？」

「……うちは、昔の兄さんをそんな厄介な相手とは思ってへんかったわ」

「言ってくれる……」

「でも、いまの兄さんとはもう戦いたないわ。前より遥はるかに手て強ごわそうやし」

　そう言ってロロアはニカッと笑った。この兄妹も雪解けムードだな。

　過去の諍いさかいもあるから完全に打ち解けられるかどうかはわからないけど、それでも、むやみやたらと憎み合うようなことはもうないだろう。二人を見ていて、ロロアから家族を奪ってしまったことに対する負い目も少しだけ軽くなった気がした。

（だからこそ……なんとしてもこの国を守り抜かなければ）

　俺はナデンの肩にポンと手を置いた。

「それじゃあ行こうか。ナデン」

「……わかったわ」

　ナデンは頷くと、一息に巨大な龍の姿へと変わった。

　俺がナデンの背中に乗るとアイーシャが心配そうな顔で駆け寄ってきた。

「やはり陛下たちだけだと心配です！　私も一緒に行ったほうが……」

「さっきも説明したとおり、いまからやることは機動力と索敵能力が物を言うんだ。それには俺とナデンだけで行ったほうが効率がいい。護衛を付けたら目立ちすぎるしな。サッと行って、サッと用事を済ませて、サッと帰ってくるから安心してくれ」

「そうは言いましても……やっぱり不安です」

　なおも心配そうな顔をするアイーシャに、俺はニカッと笑いかけた。

「この事態を乗り切るためにはみんなができることをやらなければいけない。配下に無理をさせてるんだから、俺も俺にできることがあるならやらなくっちゃ。大丈夫、万が一なにかあったらハルたちが来てくれるだろうし」

　俺がそう言うとハルが笑いながらドンと胸を叩たたいた。

「ああ。危なくなったら助けに行ってやるさ。なぁ、ルビィ？」

「ええ。ナデンも、貴女あなたの旦那様をしっかり守りなさいよ？」

『言われるまでもないわよ』

　龍の姿のナデンが頷いた。俺はそんなナデンの背を撫なでながら言った。

「じゃあ行こう、ナデン！」

『合点承知！』

　俺とナデンは城壁から飛び立ち夜空へと舞い上がった。

　ナデンは有翼の魔物がたどり着けない高度まで上昇し、そこで滞空した。翼がないナデンの空の泳ぎ方はとても静かで、黒い体色もあって闇夜に旨うまく溶け込んでいる。

　ナデンの魔力に護まもられているため寒さなどは感じなかったけど、耳のそばを吹き抜ける風の音がやかましく、凄すごく高い場所にいるということを実感させられる。

　するとナデンが長い首をこちらに向けた。

『ソーマ』

「わかってる。いま探しているところだ」

　風の音に意識を持って行かれないように両耳を手で塞いで集中した。

　いま俺は能力である【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で六匹の木彫りのネズミを操り、地上を探索していた。地上では合成獣キメラのような魔物たちが、飛竜ワイバーン騎兵隊が行った空爆で焼け焦げたリザードマンの死体を漁あさっている。まさに餓鬼道かと思うような光景の中で、魔物の鳴き声と死体を貪る咀そ嚼しやく音おんが聞こえている。見ていて気持ちが悪くなるような映像が頭の中に流れ込んできて、思わず吐き気を催したけど、なんとか我慢して探索を続けた。

　魔物の襲撃を受けないような安全な高度から地上の様子を詳しく探る。

　これはいまこの場にいる中では、俺とナデンのコンビにしかできないことだった。

　普段から自分にできないことを、できる人材に任せているのだ。自分にしかできないことなら率先してやらないと家臣たちに示しが付かない。

（気持ち悪いとか言ってる場合じゃない。早く見つけないと）

　悪戦苦闘する俺をナデンが心配そうな顔で見つめていた。

『大丈夫？　あんまり無理しないほうが……』

「大丈夫だ。………………見つけたっ」

　目的のものを見つけた俺はすぐにナデンに指示を出した。

「三時の方角に二百メートルほど行ってくれ」

『わかったわ』

　ナデンは俺の指示どおりに宙を泳ぎ、ある地点に辿たどり着いた。

　そこで念入りに場所を確認した上で、俺はナデンにゴーサインを出した。

「それじゃあ打ち合わせどおりに頼むよ」

『合点承知！　しっかり摑つかまってて！』

　そう言うとナデンは地上に向けて真っ逆さまに降下した。

「うぐぐっ……」

　まるでジェットコースターで一番高いところから滑り降りるときのような感覚が襲ってきた。ナデンの魔力で風圧などはだいぶ軽減されているはずなのに、それでも身体からだが後ろに持って行かれそうになる。ナデンの背中に乗って空を泳ぐことにはだいぶ慣れてきたはずなのだけれど、この急降下は本当に怖かった。

　あっという間に地上が近づいてくる。

　雲間からのぞいた月の光を受けて、地上を蠢うごめく魔物たちの眼めが煌きらめいているのがハッキリと見えた。その眼がこちらに向かないうちにナデンに指示を出した。

「いまだ、やれ！　ナデン！」

『うなあああああ!!』

　龍形態のナデンの白い鬣たてがみが逆立ち、鞭むちのような二本髭ひげが紫電を帯びた。そして

　ガオオオオオオオオオ!!

　ナデンの咆ほう吼こうと共に巨大な雷が地上に向かって降り注いだ。

　突然の目ま映ばゆい光に目が眩くらみ、次いでやって来たズドンッという衝撃音が腹に響く。ナデンの手加減無しの一撃に、雷土の着弾地点にいた魔物たちは黒こげになり、そこからさらに広範囲にいた魔物たちが痺しびれて痙けい攣れんしていた。

　その着弾地点の近くにナデンは降り立った。

『さあ、ソーマ。早く』

「わかってる」

　俺は用意していた弩クロスボウを構えると、目標に向かって発射した。弩から放たれた矢は真っ直すぐに飛んでいき、目標であった小型の魔物の背に突き刺さった。

　それを見てナデンが感心したように言った。

『お見事。一発命中なんてやるじゃない』

「武術指南役のオーエンに一通り叩き込まれてる中で、一番スジが良いって褒められたのが弩だったんだ。……まあ他はのきなみ兵卒レベルだって怒られてるんだけど」

『……撃つだけなら子供にもできるものね』

　情けないけど、その通りだった。剣術は素人に毛が生えた程度だし、同じ射撃武器でも弓矢とかだと全然的に当たらないんだよなぁ。

　他に褒められたのだと……泳ぎか。泳ぎだけはオーエンよりも上う手まかったんだけど、六十過ぎ相手に勝っても威張れないだろう。オーエンは滅め茶ちや苦く茶ちや悔しがってたけど。

　微妙な空気になりながら、俺は腰に結びつけておいた糸を摑んだ。

　この糸はゴム質の代替技術にも使用されている蚕の糸だ。丈夫で伸縮性もあってちぎれにくい代物で、腰に結んだ糸の反対側はたったいま放った矢の矢羽根近くに結びつけてあった。俺がその糸を引っ張ると、矢が突き刺さった小型の魔物はズリズリと地面を引き摺ずられた。魔物が動く気配も矢が抜ける気配もナシ……と。

　確認を終えた俺はナデンの背中に手を置きながら言った。

「よし。帰ろうナデン。長居は無用だ」

『合点承知！』

　魔物が集まってくる前にと、ナデンはすぐに上空へと舞い上がった。

　俺たちは魔物の死体をぶら下げたまま、一路仲間たちのもとへと帰還した。人間姿に戻ったナデンと一緒に城壁に降り立つと、ロロアとアイーシャが駆け寄ってきた。

「おかえり、ダーリン。首尾はどうやった？」

「ご無事でなによりです。どこかにケガなどしておりませんか？」

「大丈夫だよ。どこもケガしてないし、首尾も上々だ」

　二人の頭をポンポンと叩いた。するとそれを見ていたナデンも羨ましくなったのか、そっと自分の頭を差し出してきたので一緒にワシャワシャと撫でた。

「ナデンもご苦労様。凄い雷撃だった」

「ふふん、当然よ」

　ナデンは鼻高々といった感じに胸を張った。

　そんな風に和んでいると、ユリウスやハルたちもやれやれといった顔で近づいてきた。ユリウスはロロアの肩をポンと叩いて下がらせると、俺の前に立って尋ねた。

「仲良くしているところを邪魔してすまないが、獲物を確認させてほしい」

「……わかった」

　俺は腰に括くくり付けた糸でぶら下げてきた魔物を篝火の下に放った。

　大きさは犬より少し大きいくらいで、鱗うろこに覆われた胴体は太く、前にいた世界で見た想像図のツチノコのようだ。その背中には鳩はとのような翼が生えていて、頭は平べったくなっているけど間違いなく蛇だった。総じて形容するなら翼の生えたツチノコだ。

　俺はみんなの顔を見回しながら行った。

「多分、これがジャンヌ殿が食べたと言っていた魔物だろう」







　―――夜明け前。王館近くにある塔の中。




　昼でも薄暗く、夜はほぼ暗闇と言っていいこの場所ではいま、石畳の上で焚たき火びがメラメラと燃えていて、リザードマンが収監されている牢ろう屋やを夕焼け色に照らしていた。

　その焚き火を囲むのは俺、アイーシャ、ロロア、ユリウス、トモエちゃんの五名だけだった。あまり大勢だとリザードマンを興奮させてしまうかもしれないからだ。

「それじゃあ……はじめるぞ」

　俺がみんなにそう言うと、二枚の翼が生えたズングリムックリの蛇の魔物（以後、長いので『トビツチノコ』と仮称）を取り出した。すでに死んでいるトビツチノコの口から尻尾の付け根にある穴（排はい泄せつ口？）にかけて鉄串が通してあり、その鉄串の一端にはハンドルが付いている。これは肉を回しながら火で炙あぶるための道具だった。

　そんな串刺しにされたトビツチノコを、焚き火の両脇に設置されたＹ字状の金具に架けた。そしてハンドルを回せばトビツチノコは火に炙られながら回り始める。

　トビツチノコにはなんら手を施していない。

　羽もむしらず、鱗も落とさず、なんの味付けもせず、ただ火に掛けて炙るだけだ。

　今回の趣旨は自分たちがたべるためではなく、あくまでもリザードマンに魔物を火で焼いてから食べるということを学ばせるのが目的なので、これで十分だろう。

　火に掛け続けていると羽が焼け落ちていき、ポッテリとした胴体部分からは脂が落ちてきた。落ちた脂で火の勢いが強くなったので用意しておいた水を差して調整する。

　次第に肉の焼ける香ばしい匂いが立ちこめてきた。

「上手いものだな……」

　俺が魔物を焼く姿を見て、ユリウスが感心したように言った。

「国王よりも料理人のほうが向いているんじゃないか？」

「ハハハ……否定はできないな」

「いやいや、ダーリン。そこは否定せなアカンとこちゃうん？」

　ロロアに呆あきれたように言われた。

　どんな職業にしたって王様よりは適性があると思うんだけどなぁ……と、いまは魔物を焼くことに集中しないと。俺はトモエちゃんを近くへと呼ぶと小声で尋ねた。

（「どう？　リザードマンはちゃんとこっちを見てる？」）
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（「ハ、ハイ、義あ兄に様さま。リザードマンさんは釘くぎ付づけになっているようです」）

　トモエちゃんも小声でそう返事をした。トモエちゃんが魔物や魔族と意思疎通ができるということは極秘事項なので、ユリウスには知られたくなかったのだ。

　するとトモエちゃんは少し怖がりながらリザードマンを見た。

（「ついさっきまでは私たちのこともエサとしてしか見ていないようでした。ですが、肉の焼ける匂いが立ちこめてきたときから、もう焼かれた魔物のことしか見ていません。伝わってくるのは『その肉を喰くらいたい』という感情だけです」）

　ガンッ！

「ひっ」

　リザードマンが鉄格子に身体をぶつける音に驚き、トモエちゃんはパタパタと逃げ出すとアイーシャの背後に隠れた。トモエちゃんのさっきの意見を肯定するかのように、リザードマンは牢屋の鉄格子を摑み、その隙間から尖とがった口を突き出していた。

（いい感じに食い付いているみたいだな……）

　その間にも段々と肉に火が通っていく。焚き火にしたたる脂がジュージュー言って、こんな見た目（丸々太ったヘビ）なのに美う味まそうに見えた。

「アイ姉、ヨダレヨダレ」

「おっと……失礼しました」

　ロロアに指摘され、アイーシャが手の甲で口元を拭った。腹ペコダークエルフには飯テロな光景だったようだ。食料が豊富にあったら夜食も作れるんだけどな……。

「さてと……こんなもんかな？」

　魔物の肉の焼け具合を下から覗のぞき込んで確かめた。なにぶん、トビツチノコを焼くのは初めてのことなので、どれくらい焼くのが美味いのかはわからないけど、とりあえず十二分に火は通せたと思う。俺はトビツチノコを焚き火から離して掲げた。

「美お味いしく焼きましたー」

「……なんだその変なノリは？」

「いや、こういう場面の様式美かなと思って……」

「？？？」

　ユリウスにわけがわからないといった顔をされた。当然の反応だ。

　俺は気を取り直してまだプスプス言っているトビツチノコを大皿の上に載せて、ハンドル付きの鉄串を引き抜いた。トビツチノコの丸焼きのできあがり、っと。

「それじゃあ『実食！』してもらいましょうか」

　俺は石畳の上に置いた丸焼きが載った大皿を、木材をグラウンド整備に使うトンボのように組み合わせたもので牢屋のほうへと押し出した。

　肉が近づいてくるとわかると、リザードマンは鉄格子の間から腕を出してブンブンと振り回した。やがて大皿がすぐ近くまで運ばれると、リザードマンはトビツチノコの丸焼きを引っ摑んでバリボリと貪り喰いだした。

　……そう、ムシャムシャではなくバリボリだ。

　中の骨などお構いなしに、喰らいつき、嚙かみちぎり、咀そ嚼しやくしている。

「野性的すぎて気持ちが悪いな……」

　見ていて気持ちのいい食べ方ではなかった。

　肉の焼ける匂いで搔かき立てられていた食欲が一気に減退していくのを感じる。見回せば他のみんなも似たような渋い顔をしていた。アイーシャだけは羨ましそうな顔をしていたけど。俺はもう一度トモエちゃんをそばに招いて尋ねた。

（「トモエちゃん。リザードマンの様子は？」）

（「歓喜しています。飢えがわずかでも満たされたので……」）

（「そうか……これで、このリザードマンは魔物の肉の味を憶おぼえたな」）

　こっちの世界でも一度でも人の味を憶えた獣はまた人を襲うようになるという。このリザードマンは魔物の肉の味を憶えたのだから、また魔物を喰おうとするはずだ。

　俺はユリウスに言った。

「これで計画の第一段階は終了だ。すぐに第二段階に移行しよう」

「……ここからが本番というわけだな？」

　ユリウスに問いかけられ、俺は頷うなずいた。
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　―――夜が明けた。




　東の大地から太陽が昇り、周囲が一気に明るくなる。

　大陸の北半分にあり王国よりも温暖なこの土地でも、この季節、この時間では肌寒く感じる。そんな朝の空気の中、ハルバート、カエデ、ルビィ、ジルコマ、ローレン、クー、レポリナの七人が西の城門付近に立っていた。そして七人の後ろにはラスタニア王国の兵たちがズラリと並び、戦いのときを待っている。

「それじゃあ始めようか、ルビィ」

「ええ。行きましょう、ハル」

　ルビィが赤竜の姿へと変わり、その背中にハルバートが飛び乗った。

「ハルバート殿。ルビィ殿。どうか、よろしくお願いします」

　兵士長のローレンがそんな二人に頭を下げた。

「わかってる。そっちも気をつけろよな」

『城壁外での作業になるんだから、危険なのは同じだものね』

　ハルバートとルビィがそう言うと、ジルコマが逞たくましい胸をドンと叩たたいた。

「こちらは任せられよ。作業部隊は我らが身命を賭してお守りする」

「ウッキャッキャ！　こっちにゃ俺たちも加勢すんだから心配ないさ。ハルこそ調子に乗ってトチるんじゃねぇぞ！」

「若様がそれを言いますか……」

　相変わらず根拠もなく自信満々な様子のクーにレポリナは頭を抱えていた。

　するとカエデがハルバートたちに歩み寄り、ルビィの前脚に手を触れた。

「ルビィさん。ハルのこと、よろしく頼むのですよ」

『ナデンの言葉を借りるなら「合点承知」よ。任せておいて』

「ハルも、調子に乗って暴れすぎてはダメなのですよ？　ルビィさんもいるのですから絶対に無茶をしないでくださいなのです」

「わかってるって」

　するとカエデは二人から一歩下がり、兵士たちに向き直って告げた。

「陛下とユリウス殿は次の動きの準備に取りかかっておられるので、この場の指揮は私に一任されているのです。皆さん、頑張りましょう」

「「「　おう！　」」」

　カエデの号令に皆が応じたと同時に、ハルバートとルビィは空へと飛び立った。

　地上を離れる際に、ルビィは用意してあった四角い物体を後ろ脚で鷲わし摑づかみにして持っていった。六面のうち五面は鉄が貼り付けてあり、残り一面には鉄格子の扉がはめられているその物体は、あの魔物の肉を食べさせたリザードマンを入れた檻おりだった。

　そんな檻を持って飛びながらルビィはハルバートに尋ねた。

『まずはこのリザードマンを西の森近くに放すのよね』

「ああ。地上に降りなきゃならないから注意しろよ」

『わかっているわ』

　たった一騎で飛んでいると空を飛べる合成獣キメラ型の魔物たちが集まってきた。一人と一頭だけで現れたハルバートたちを格好の獲物だと思ったのだろう。

　魔物たちは二人の力量をまったく理解していなかった。

「ハルバート・マグナ、まかり通るぜ！」

　ハルバートは愛用の二本の槍やりを振り回し、上空から襲いかかってきた魔物たちを切り裂いた。そして槍の一つに炎を纏まとわせ投げつける。槍は一匹の魔物に突き刺さった瞬間、

　ボワンッ!!

　と、その炎が爆はぜて、周囲にいた魔物たちまで巻き込んで炎上した。

「ほら、もういっちょいくぜぇ！」

　ハルバートはもう一本の槍と繫つながっている鎖を引っ張って、その炎の中から槍を回収すると、今度は逆の槍に炎を纏わせて投げつけた。それを繰り返し、周囲に火か焰えんの華を咲かせていく。槍を振り回しながらハルバートは笑みを浮かべた。

「やっぱ使い捨てにしなくて済むのは便利だな。製作者のタルには感謝しねぇと」

『調子に乗るなってカエデにも言われたでしょ？……地上に降りるわ』

「おう」

　ハルバートがルビィの背中で身体からだを低くすると、ルビィは45度の角度で地上へと降下した。ルビィは地面に着地すると持ってきた檻の扉を開き、すぐまた飛び立った。

　ハルバートは眼下に檻から這はい出てきたリザードマンの姿を捉えた。リザードマンはすぐに走り出し、仲間たちが潜伏している西の森へと入っていった。

「よしっ、リザードマンの解放に成功。次は森の上空へ行くぞ」

『うん』

　ルビィは大きな翼を広げてゆったりと飛び、空飛ぶ魔物たちを引き連れて森の上空へと向かった。なるべく多くの空飛ぶ魔物を牽けん引いんしなければならなかったので、あまりスピードを出すことができず、飛行速度の速い魔物には追いつかれてしまう。

　ブブーンッ……！

　巨大な単眼の蜂のような魔物が羽音をさせつつ襲いかかってきた。

『なんとかして！　虫にたかられるなんてごめんよ！』

「任せとけ！」

　ハルバートは蜂の魔物を二本の槍でバシュッと十文字に切り裂いた。蜂の魔物は体液を撒まき散らしながら落下し、半透明な羽根だけが中々落ちずに舞っていた。

「ふんばれ、ルビィ！　ここが正念場だ！」

『わかってるわよ！』

　ガオオオオオオオオオ!!

　ハルバートの檄げきにルビィが吼ほえた。炎を吐いたり棘とげを飛ばすなど、遠距離攻撃を仕掛けてくる魔物もいた。いくつかの攻撃はルビィの身体をかすめもしたが、それでもルビィはひたすらに一定のペースで飛び続けた。

　そしてついにハルバートたちはリザードマンたちが潜んでいる西の森の上空まで、魔物たちを牽引することに成功した。ルビィは吼えた。

『一気に決めるわ！　しっかり摑つかまって！』

「わかった！」

　ハルバートがルビィの背中にしがみつくと、ルビィは急加速し、それと同時に身体を起こして上空へと昇り、そこから宙返りをするようにして急降下して魔物の背後についた。

　一瞬にして追う者と追われる者が入れ替わった。

『やられた分は百倍にして返してあげるわ！』

　ボオオオオオオオオオオオ!!

　ルビィは口を大きく開き、空飛ぶ魔物たちに向けて特大の火焰を放った。『竜の息吹ドラゴンブレス』。一国さえも焼き尽くすと言われる竜ドラゴンの代名詞とも言える攻撃だった。

　ルビィの『竜の息吹ドラゴンブレス』を受けて丸焼きにされた魔物たちがバラバラと森の中へと落ちていく。その光景を見てハルバートはポリポリと頰を搔いた。

「……ちょっと張り切り過ぎたんじゃないか？　魔物、真っ黒だったぞ？」

『お、お肉はウェルダンのほうが美味しいのよ』

「俺はレアのほうが好きなんだけどなぁ」

　どうでもいいことを言い合う二人。

　口数が多いのは役目を無事に果たし終え、緊張感から解放されたからだろう。

　ハルバートは焼かれた魔物たちが落ちていった森を見た。ここからでも、リザードマンたちがざわめいているのがわかった。解き放ったリザードマンがこの焼かれた魔物を食べれば、他の飢えたリザードマンも同じように焼かれた魔物たちを食べることだろう。

　そして魔物の味を憶えさせたところで……計画は第三段階へと移行する。

「戻ろう、ルビィ。カエデたちのほうが気になる」

『そうね』

　二人はもと来た空路を引き返していった。







　ハルバートたちが魔物たちを誘い出したころ、地上のほうでも動きがあった。

　都市城壁の門が開き、武装した兵士たちが続々と出てきた。その数、凡およそ六百名。

　兵士たちは城壁外へ出ると、焼け死んだリザードマンの肉を喰くらっている地上の魔物たちに攻撃を開始した。食べることに夢中になっていた魔物たちの不意を突き、手早く剣で切り伏せ、弓で射い貫ぬき、魔法で撃ち殺していく。

　この六百名の兵士たちは戦いに慣れていた。それもそのはず。

　この兵士たちはラスタニア王国の正規兵、難民義勇軍、そしてフリードニア王国の精鋭竜挺兵ドラトルーパーの混成部隊だった。戦いに特化したこの一団にとって、空を飛ぶわけでもなく、リザードマンより力があるわけではない魔物の討伐は狩りと変わらなかった。

　兵士長のローレンは声を張り上げた。

「ハルバート殿が空飛ぶ魔物たちを引きつけてくれている間に、我らは道を切り開く！　逃げる魔物を追う必要はない！　ただ後続部隊の安全を確保するのが最優先だ！」

　そんな一団の中で、兵士長のローレンが手にした大盾で小型の魔物をはじき飛ばしながら檄を飛ばした。ローレンの重装備は速く動くには向かないが、じっくりと腰を据えて一地点を防衛するのには向いていた。ローレンは襲ってくる魔物たちを盾で殴り、剣で切り伏せて、いま自分がいる場所を堅守した。力の弱い魔物たちは容易たやすく倒せる相手ではないことを悟ると、即座にその場所から離れていった。

「お見事。ローレン殿」

　ククリ刀を手に駆け寄ってきたジルコマが思わず感嘆の声を漏らした。

「囲まれていたようなので駆けつけましたが、要らぬ心配だったようです」

「これでも私は職業軍人ですからね。この程度、なんともありません」

　ローレンはジルコマに誇らしげな笑みを見せた……かと思ったら、その笑みはすぐに苦笑いに変わった。

「まあ兵士長としてはともかく、女性としては少々恥ずかしいのですけどね。魔物と問題なく戦えるっていうのは。姫様みたいなお淑しとやかな女性にも憧れはあるんですけど、自分にはどうも……」

　アハハ……と力無く笑うローレン。そんな彼女の様子にジルコマは首を傾かしげた。

「強く逞しい女性でなにが悪いというのです。我が部族では女は強く逞しいほうが美徳とされておりました。そのほうが強い子供を産んでもらえますからね」

「こ、子供!?」

　子供と聞いてローレンは頰が熱くなるのを感じた。

「あの……ジルコマ殿は強い女性は好きですか？」

「？　そうですな。妹もじゃじゃ馬でしたし、好ましく思いますよ」

「そ、そうですか！」

　ローレンは一瞬だけ笑顔を輝かせると、そのあとは気を引き締めたように盾の持ち手に力を込めた。そして右手の剣で前方を指し示した。

「それではジルコマ殿。なるべく広範囲の安全を確保したいので、貴殿には周囲の魔物の排除をお願いします。この地点の守備は私にお任せください」

「いえ、しかし……」

「大丈夫です！　私は〝強い女〟です！」

　ドンと張った胸を叩たたくローレン。そんな彼女の剣幕にジルコマは呆あつ気けにとられた顔で「は、はぁ……」と頷うなずくしかなかった。

「わかりました。ですが、無茶はしないでください」

「はい。ジルコマ殿もお気を付けて」

　ローレンに見送られるようにしてジルコマは走り出した。

　襲いかかってきた痩せこけたゴブリンのような魔物を、手にした二本のククリ刀で切り伏せながら走っていると、微妙な表情をしたクーが合流してきた。

　クーは手にした棍こんを振り回してちょこまかと動き回る蜥蜴とかげ型の魔物を叩き潰すと、ジルコマと背中合わせになりながら尋ねた。

「お前さん……ひょっとして天然でやってんのか？」

「天然？　なんのことですか？」

　キョトンとした顔のジルコマにクーはやれやれと首を振った。

「ちゃんと責任はとれよってこと」

「責任？　あの、どういう意味なのでしょうか？」

「さぁてね、自分で考えな！」

　クーはジルコマにそう言うと、こちらに向かって猛スピードで接近してくる魔物と対たい峙じした。他の魔物たちに比べれば大柄で、ヤギの頭を持ったダチョウのようなその魔物は、二本角をぶつけようというのか頭を下げてクーに向かって突っ込んできた。

　クーは棍を背中に回すとその魔物に向かって駆け出した。

「クー殿!?」

　このままではぶつかると思ったジルコマが思わず声を上げたが、クーは魔物の手前でスライディングすると、その勢いのまま軸足になった魔物の左脚を蹴り飛ばした。

「あらよっと」

　バキッという音が響く。前に行こうとする力、クーの突っ込んでくる力、さらに自身の体重が加わり、魔物の左脚がボッキリと折れたのだ。片足しか使えなくなった魔物は勢いそのまま地面に激突した。クーはその様子を見ながらウキャキャと笑った。

「思ったとおり、足下がお留守だったみてぇだな！」

　シュンッ……スタンッ！

　すると、飛んできた一本の矢が、起き上がることができずに地面で藻も搔がいていたヤギ頭の魔物の喉元に突き立った。その矢によってヤギ頭の魔物はトドメを刺され、動かなくなった。するとクーの下に弓を構えた人物が駆け寄ってきた。

「若様ぁ、見ていて冷や冷やするんでやめてください！」

　追いついてきたレポリナが疲れたような表情でそう言った。

「私たちの任務は作戦地点からの魔物の排除ですぅ。自分から突っ込んでいくことはないんですから自重してくださいよぅ！」

「ウッキャッキャ、無事なんだから問題なしだろ」

　クーは棍で自分の肩をトントンと叩きながら不敵に笑った。

　レポリナが反省のないクーの様子にふくれっ面になっていると、視界の端に城門のほうから第二陣が出てくるのが見えた。第二陣は第一陣とは違い二千人を越えていて、武器の代わりに丸太や薪まきなど、とにかく沢山の木材を運んでいるようだった。

　レポリナはクーの服のすそを引っ張った。

「ホラ若様。第二陣が出てきたんですから、私たちは彼らの守備に回らないと」

「おっと、そうだったな。あんまり遊びすぎると兄貴に怒られちまう」

「私としては一度しっかりと叱っていただきたいんですけど……一度、タルさんと一緒にお説教タイムを設けたほうがいいでしょうか」

「タ、タルに言うことはないだろ!?」

　タルの名前を出されてクーは焦ったような声を出した。

　ソーマや父のゴウランから叱責されるくらい平気の平左なクーだったが、さすがに好きな女の子に長々とお説教をされるのは勘弁だった。

　クーは話を誤魔化すようにパンパンと手を叩いてレポリナを促した。

「ホラ、守備に行くんだろ？　さっさと行こうじゃねぇか」

「まったくもう……」

　レポリナは肩をすくめながら走り出したクーのあとを追った。







「急ぐのです。魔物たちが戻ってこないうちに終わらせるのですよ」

　クーとレポリナが向かった先である第二陣を指揮していたのはカエデだった。

　この第二陣はラスタニア王国で徴兵された民たちだった。装備は最小限で、荷車や人力などを使い、丸太や薪、藁わらの束などを運ぶ、早い話が輸送部隊だった。この輸送部隊の安全を確保するために、クーやジルコマたちは周辺の魔物を一掃していたのだ。

　輸送部隊がローレンたちの護まもる地点、ラスタの城壁からリザードマンたちが潜む森との中間に到着すると、運んできた木材などをその場に下ろした。そして兵士たちは持ってきた丸太をピラミッドの形に組み上げ、中に薪を積み、藁を差し込んでいく。

　そうして彼らが作り上げたのは、高さ五メートルはあろうかという巨大な焚たき火び装置だった。この建設作業は何カ所か同時に行われていた。

　カエデも土系統の魔法（重力操作）を使い、大きな丸太を重力を無視して浮かび上がらせることで、組み立て作業の効率化を図っていた。

　そんな中、カエデのもとにローレンが駆け寄ってきた。

「カエデ殿。魔物も大分追い払えましたし、我々もお手伝いしましょうか？」

　ローレンの申し出に対してカエデは首を横に振った。

「いえ、ローレン殿たちは引き続き周囲の警戒に当たってくださいです。ハルたちに付いていった魔物が戻ってこないともかぎりません。作業中の人たちが魔物に襲われることのないよう、十二分に注意を払ってくださいなのです」

「は、はい！　承知しました！」

　ローレンは敬礼して持ち場に戻った。

　カエデ率いる第二陣の輸送部隊はローレン率いる第一陣の兵士たちに護られながら建設作業を続け、小一時間ほどで十基ほどの焚き火装置が建設された。

　ちょうどそのとき、西の空に巨大な影が見えた。

　大きな翼を広げて飛ぶその影は役目を終えて帰還したハルバートとルビィだった。二人が無事に戻ったことにホッとしながらも、カエデは表情を引き締めて命じた。

「長居は無用です。建てた物に火を放ち、城内へと帰還します！」

「はっ！　火を放てぇ！」

　組み立てられたばかりの焚き火装置に一斉に火が放たれた。

　藁がチロチロと燃えだし、火でオレンジ色に照らされた煙が上がる。燃えだした焚き火装置を背にしながら、まずは第二陣の輸送部隊が大急ぎで城内に撤退し、次いで第一陣の兵士たちが魔物の追撃に備えながら粛々と撤退していった。

「この作戦が上う手まくいくといいのですが……」

　殿しんがり部隊の中でローレンが不安そうに言った。カエデはフフッと笑った。

「人事は尽くしました。あとは上手くいくように祈りましょう」
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　グワッ、グルルッ

　昨日の戦闘で同胞を多数失い、薄暗い森の中に身を隠していたリザードマンたち。

　そんなリザードマンたちが一様に空を見上げていた。

　見上げた蜥蜴とかげの目に、赤い線が走る。

　さっきから空を、いくつもの赤い光がとびかっていた。

　なんだあれは？

　そう思いながら見つめていると空からバラバラと落ちてくるものがあった。

　近づいてみると、それは焼け焦げた魔物だった。

　プスプスと音を立てている魔物の焼死体に、リザードマンたちは鼻先を近づけた。

　肉の焼ける香ばしい匂いがした。

　その匂いに飢えたリザードマンたちの食指が動いた。

　しかし、直前で踏み止とどまる。以前、似たような魔物を襲って肉を食べたところ、多くの同胞が腹痛に襲われ、十数頭の同胞が死んだからだ。

　それが食べた魔物が持つ毒によるものなのか、魔物の体内に潜む病原菌によるものなのか、寄生虫によるものなのか……それはわからない。

　リザードマンたちに知る術すべはないし、知ろうという知能もない。

　ただ『ごちゃ混ぜな魔物を食べると死ぬことがある』という情報のみが、あまり大きくないリザードマンの脳にインプットされることになった。

　だからリザードマンたちはどんなに飢えていても、ごちゃ混ぜの魔物は食べようとはしなかった。すると……。

　キシャー！……ガブッ！

　一匹のリザードマンが黒こげの魔物を食べ出した。

　それも美う味まそうに。何個も。

　群れのリザードマンたちはその個体を注視していた。

　ごちゃ混ぜの魔物をあんなに食べているのに、あの個体は死ぬことはおろか、腹痛を起こす様子さえも見受けられない。

　なぜか？

　見ればその個体はよく焼けている肉を食べ、生焼けの肉は避けているようだった。

　ここでリザードマンの脳にインプットされていた『ごちゃ混ぜな魔物を食べると死ぬことがある』という情報は、『ごちゃ混ぜな魔物を生で食べると死ぬことがあるが、よく焼かれた肉ならば食べられる』という形に上書きされた。

　次の瞬間、リザードマンたちはよく焼かれた魔物の肉に群がった。

　飢えていたこともあり、我先にと肉にかぶりついていく。

　最初の個体を直接見ていなかったリザードマンたちも、最初の個体を真ま似ねしたべつの個体を見て、同じ情報を脳に刻み、焼けた肉の争奪戦に参加していく。

　やがてその情報は群れ全体に広がっていった。

　しかし、八百頭はいるリザードマンに対して、よく焼けた肉は少なすぎた。

　一瞬にしてよく焼けた肉はなくなり、生焼けの魔物の肉だけが残った。

　どうするか、と考えていたとき、森の出口付近に光が見えた。

　見れば、炎が煌こう々こうと燃えている場所がある。

　あの炎を使えば、この生焼けの肉を焼ける。

　そう考えたリザードマンたちは生焼けの肉を持って火に近づき、投げ込んだ。

　焼けたところを食べる。

　また群れの中には自分で炎を吐ける個体もいて、その個体は自分で焼いて食べていた。

　しかし生焼けの肉だって数に限りがある。

　もっと食べたい。

　そう思って周囲を見回せば……同胞の死骸を漁あさっている〝生肉〟が沢山いた。




　―――リザードマンたちは〝狩り〟を始めた。
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「……すごい光景だな」

「ああ……」

　太陽がすっかり昇って眩まぶしく輝く午前十時ごろ。

　城壁に立った俺とユリウスは眼下の光景を見て感嘆の声を漏らした。

　俺たちの見つめる先ではリザードマンたちが焚き火を囲み、狩った魔物の肉を焼いて喰くっているのが見えた。まるで原始人の宴うたげだ。リザードマンたちは俺たちの生命を脅かす存在なのに、原始の営みを見せられているようでなんともいえない気分になった。

「陛下。あそこの一角では炎を吐けるリザードマンを中心としたグループができているようです」

　遠目が利くアイーシャが指をさしながらそう教えてくれた。

　俺たちが『焼いて食べる』ということを教えたことにより、リザードマンの群れのパワーバランスが大きく変化したようだ。火が消えないように定期的に薪や藁をナデンとルビィに上空から投げ込ませているけど、焚き火を囲める数はそこまで多くなく、必然的により力の強い個体が占領することになる。

　そうなってくると今度は自分で炎を吐ける個体が優位に立つ。

　焚き火に近づけないリザードマンたちは、炎を吐ける個体に狩ってきた魔物を焼いてもらうために、その個体が食べるぶんの魔物も狩って献上しているらしい。利害関係によるごく単純な契約。リザードマンの中に明確な『階層』ができていた。

「なんだか社会の縮図を見ているようで身につまされるな」

　俺がそう言うとユリウスも頷うなずいた。

「まったくだ。魔物の行動に社会性を感じる日が来ようとは夢にも思わなかった」

「あと千年くらいすれば文明と呼べるものもできるんじゃないか？」

「そうかもしれんが……我々にその千年を待つ余裕はない」

「……そうだな」

　人類と魔物との関係は殺やるか、殺られるかでしかない。

　いま対話ができない以上、倒さなければ大事な人たちに危害が及ぶことになる。残酷かもしれないけど、俺たちには護らなければならないものがある。

　ユリウスは都市城壁の内側の縁に立ち、命令を待ちわびている兵士たちに告げた。

「魔物の数は減った！　これよりリザードマンたちを殲せん滅めつする！」

　ユリウスの言葉とともに北と南の城門が開け放たれた。
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「北と南の軍は攻撃を開始せよ！」

　ユリウスはラスタの西に集まっているリザードマンの群れに対して、まず北門と南門から一千の兵を出し、大回りさせて群れの北西と南西に回した。

「行くぞ。我らは足を使って後方へと回り込むのだ！」

「私たちは南側より攻めます！　各員、遅れないように！」

　北側の軍勢を率いるのはジルコマ、南側の軍勢を指揮するのはローレンだ。

　リザードマンたちは食事に気を取られていたこともあり、この二つの軍勢の接近を簡単に許してしまっていた。その光景を城壁から見ていたカエデが右手を挙げた。

「いまです、狼煙のろしを上げてください！」

　カエデの命令で西門に狼煙が上がった。

　狼煙を見たジルコマとローレンの軍勢はそれぞれ北西側と南西側からリザードマンの群れに襲いかかった。二千の軍勢に「ハ」の字型に攻め掛かられたリザードマンたちは、不意を突かれたこともありラスタのある東側に押し出される形になった。

　それを見たカエデは城壁の内側の縁から顔を出し、眼下にいる人物に向けて言った。

「頃合い良しです！　頼みますです、ユリウス殿！」

「了解した！」

　城壁から移動し、白馬に跨またがったユリウスは剣を抜き放つと高々と掲げた。

　彼の周りにいる千の兵士たちは大半が正規兵と竜挺兵ドラトルーパーで構成されている精鋭だった。いまかいまかと出陣のときを待っている兵士たちに向けて、ユリウスは告げた。

「この国の命運、この一戦にあり！　この城壁の内側で不安に震えている家族たちのためにも、城外のリザードマンたちを殲滅せよ！」

「「「　うおおおおおおおお!!　」」」

　男たちの雄お叫たけびを聞きながら、ユリウスは門番に命じた。

「開門せよ！」

　西門が開け放たれ、ユリウス率いる一千の兵たちが飛び出していった。

　兵士たちはその勢いのまま混乱するリザードマンの群れに襲いかかった。

「この命、ラスタニア王国のために！」

「とっととくたばりやがれ、トカゲ野郎が！」

　城壁での攻防の鬱憤を晴らすかのように、目に付いたリザードマンから血祭りに上げていく。ユリウスも白馬を駆りながら剣を振るい、次々にリザードマンの首を切り裂いていった。彼が駆け抜けた後にはリザードマンの血で線ができていた。

「このまま一いつ気き呵か成せいに押し込め！」

　その線の先でユリウスは剣を西に向けながら号令を出した。
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「見事な采配だな」

　西門が開かれ、出陣した一千の兵たちが東に押し出されてきたリザードマンに襲いかかる。三方から襲いかかられたリザードマンたちは恐慌状態に陥った。

　そんな光景を俺とハルはナデンとルビィの背に乗って上空から見ていた。

　ユリウス率いる軍勢はちょうど三角形の形にリザードマンを包囲していた。それでいて包囲を完全には閉じず、ジルコマとローレンの部隊の間、西側にわずかな退路を残している。完全に閉じてしまえば敵の注意は自軍へと向くが、わずかでも退路があればリザードマンたちはそっちに気を取られることになる。リザードマンの注意が西側へと向かったところで、ユリウス率いる軍勢が東側から群れを押し潰しに掛かっていた。

　なんとなくだけどクリームを絞る器具を思い出した。

「俺のいた世界だとこういう戦法を『欲よく擒きん姑こ縦しよう』って言うんだけど、こっちだと伝わらないよな。いっそ『クリーム絞り器戦法』とか呼んだらどうだろう」

『いやいや使いたくなくなるような戦法名はダメでしょ』

　ナデンに念話でそうツッコまれた。ふむ……。

「じゃあ龍の顎の形に似ているから、『ナデンの口』とかどう？」

『勝手に私の名前を使わないでよ！』

「戦場だとこんな感じになるのかな？　『ここはナデンの口を使いましょう！』、『これぞナデンの口です』、『誰かナデンの口を打ち破れる者は居らぬのか!?』」

『やめてええ！』

「お前らなぁ……俺が言うのもなんだけど、戦闘中なんだからもう少し緊張感持てよ」

　ルビィの身体からだを寄せてきたハルが呆あきれたように言った。ルビィも頷く。

『ナデンもよ。もっとちゃんとしなさい』

『今回は私悪くないでしょ!?　バカなこと言ってるのはソーマだけだし』

『……それもそうね』

「心配しなくても、ちゃんと物見はやってるよ」

　この戦いでの俺の役目は不測の事態に備えて周囲を監視することだった。

　突如新手が現れて戦場に乱入するってこともないとは言い切れない。だから俺は【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で木彫りのネズミを広く分散させて戦場の周囲を監視している。

　と、そんなことを言っている間に反応があった。

「ハル、北からリザードマンの一団が来てる。河を越えてきた新手だ。数は十五」

「了解！　ちゃっちゃと殲滅してくる。行くぞ、ルビィ！」

『ええ！』

　ルビィは大きな翼をはためかせて北のほうへと飛んでいった。

　ハルとルビィの任務は遊撃だ。その攻撃力と機動力を活いかして崩れそうな場所をフォローしたり、いまみたいな不測の事態に備えてもらっている。

「さてと……」

　下を見れば一方的な戦いが展開されていた。

　ユリウス率いる軍勢に押されたリザードマンたちが、西の細い脱出路を目指して集まっている。押し合いへし合いで潰される個体もいるようだ。

　しかし、いくらかのリザードマンはその脱出路から包囲を抜け出せたようだ。

　そのまま森に逃げ込もうとしているようだが……そうは問屋が卸さない。今回の戦いは殲滅戦だ。後に禍根を残さないためにも、逃がすわけにはいかない。

「だから、仕上げは頼むぞ。アイーシャ」

　森の中に逃げ込んだヤツらを待ち受けているのは最強の婚約者だった。
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　森の中に逃げ込んだリザードマンたちは逃げ切ったと思っただろう。

　しかし安あん堵どする暇もなく、彼らにとっての災厄がすぐに頭上から降ってきた。

「せいやあああっ！」

　ズドンッ、と大きな音を立てて地面まで振り下ろされた大剣が、大柄のリザードマン一匹を唐竹割りに切り裂いていた。両断されたリザードマンの死体が崩れ落ちる。

　王国最強の戦士アイーシャだ。アイーシャはリザードマンと一緒に地面も切り裂くほど重量感のある大剣を片手で持ち上げると、無造作に振るって血ち糊のりを払った。

「この感覚……久しぶりですね」

　アイーシャは大剣を正眼に構えた。

「今日は陛下の婚約者としてでも、護衛としてでもなく、一人の戦士として武を振るわせていただきましょう。神護の森のアイーシャ、参ります！」

　アイーシャは大剣を脇に構え直して走り出した。

　そして急な襲撃に呆ぼう然ぜんとしていたリザードマンたちの間を通り抜けざまに一いつ閃せんし、一度に三体のリザードマンの胴を真っ二つに薙なぎ払った。

「キシャーッ！」

　我に返ったリザードマンたちはアイーシャに向かって飛びかかったが、アイーシャは近くにあった木の幹に足をかけると、ピョンピョンと木々を飛び移って回避した。

「生まれも育ちも神護の森です。森での戦いでは私に一日の長があります」

　アイーシャは自信満々にそう言った。もっとも言ったところでリザードマンたちに伝わるわけでもないのだが。アイーシャは自分に襲いかかろうとして固まっていたリザードマンたちに向けて、大剣の側面を下にして振り下ろした。

　ちょうどハエ叩たたきに潰されたハエのように、何匹かのリザードマンを押し潰した。

　アイーシャは先程と同じように血糊を払うと、次の獲物を探すようにリザードマンたちを見つめた。その眼光にリザードマンたちは完全に吞のまれていた。

「来ないのですか？　ならばこちらから参ります！」

　アイーシャは一番近いところにいるリザードマンから順々に叩き斬っていった。

　逆に遠くにいるリザードマンには切れる風圧こと【ソニックウインド】を飛ばして切り裂く。【ソニックウインド】はリザードマンだけでなく、周囲の木々もまとめて切り裂いていき、その様子はさながら暴風のようだった。

　こいつはやばい。絶対に相手をしてはならない。

　本能で感じたリザードマンたちは散り散りに逃げだそうとした。しかし、

「おっと、森での戦闘になれてるのはアイーシャ嬢だけじゃないぜ」

　逃げだそうとしたリザードマンの先回りをしたクーが、棍こんでリザードマンの顎下からバコンッとはじき飛ばした。またべつの方向では森の木々の合間を縫って飛来した矢が、リザードマンの額を貫いていった。その近くに生えた大樹の枝ではレポリナが弓を構えていた。クーは木の枝に飛び移り、尻尾でぶら下がりながら楽しそうに笑った。

「雪せつ猿えん族ぞくは木登りが得意だし、レポリナは狩人かりゆうどの家系だ。森ん中でオイラたちに勝とうなんざ千年早いぜ」

「あんまり調子に乗ると痛い目を見ますよ」

　枝を飛び移りながらやって来たレポリナがそんな苦言を呈した。

「おいおい痛い目なんて見るわけ、のわっ!?」

　レポリナがクーがぶら下がっている木の枝に乗ったことで、木の枝がしなり、絡ませていた尻尾が抜けてクーは頭から地面に落下した。

　レポリナは慌てて下を覗のぞき込んだ。

「ちょっと、若様！　大丈夫ですか!?」

「イテテ……ちょいと受け身に失敗しちまったぜ」

　痛そうに頭をさすってはいるものの、大きなケガはしていないようだった。レポリナはホッとしたものの、むうっとふくれっ面になった。

「もう、心配させないでください」

「わりぃわりぃ。……さ、残りを片付けちゃいますか」

　クーは棍を背負って駆け出し、レポリナも慌ててその後を追った。

　すでにこの森には逃げ込んだリザードマンの駆逐要員として、クーやレポリナ、それにアイーシャといった森での戦闘に長たけた者たちが潜んでいたのだ。合成獣キメラのような魔物を狩っていたリザードマンたちは、いまや狩られる側に回っていたのだ。

　ちょうど森の中での戦闘が終わったころ、平原部での戦闘も片が付いたようだ。

　戦闘を終始優位に進めていただけあって、死し屍し累るい々るいのリザードマンたちに比べて、ラスタニア・エルフリーデン連合軍の損害は軽微だった。

　ラスタ付近の戦闘は勝利に終わった。

　しかし、まだすべてが終わったわけではなく、立ち止まってはいられなかった。

　兵士たちの中でユリウスが声を張り上げた。

「ラスタの解放には成功した！　しかし、このままではまた囲まれることになる！　我らはこのまま北上し、渡河地点にある砦とりでを奪還し、防衛線を押し上げる！　それが可能となって初めて、城内にいる家族たちは穏やかな夜を迎えられるのだ！」

　そしてユリウスは剣を天高く突き上げた。

「あともう一踏ん張りだ！　行くぞおおお!!」

「「「　おおおおお!!　」」」

　三千の兵士たちはそのまま北の砦へと進軍した。

　道中、南下してきた十数体前後のリザードマンの群れを撃破しながらダビコン河へと進軍し、渡河地点にある砦へと迫った。

　砦の中にも少なくない数のリザードマンたちが巣くっていたようだが、リザードマンに籠城戦をするような知能もなく、速攻で駆除されて砦の奪還は完了した。

「皆よくやった！　勝ち鬨どきを上げろ！」

「「「　えい、えい、おおお!!　」」」

　夕暮れが迫る砦に兵士たちの勝利の叫びが木こ霊だました。

　ソーマとユリウスはこの砦を拠点とし、少数ずつで渡河してくるリザードマンたちを殲せん滅めつしつつ、フリードニア王国の援軍本隊の到着を待った。

　解放されたラスタには東方諸国連合内の各国からの支援物資も届くようになり、トンボ返りしてきた飛竜ワイバーン騎兵たちによって前線の砦にも物資が運び込まれることになった。




　―――その一週間後。フリードニア王国の援軍凡およそ六万がついに到着した。
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「陛下！　ご無事でなによりです」

　援軍本隊を率いてきたルドウィンは俺の顔を見るなり駆け寄ってきた。

　三千の兵が籠もる小規模の砦に、フリードニア王国の援軍六万が入れるはずもなく、本隊は近くの平野部に野営しつつ、首脳陣だけが砦へとやってきたのだ。

　砦にいる俺たちも主要なメンバーを揃そろえて出迎えた。ルドウィンは俺の前に片膝を突くと、手を前に組みながら報告した。

「ルドウィン・アークス。只ただ今いま、援軍を率いて着陣しました」

「大儀だった。楽にしてくれていい」

　形式上の挨拶を交わし、ルドウィンは立ち上がると早速苦言を呈してきた。

「しかし陛下、無茶が過ぎます！　先遣隊に陛下御自ら同行するなどなにを考えているのですか！　しかも非戦闘員のロロア様や義妹いもうと様さまも連れて！」

「ラスタには敵だったユリウスがいるんだ。竜挺兵ドラトルーパーだけだと上う手まく連携できるかわからないだろう？　俺やロロアが間に入る必要があったんだよ。それに、より情報を集めるならトモエちゃんの能力は必須だしな。こっちにはアイーシャもナデンもいるんだから、危なくなったら逃げ帰ることもできるし問題ないだろう」

　ちなみにロロアとトモエちゃんにもラスタからこの砦に来てもらった。トモエちゃんの護衛には常にイヌガミを付けているし、危なくなったらナデンに運んでもらって避難させれば大丈夫だろう。ルドウィンはこめかみに指を当てながら溜ため息いきを吐ついた。

「ですが、万が一ということもあるでしょう。姫様が聞かれたら……」

「ぐっ……リーシアには黙ってて欲しいかなぁ……」

　ちゃんと理由があっての行動だけど、リーシアは心配するだろう。

　俺たちの身を案じてくれる分だけお小言の時間は長くなるはずだ。

　心配してくれるのは嬉うれしいのだけど、なるべくなら怒らせたくないしな。

　そう思っていたのだけど、ルドウィンはやれやれといった感じに首を横に振った。

「魔物に包囲されて絶体絶命の城に、陛下が自ら先遣部隊を率いて乗り込んでいったという話は、すでに援軍兵士の間で美談として広まっております。兵士たちが帰還すれば遠くないうちに姫様のお耳にも入ることでしょう」

「……自首するしかないか」

　人づてに聞かされるより、自分で白状したほうがまだお小言も少ないだろう。

　でもなぁ……普段は勇者らしくないって言われている俺が、珍しく勇気の要る行動をするとリーシアからお小言を頂戴するってなんか理不尽じゃないか？

「まあまあ、それだけシア姉にとってダーリンが大事ってことやろ？」

「そうですよ。ちゃんと受け止めてあげてください」

「私はソーマに頼まれて運んだだけだし～」

　ロロアとアイーシャとナデンが揃ってそんなことを言った。

「いや、三人もお小言の対象なんじゃないか？　ナデンは共犯で、ロロアは俺と同じで非戦闘員なのに無茶したし、アイーシャは俺たちの監督責任を問われる形でさ」

「……アイ姉、ナデっち、うちらはしばらくシア姉に会いに行くのやめとこか？」

「そ、そうですね」

「合点承知」

「それは狡ずるくない!?」

　そんな話をしていると、ユリウス、ジルコマ、ローレンの三人がやって来た。

　ルドウィンはユリウスの存在に気付くと表情を険しくした。

　ヴァンの近くでエルフリーデン王国軍とアミドニア公国軍が激突したあの戦いでは、ルドウィンは王国軍の総指揮官として、ユリウスはガイウス八世と共に総大将として参戦していた。二人は謂いわば直接干かん戈かを交えた間柄だった。

「……ユリウス・アミドニア殿」

　ルドウィンが呟つぶやくようにそう言うと、ユリウスは右手を差し出した。

「アミドニアの名跡はすでにロロアのものだ。いまはただのユリウスでしかない。王国の近この衛え兵団長ルドウィン・アークス殿」

「自分のことをご存じなのですか？」

「私はあの戦いで父に代わり前線で指揮を執っていたのだ。戦った相手の名前くらい憶おぼえている。堅実な采配で崩す場所が見つからず、厄介な相手だと思ったよ」

「……なるほど。公国軍は士気が低かったにもかかわらず、なかなか崩せなかったのは貴殿がいたからなのですね」

　ルドウィンはユリウスとガッチリと握手をした。

　俺とユリウスが久方ぶりに顔を合わせたときのような気まずさはなかった。

　多分二人とも武人であり、兵を指揮する立場であることから通じ合うなにかがあるのかもしれない。ルドウィンは人当たりの良い好青年だから角も立ちにくいしな。

「陛下より貴殿のご活躍は聞いています。ラスタニア王家の方々から兵馬の権を預かり、三千の兵で包囲を打ち破ったとか。同陣で心強いかぎりです」

「いや、それも竜挺兵ドラトルーパーの助力あったればこそだ。それにラスタニアの兵だけでは河向こうに数万はいるであろうリザードマンを殲滅することはできない。ご助力痛み入る」

「はい。共にこの危地を乗り切りましょう」

　二人がそんなことを話しているときだった。

「兄上っ！」

　不意にそんな元気な声が上がった。

　一瞬、ロロアかと思ったけど、ロロアだったら呼び方は「兄さん」のはずだ。

　声のしたほうを見ると、ジルコマの妹であるコマインが駆け寄ってきた。

　その後ろには兵へい站たんの管理を任せているポンチョと、その補佐を頼んだ侍従メイド長ちようセリィナの姿もあった。コマインは真っ先にジルコマのもとに駆け寄った。

「兄上！　無事でよかった！」

　フリードニア王国に残してきたはずの妹の登場に、ジルコマは目を丸くした。

「コマイン!?　なぜお前がここに!?」

「ソーマ陛下の計らいです。お仕えしているお方の付き添いとして来たんです」

「お仕えしているお方？」

「ポンチョ殿です」

　そう言ってコマインはノタノタとやってきたポンチョの隣に立った。

　ポンチョは頭の上に右手を置きながら、ジルコマにペコペコとお辞儀をした。

「お、お久しぶりです、ジルコマ殿。コマインさんには仕事の補佐などで、いつも大変お世話になっていますです、ハイ」

「ああ、仕え出したというのはポンチョ殿のところでしたか。貴殿には難民の皆が苦しかった折、食料支援をしていただいた恩義があります。妹でお役に立てることがありましたら存分にこき使ってやってください」

「いえ、こき使うだなんてそんな……」

「ご安心ください。ポンチョ殿は人をこき使えるほど神経が図太くありませんから」

　コマインとは反対側に立った侍従メイド服の女性が補足するように言った。

　ジルコマは戦地だというのに侍従メイド服を着ているその女性を見て首を傾かしげた。

「貴女あなたは？　ポンチョ殿の侍従メイドですか？」

「お初にお目に掛かります。王城で侍従メイド長ちようをしているセリィナと申します」

　セリィナは侍従メイド服のロングスカートの裾を持って一礼した。

「私めの主君はリーシア姫様なのですが、縁あっていまはポンチョ殿の補佐を任されております。そうですね……コマイン殿の同輩だと思っていただいて結構です」

「同輩……ですか？」

　まあ実際には同輩というよりも、ポンチョの料理に魅せられた同志といった関係なのだが、できる女であるセリィナはそんなことをおくびにも出さなかった。

　するとコマインが兄の後ろで所在なげにしている甲かつ冑ちゆう姿の女性に気がついた。

「兄上？　そちらの女性はどなたなのでしょうか？」

「ああ、紹介するのを忘れていた。こちらは私たちがお世話になっているラスタニア王国で兵士長をしているローレン殿だ。ローレン殿、この娘は私の妹でコマインと言います。そして妹がお世話になっているフリードニア王国のポンチョ殿とセリィナ殿です」

　そう言うとジルコマはローレンの背中をポンと押してみんなに紹介した。

　ローレンは若干緊張した面持ちで三人に敬礼した。

「へ、兵士長のローレンです。ジルコマ殿の妹さんですか？　い、いつもジルコマ殿には大変お世話になって……」

　コマインを見てあたふたと慌てるローレン。

　ポンチョとジルコマは初対面の人に会うことで緊張しているのだろうと思ったようだけど、コマインとセリィナはピンと来たようだ。コマインはセリィナに小声で尋ねた。

（「あの……セリィナさん。これってどう思います？」）

（「どうもなにも……貴女の想像通りだと思いますよ？」）

　やっぱりか、とコマインは肩を落とした。このローレンとかいう女兵士長はどうやらジルコマに気があるらしい。となると、気になることがある。

（「兄は彼女の気持ちに気付いていると思いますか？」）

（「気付いていないのではないでしょうか。ほら、ポンチョ殿と同じように年下の少女をやさしく見守るような表情をしていますし」）

（「あー……それは絶対に気付いてないですね」）

　コマインはポリポリと頰を搔かいた。べつに兄の色恋沙汰に口を挟む気はないけど、そのお相手と接するのは妹として妙な気まずさがあった。とはいえ悪い人ではなさそうなので、コマインは緊張しきっているローレンにぎこちなくだが笑いかけた。

「その……すみません。兄がいつもお世話になっているようですね」

「そんな！　むしろ私のほうがご迷惑を掛けっぱなしで……。ジルコマ殿には危ない場面を何度も助けてもらっています」

　頰を赤らめながらローレンはそう言った。ああ……これは完全にホの字ね、とコマインは理解し、ここまで惚ほれさせておいて無自覚な兄の朴念仁っぷりに同じ女性として腹が立ってきた。コマインはわざと愛あい嬌きようのある笑みを浮かべて尋ねた。

「兄と仲が良いのですね。もしかしてすでに恋仲なのですか？」

「こ、恋仲!?　いえ、私たちは、そんな……」

　あからさまに取り乱してモジモジするローレン。見た目は凜り々りしい女騎士タイプなのに仕草は妙に乙女チックで可愛かわいかった。しかし、当の朴念仁はと言うと、

「なにをいきなり。ローレン殿に失礼だろう？　私たちはそんな関係ではない」

　と、まったく気付いていなかった。ローレンが軽く凹へこんでいるのがわかる。

「……失礼なのは兄上のほうです」

「ん？　どういう意味だ」

　コマインが朴念仁に一から十まで説明したくなったが、口から出そうになった文句をギリギリのところで吞のみ込んだようだ。ここで自分が指摘してしまうと、ローレン殿に迷惑が掛かると思ったのだろう。するとそんなコマインにセリィナが耳打ちした。

（「なにやらおもし……いえ、大変そうですね」）

（「いま、おもしろそうって言おうとしませんでしたか!?」）

（「こういうタイプの殿方はストレートな言葉でなければ伝わりませんよ。ですので、ここはやはりローレン殿にハッキリと伝えてもらうしかないのでは？」）

（「それはそうかもしれませんけど……素直に思いを打ち明けてくれるでしょうか」）

（「あら、それなら簡単です」）

　セリィナの口角が上がった。

　ほんの少しだけの笑みだったが、内なるＳっ気が垣かい間ま見みえるようだった。するとセリィナは恋仲かと聞かれたことで、まだ浮かれ気分なままのローレンに尋ねた。

「ローレン殿。ジルコマ殿との子供は何人くらい欲しいですか？」

「三人は欲しいです！」

　即答だった。余程具体的な未来予想図があったのだろう。

　場が一瞬にして静まりかえり、ジルコマも驚きに目を瞠みはっていた。

「ロ、ローレン殿……」

「……あっ」

　そこでようやく我に返り、自分の失態に気付いたローレンは一気に顔を紅潮させた。

「うあ……あう……」

　顔を首まで真っ赤に染めたローレンは、涙目になりながら言葉になっていない言葉を発していた。そして次の瞬間には脱だつ兎との如ごとく走り去っていった。

　その背中を呆ぼう然ぜんと見送っていたジルコマに、コマインが尋ねた。

「……兄上。これでどっちが失礼だったか自覚してくれましたか？」

「ああ……あっ、いや、しかし……」

　今度はジルコマが狼ろう狽ばいする番だった。

　いくら朴念仁でも、もう彼女の気持ちに気付いたのだろう。気付くというよりは解答を教えてもらったような形だったが。コマインが呆あきれたように尋ねた。

「で、兄上としてはどうなのですか？　あの人を義あ姉ね上うえと呼ぶようになる可能性は？」

「ローレン殿のことは……好ましいと思っている。しかし、私は故郷の奪還を夢見てこの地に滞在している身だ。そんな私が所帯など……」

「なるほど……そういうことでしたか」

　どうやらジルコマがローレンの思いに気付かなかったのは単に朴念仁というだけでなく、故郷への帰還を夢見る難民義勇軍を指揮する立場として、自分の幸せを二の次、三の次に考えていたことも大きかったようだ。すると、

「ふっ。いいじゃないか」

　そんなジルコマの肩をユリウスがポンと叩たたいた。

「難民義勇軍の中にもこの国で所帯を持った者はいる。ローレン兵士長のことを憎からず思っているのならば、その思いに応えてやったらいい」

　そう言ったユリウスはニヤリと笑っていた。ジルコマはハッとした。

「まさかユリウス。ティア姫とのことを茶化したことを根に持っているのか!?」

「なに、お前から贈られた言葉を贈り返すだけだ。『どうやら年貢の納めどきのようだな、ジルコマ。おめでとう。まあ、早いか遅いかの違いだっただろう』」

「ぐむむ……」

　ジルコマはなにも言い返すことができず、やがて観念すると皆に促されるようにして走り去っていったローレン兵士長のあとを追った。

「………」

　そんなやりとりを俺はずっと黙って見ていたのだけど内心ではこう思っていた。

（戦場で世帯を持つだなんだって話は死亡フラグっぽいからやめようよ！）

　あとでジルコマに胸に懐中時計でも仕込んでおくように言うべきか、いやこの世界では刀傷のほうが多いし素直に鎖くさり帷子かたびらのほうがいいか、と本気で考えてしまった。

　まあジルコマたちのことは当人たちに任せるとして、いま対処しなくてはならないのは河向こうにいるリザードマンたちの群れだ。俺はルドウィンに尋ねた。

「ルドウィン。河向こうの状況は把握しているか？」

「はい。物見に出した飛竜ワイバーン騎兵の報告によりますれば、河向こうには五万ほどのリザードマンが溜たまっているようです。また他に様々な種類の魔物の存在を確認しています。空を飛ぶ魔物なども多数いるようです」

　ルドウィンがそう報告した。

　リザードマン五万匹に無数の魔物か……多いな。こちらは六万の正規軍で、飛竜ワイバーン騎兵などの空軍戦力も連れている。全軍でまともにぶつかるならば、戦術も陣形もないリザードマン相手に負けることはないだろう。しかしそれには地形が問題になってくる。

「河向こうの大群というのが厄介だな。向こうが浅瀬を少数でしか渡って来られないように、こっちも全軍を一気に渡らせることはできないだろ？」

「そうですね……少数ずつ派遣して渡河地点を確保しようとすれば、先遣部隊は包囲されてしまいます。こちらの被害は大きくなるでしょうね。飛竜ワイバーン騎兵による空爆で援護することもできるでしょうが……」

「いや、それはやめたほうがいい」

　話を聞いていたのかユリウスが口を挟んできた。

「一方向からの攻撃では折角集まっているものが散り散りになる。分散されればそれだけ被害の範囲が広がり、討伐するまでが長引くことになるだろう。なんとかして、あの群れを一息に殲せん滅めつする手立てはないだろうか」

「そうは言ってもなぁ……」

　俺はガシガシと頭を搔いた。

　ユリウスの意見もわかるけど、一気に殲滅するためには多くの兵を河向こうに素早く渡す必要がある。うちの国内ならライノサウルス・トレインやロロア・マルなどいろんな輸送手段が考えられるけれどここは他国だ。採れる選択肢には限りがある。

「ダビコン河は大河だろ？　船をかき集めれば一気に送れるかな？」

「いや、浅瀬もあるこの河では大型船は使えない。かといって小型船だけで六万もの兵士たちを渡すことは現実的ではないな」

「それじゃあ小型船を繫つないで船橋を造るのは……って、あれは先に対岸にロープを渡さないとダメか」

　俺とユリウスで頭を捻ひねっても良い知恵は浮かばなかった。

　そうなると頼りになるのはあの男だけだろう。俺はルドウィンに尋ねた。

「ハクヤからはなにか指示を受けているか？」

　最後の頼みは我が国の知恵袋、黒衣の宰相ことハクヤ・クオンミンだった。

　こちらの状況は逐一、伝書クイを使って援軍本隊と王都パルナムに送っておいた。こちらの状況さえ知らせておけば、頭の良いハクヤがこの状況を打破するなにかしらの対抗策を考え出すと思ったからだ。ルドウィンは「はい」と頷うなずいた。

「宰相殿は陛下がお送りになった情報をもとに有効な手立てを考えられました。その手立てのために必要な人材もすでに送って下さっています」

　さすがハクヤ、手回しが良い。……でも、必要な人材？

「その人材って誰のことだ？」

「それは……」

「ウフフ、私ですわ。陛下」

　急に掛けられた艶あでやかな声に振り向くと青髪の美女が立っていた。

　一瞬、ジュナさんかと思ったけど、その美女はジュナさんとは違い、こめかみに小さな鹿角が生えていて、豊満な胸元がはだけた着物のような衣装を纏まとい、お尻からはナデンのものに似た爬は虫ちゆう類るい系の尻尾がニョロンと伸びている。

「エクセル!?」

　ジュナさんの祖母であり国防軍総大将であるエクセル・ウォルターだった。

　意外な人物の登場に俺が驚きの声を上げると、エクセルは扇で口元を隠しながらウフフと楽しげに微笑ほほえんだ。

「あらあら陛下。そろそろジュナと結婚なさるのでしょう？　エクセルではなくお義か母あさんと呼んでくださってもいいのですよ？」

「いやでも、エクセルの場合はお義祖母ばあさんなんじゃ……」

「なにか仰おつしやいましたか？　へ・い・か？」

「いえ、なんでもありません、義母様マム」

　エクセルに迫力のある笑顔を向けられて、俺は即座に白旗を揚げた。

　このご婦人を怒らせるとろくなことにならなそうだしなぁ……わりと洒落しやれにならない感じで。俺は咳せき払ばらいを一つすると気を取り直してエクセルに尋ねた。

「それで、なんでエクセルがここにいるんだ？　俺が留守の間、代わりに王国を護まもるように命じてあっただろう？」

「宰相殿に頼まれたのです。私の力が必要だから陛下と合流して欲しいと。心配しなくてもここでの戦闘が片付き次第、王国にトンボ返りしますわ」

　そう言うとエクセルは物憂げに肩をぐるぐると回した。

「まったくもう。陛下も宰相殿も年長者使いが荒いですわね」

「……年長者扱いしたら怒るだろうに」

「自虐する分にはいいんです。他人が言うのは許しませんけど」

「左様ですか……」

　まあこの状況で百戦錬磨の知将であるエクセルが、ハクヤの策を携えて来てくれたということ自体は喜ばしいことだ。ちょうど作戦も浮かばなかったことだし。

　するとエクセルは前から俺の首に腕を回し、身体からだを密着させてきた。

「ふふ、私が来たからには大船に乗ったつもりでいてくださいな」

「近い近い近い！」

　明らかに親族の距離感じゃないんだけど!?

　周囲の目がある中で、見た目は若々しくてグラマラスなエクセルに迫られてすごく居たたまれない気分になった。ルドウィンやユリウスの視線が痛い。そんなことを思っていると急にエクセルが身体を離した。ホッと胸をなで下ろしていると。

　次の瞬間、バチッ、と青白い閃せん光こうが顔の横を通り過ぎていった。

　振り向くとナデンが怒り顔で髪の毛を逆立てていた。かなり頭にきていることが一目でわかるくらい身体の周りにバチバチと電流火花が飛んでいる。

　すると不意に誰かに両手を摑つかまれたと思ったら、後ろにグッと引っ張られた。二、三歩よろけたところで両腕にアイーシャとロロアが抱きついてきた。

「ウォルター公！　悪ふざけが過ぎます！」

「せや。シア姉とジュナ姉がいないからって、ダーリンに色目使ったらあかんわ」

「……次は当てるわ」

　俺の背中に負おぶさってきたナデンがそう言った。帯電したままのせいか俺の髪の毛まで逆立ってきた。耳元でバチバチ言っているのが結構怖い。

　そんな婚約者たちの反応を見たエクセルは、さらに愉快そうに笑った。

「ふふふ、必死になって可愛かわいいわね」

「頼むから婚約者たちをからかわないでくれ」

「あら、定期的に煽あおったほうがお互いの愛を確認できてよろしくなくて？」

「倦けん怠たい期きでもないのに煽られても胃が痛くなるだけだってば」

「……お前も身内には苦労していたのだな」

　ユリウスにまで同情的な目で見られた。……なんか悲しくなってきた。

　そんな俺たちの反応に満足したのか、エクセルは手にした扇をパッと開くと晴れ晴れとした顔で言った。

「さあさあ陛下、私が来たからには千人力ですわ。早速ですが河向こうにいるトカゲさんたちを駆除するための打ち合わせとまいりましょう」

　……ホント、このご婦人は人生を謳おう歌かしてるなぁ。
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　月の明るい秋の夜。ソーマと仲間たちが、エクセルが携えてきたハクヤ立案の作戦の打ち合わせを終えたころにはもうすっかり夜が更けていた。

　砦とりでの中庭ではラスタニア王国とフリードニア王国の兵士たちが休んでいた。

　もっとも小さな砦なのでフリードニア王国軍五万全員を収容できるわけもなく、フリードニア王国の大半の将兵は砦の外に設営された野営陣地で休んでいた。

　作戦会議を終えたユリウスはそんな野営地を見回っていた。すると……。

「貴方あなたは、ユリウス様!?」

「おお、間違いないユリウス様だ！」

　フリードニア王国軍の軍服を着た男たち数名に囲まれた。王国軍にはかつて自分と敵対した者も多いのでユリウスは身構えたが、男たちは手を前に組んで礼をした。

「我らは元公国軍の兵士にございます」

「ヴァン近郊での戦いでは貴方様の指揮の下に戦いました」

「よくぞ、よくぞご無事で」

　男泣きしながら再会を喜ぶ者もいて、ユリウスは肩の力を抜いた。

「そうか……そなたらはアミドニア出身なのだな」

「はい。我らの力が足りないばかりに、ユリウス様をお守りできず……」

　おそらくガイウス、ユリウス親子に忠誠を誓っていた者たちなのだろう。捨てられたと思っていた故郷にも、まだ自分を思ってくれている人が居た。それだけでユリウスは救われた気がした。だから男泣きしている者の肩に手を置き腕に触れながら言った。

「諸君らが来てくれたことで、いまの私が救われるのだ。感謝する」

「ユリウス様……」

「どうだ？　ソーマやロロアはちゃんとアミドニアを統治できているか？」

　ユリウスがそう尋ねると、男たちは少し迷ってからコクリと頷いた。

「は、はい。安定していると思います」

「公国軍も国防軍に統一され再編されましたし、融和が進んでいます」

「先日にはガイウス様の慰霊祭を開催してくださいました」

「父上の慰霊祭……そうか。あの男らしいな」

　ユリウスはソーマの意図を正しく理解した。

（きっと利と情による判断なのだろう）

　市井の民からは畏怖されていたガイウスだが、武を重んじる軍人などからは敬愛されていた。慰霊祭を開催すれば、そういった者たちの反発を抑えることができるだろう。王国と公国の融和を進めたいソーマにとっては利があることだった。

　そして情とはロロアへの情だ。ガイウスとロロアの仲は冷え切っていたとはいえ、実の父親を討ってしまったことへの罪悪感がソーマにはあったのではないだろうか。

（甘いことだが……やはり否定する気にはなれん）

　いまのユリウスには命に代えても護りたい存在がいる。

　ラスタに残してきたティア姫。彼女を泣かせないためになら、彼女を笑顔にできるならどんなに非効率的で面倒なこともやってしまうだろう。文句は言いながらも。

　脳裏に浮かんだティアの屈託のない笑顔にユリウスの口元も緩んだ。

「ユリウス様」

「……いや、なんでもない」

　ユリウスは真面目な顔になって言った。

「父ガイウスは敗れはしたものの、最期にはアミドニア人の気骨を示したと聞いた。その結果に対して子の私が恨み言を言えば、父の最期を汚すことになる。故に私にソーマやロロアを恨む気持ちはない。諸君らにはこれからも二人を支えてほしい」

「おお、なんというお覚悟か！」

「ユリウス様！　我らは必ずロロア様をお支えします！」

　感動してまた男泣きする兵士たちに、ユリウスは苦笑するしかなかった。

　語った言葉に噓うそはないが、ユリウスとしてはいまさら「公国へ戻ってきてください」と言われたくなかったので、言外に「こっちはこっちで上う手まくやってるから、そっちはそっちで勝手にやってくれ」と伝えたのだ。アミドニア公王家に未練などなかった。

（ティアを残して帰国などできないし、かといって連れ帰ることもしたくない。ティアが愛し、ティアを愛してくれる人々がいるこの国から引き剝がしたくないからな）

　ユリウスは苦笑しながら兵士たちの肩に手を置いた。

「国を統べることができなかった私だが、そんな私を受け入れてくれたこの国を護りたいと思っている。どうかいま一度、諸君らの力を私に貸してほしい」

「グスッ……もとよりそのつもりです！」

「またユリウス様と共に戦えることを誇りに思います！」

　兵士たちは涙を拭うと口々にそう言った。ユリウスは力強く頷いた。

「ならばいまは休め。明日は大いに励んでもらわねばならないからな」

「「「　はっ、失礼します　」」」

　兵士たちは敬礼をして戻っていった。そんな兵士たちを見送ったあと、急に静かになった空気の中でユリウスは溜ため息いきを一つ吐ついた。

「……私も休むとするか」

　ユリウスは建物の中に入り、自室として使っている部屋の前へとやってきた。

　今日はなんだか疲れた。明日に備えてそろそろ休もうと部屋の扉を開けた。

「お帰りなさいませ、ユリウス様」

「ああ……っ!?」

　疲れもあって素で返事をしてしまったが、いないはずの人物の声を聞いてユリウスはハッと顔を上げた。そこにはラスタに置いてきたはずのティアが立っていた。

「ティア姫!?　なぜここに!?」

「えへへ。来ちゃいました」

「来ちゃいましたって、どうやって……」

「ロロア様たちがゴンドラで砦に向かおうとしていたので、荷物に紛れて」

「密航!?　なんということを……いまごろラスタは大騒ぎになっているのでは」

「あっ、それは大丈夫です。ここに来ると書き置きをしてきましたから」

「そういう問題ではない！」

　ユリウスは頭が痛くなってこめかみを指で押さえた。この行動力はロロアに匹敵するといっていいだろう。難しい顔をするユリウスにティアは不安そうに話しかけた。

「あの、ごめんなさい。でも私、どうしてもユリウス様が心配で……」

　謝るティアに、ユリウスは観念したように溜息を吐いた。

「……この部屋に入るまでに誰かに見られましたか？」

「いえ、布を被かぶってコソコソ忍び込んだので誰にも見られていないはずです。みんな慌ただしく動き回っていましたから」

「まあ、見つかっていたらもっと騒ぎになっているか」

　ユリウスはティアを自室のベッドに座らせ、自分も隣に座った。

「姫。すべての決着が付くまではこの部屋からは出ないでください。砦に姫がいるとわかれば、ラスタニアの将兵たちの気が散ります」

「わ、わかりました。邪魔にならないよう部屋で大人しくしています」

　ティア姫はコクコクと頷うなずいたが、しばらくして上目遣いになって尋ねた。

「あの……私がここにいたらユリウス様も気が散りますか」

　怖おず怖ずと尋ねられたユリウスはやれやれと肩をすくめた。

「……いや、むしろ気が引き締まった。絶対に負けられなくなったしな」

「ユリウス様は勝ちます。絶対です」

「フッ、姫に言われると不思議とそんな気がしてくる……ふぁ……失礼」

　連日の戦いや明日の準備の疲れからか、ユリウスから欠伸あくびが漏れた。ティアは一瞬キョトンとしたが、なにかを思いついたようにポンポンと自分の腿ももを叩たたいた。

「ユリウス様。お疲れでしたら私のここを枕にしてください」

「あっ、いや、それはさすがに……」

「私の膝だと肉付きがよくないから寝にくいでしょうか」

「……わかったよ」

　ショボンとするティアを見て、ユリウスは観念して横になり彼女の膝に頭を載せた。ティアは満足そうに膝の上のユリウスの頭をサワサワと撫なでた。

「ご武運をお祈りしています。ユリウス様」

「ティア姫……ならば私は騎士道物語のように、貴女あなたに勝利を捧ささげよう」

　それは決戦前夜とは思えないほど穏やかな時間だった。







　砦内の台所ではポンチョとセリィナが料理の下した拵ごしらえを行っていた。

　明日はきっと大量の料理が必要となる。決戦前の栄養補給に加えて、勝利したあとの宴うたげにも料理は必要となってくる。まだ勝ってもいないのに気が早いと思うかもしれないが、宴の準備をしなければ負けるのではないかという印象を与えてしまう。だからこそ勝ったときを想定して、ポンチョたちは食事の準備を進めているのだ。

「あの、やはり私もお手伝いします」

　大鍋をかき混ぜているポンチョにコマインが言った。

「ポンチョさんやセリィナさんが働いているのに、私だけ休むなんて……」

「だ、大丈夫です。手は足りてますから、ハイ」

　ポンチョは困ったように笑いながら言った。たしかに厨ちゆう房ぼうには二人以外にも何名かの料理人が下拵えを手伝っていた。しかし、皆とても忙しそうだった。

「ですが……」

「貴女は明日、戦場に出るのでしょう？　今日はもう休んで少しでも眠りなさい」

　なおも言い募ろうとするコマインを、セリィナがピシャリと叱りつけた。コマインは明日の決戦に戦士として志願していた。兄のジルコマと共に戦うために。

　ポンチョもエプロンで手を拭いてからポンとコマインの頭に手を置いた。

「私わたくしはジルコマ殿のように戦場に出て戦うことはできません。情けないことですけど、腕っ節ではセリィナ殿にすら遠く及ばないでしょう、ハイ」

「最低限の護身術は侍従メイドの嗜たしなみですから」

　セリィナが涼しげな顔でしれっとそんなことを言った。

　あの野生の大たい狼ろうに睨にらまれたかのような気迫を持っているセリィナの武術が最低限なのか……と、コマインは侍従メイドという職業がわからなくなりそうだったが、それを指摘したところで煙に巻かれるのはわかっていたので黙っていた。

　そんなコマインにポンチョは不器用に笑いかけながら言った。

「わ、私わたくしはこんなですから、戦場でコマイン殿を助けることはできません。その代わりと言ってはなんですが、美お味いしい御飯を作って待っていますので、どうか無事に帰ってきてくださいです、ハイ。そして三人で御飯を食べましょう」

「ポンチョさん……」

　優しいポンチョの言葉がコマインの胸にすぅっと入ってくるようだった。

「まるで戦地へ向かう夫を送り出す妻のような台詞せりふですね」

「そ、そうですねー。締まりませんなぁです、ハイ」

　セリィナに呆あきれたように指摘されて、ポンチョは照れたように笑った。

　そんな二人の温かな空気に触れてコマインも和やかに笑った。

「はい、必ず無事に帰ってきます。『イシヅカ家の食卓ここ』が私の居場所ですから」







　トモエとイヌガミは負傷兵が運び込まれている大部屋へと荷物を運んでいた。

　周囲を見回せば包帯を巻かれた兵士たちが座り込んでいる。横になっているのは大きな怪け我がを負った者で、そういった者には光系統魔導士が傍そばについて回復を行っていた。

　そんなともすれば塞ぎ込みそうな景色の中で、トモエは敢あえて明るい声で言った。

「包帯と抗生物質ミツメデインの追加を持って来ましたです」

　すると負傷兵の治療に当たっていた衛生兵が敬礼した。

「これはトモエ様、ご苦労様です！」

「衛生兵の皆さんもお疲れ様なのです。負傷した方は多いのでしょうか？」

「いえ、ここにいるのは比較的軽傷の者だけです。外傷の大きい者は優先的に光系統の魔導士が治療に当たってますし、さらに重傷の者はラスタに運んでいます。ほとんどは薬を塗って包帯を巻いておけば快復する者たちばかりですよ」

「そうなのですか。頑張ってくださいなのです」

　トモエとイヌガミは持って来た荷物を衛生兵たちに渡した。

　荷物の受け渡しが終わった後で、イヌガミはトモエに小声で言った。

「義妹いもうと様さまもそろそろお休みになったほうがよろしいのでは？」

　心配して言うイヌガミだったが、トモエは首を横に振った。

「私にできること、なんでもしたいです。役に立ちたいです」

「なにを言われますか。さきのラスタでの戦いでも、義妹いもうと様さまのおかげで我らはリザードマンの生態を知ることができ、解決法を見つけられたのです」

「それでも……もっと役に立ちたいです」

「ウッキャッキャ、健けな気げだねぇ」

　明るい声に顔を上げるとちょうどクーとレポリナが入ってきたところだった。するとイヌガミはサッと前に出て、トモエと二人の間に割って入る位置に立った。

　するとイヌガミの顔を見たクーが首を傾かしげた。

「っておいおい、なんつー顔してんだ？　なんか怒らせるようなことをしたか？」

「もしかしてトモエさんの保護者の方なのでは？　ほら若様、前に口く説どいたし」

　レポリナにそう言われてクーはポンと手を叩いた。

「ああ、たしかに雰囲気が似てるな。ウッキャッキャ、大丈夫だよ。タルも居ねぇような場所で兄貴の妹分を口説いたりしねぇって」

「普通は居る場所のほうが自重するものだと思うんですけどねぇ……」

「………」

　レポリナが呆れたように言ってもイヌガミは黙ったままだった。

（どんな顔をしてるんだろう……）

　イヌガミがどんな顔をしていたのか、トモエの位置からは見えなかった。

「ところで、お二人はどうしてここに？　どこか怪我をされたのですか？」

　トモエがそう尋ねると、レポリナが困ったように笑いながら答えた。

「あっ、いえ。余り布がないかと思って探してたんです」

「余り布？」

「昼間の戦闘でオイラの棍こんがだいぶ汚れちまってなぁ」

　そう言ってクーが差し出した棍には、リザードマンのものと思われる返り血が所々に付着していた。すでに乾いて黒くなっているが、擦こすったような跡もあった。

「手入れに使ってた布が破けてな。これでもだいぶ落としたんだが、細かい装飾が多いせいで落としきれなかった。武器はちゃんと手入れしないと命に関わるからな」

「タルさんが手入れが面倒になるだけって言ったのに、格好良い装飾は絶対に付けたいって譲らなかったのは若様じゃないですか」

「ウキャ？　そうだっけか？」

　笑って誤魔化すクーに、レポリナは腰に手を当てながら溜息を吐いた。

　そんな二人のやりとりを見ていて、

「私にも戦う力があれば、もっと……」

　トモエがそう呟つぶやいた。それを耳にしたクーが「ウキャ？」と首を傾げた。

「なんでぇ嬢ちゃん。戦いたいのか？」

「あの……そうすればもっと義あ兄に様さまの役に立てるかなって」

「あー、そりゃあ無理だ」

　クーはバッサリと切って捨てた。

「こればっかりは資質の問題だ。嬢ちゃんは戦場に出るには優しすぎる。兄貴のためだ、相手は獰どう猛もうな魔物だって言ったって、命を奪うことを割り切れないだろ？　それに嬢ちゃんがどんなに身体からだを鍛えたところで一兵士になるだけだ。役には立てない」

「………」

　クーに正論を並べられて、トモエはなにも言い返せなかった。ただギュッと自分の服の裾を摑つかむだけだった。そんなトモエをイヌガミはなんとかフォローしようとしたが、言っていること自体はなにも間違っていないため掛ける言葉が見つからなかった。

　そんな重苦しい空気を気にすることなくクーは続けた。

「大体、嬢ちゃんはもともと特別な力を持ってるんだろ？　動物と話せる能力だったっけか？　その力で輸送用のライノサウルスの頭数を増やしたそうじゃねぇか」

「えっ、あ、はい……」

「オイラからすりゃあ、ただの武力よりはそっちの能力のほうがよっぽど魅力的に思えるぞ。うちの国の冬の移動手段といえばヌーマスだがなかなか増やせねぇんだよなぁ。嬢ちゃんの能力がありゃあ、もっと繁殖環境を整えられそうなんだが……」

　そこまで言ってクーは急に思案顔になった。

「ん？　嬢ちゃんの力を借りるってのは案外悪くねぇんじゃ……嬢ちゃんにヌーマスと話してもらって……」

「あの、失礼ですが、義妹いもうと様さまは先代国王夫妻の養女であり、立場上は王族のお一人となっています。護衛は付けるとしてもトモエ様だけを共和国に行かせるのは……」

　イヌガミがそう苦言を呈したがクーはヒラヒラと手を振った。

「そこらへんは大丈夫だろ。国外に出る必要は無い。ヌーマスはこっちで手配するし、共和国との国境線に近い街や村に来てもらえればそこで会話できるはずだ」

「それにしたって陛下の許可が要ります」

「兄貴もヌーマスを何頭か欲しがってた。国防上の問題とそもそも数がいないから断ったが、王国と共和国で情報を共有して繁殖環境が整えられるなら何頭か譲ってもいい。王国でも南のほうは寒冷だから飼育できるはずだ。まあ……親おや父じの許可は要るからすぐにとはいかねぇだろうが、今度兄貴に話をしてみるぜ」

　そう言うとクーはトモエにニカッと笑いかけた。

「そんときゃ嬢ちゃんの力、頼りにしてるぜ。ウッキャッキャ」

「……はい！　頑張ります！」

　両手でギュッと拳を作ってトモエは意気込んだ。自分にもできることがあるとわかって嬉うれしいのだろう。イヌガミとレポリナは微笑ほほえましそうな顔で見ていた。







　一方その頃、フリードニア王国からの援軍の総大将であるルドウィンと、参謀のカエデは段取りの最終確認を行っていた。明日の作戦ではルドウィンは本陣にどっしり構え、カエデのほうが前線に近い位置で指揮を執ることになっている。

「私としては前線で指揮を執るほうが好きなんだけど」

「総大将がそんなことでは困るのですよ。今回は大人しくしていてください」

「あはは……わかったよ」

　そうして最終確認を終えたところで、二人は作戦部屋から出た。

「それでは明日はよろしくお願いする」

「はい。ルドウィン殿もご武運を」

　扉の前でルドウィンと別れたカエデが少し歩くと、曲がり角のところにハルバートとルビィが立っていた。二人に気付いたカエデはキョトンと首を傾げた。

「起きて待っていてくれたのですか？」

「……ちょうど寝付けなかったからな」

「とか言ってるけど、カエデの顔が見たかっただけよ」

　ルビィにあっさりとバラされて、ハルバートは顔が真っ赤になった。

「なっ、ルビィ！　お前なぁ！」

「ふふふ、私も二人の顔が見られて嬉しいのですよ」

　カエデはクスクスと笑いながらそう言った。

「ハルとルビィは空の上で、私は地上で戦うことになります。ハル、そちらのほうが危ないのですから気を付けるのですよ。それとルビィに無理させちゃダメですよ」

「わかってるって。そっちもドジって怪我するんじゃないぞ。……お前が危なくなったら必ず助けに行ってやるから。なぁ、ルビィ」

「ふふっ、そうよ。ハルもカエデも私が守ってあげるわ」

　三人が三人とも上から物を言うものだから、三人は揃そろって噴き出した。

　そうやって三人が笑っていると、

「あらあら、仲が良さそうでいいわね」

　急に声を掛けられて三人が振り返ると、エクセルが笑顔で立っていた。いきなりの国防軍総大将の出現に、軍に所属する三人は慌てて敬礼をした。

「こ、これはウォルター公！　気付かずに失礼しました」

「あー、もう夜も遅いしそういうのはいいわ」

　代表して謝罪するハルバートにエクセルは手をヒラヒラと振りながら言った。言葉を失ったハルバートに代わって、カエデが尋ねた。

「あの、ウォルター公はどうしてここに？　もうお休みかと思ってましたのに」

「う～ん……陛下のことが気になったから、お部屋に伺うかがったのだけどアイーシャさんに門前払いされちゃったのよ。本当に愛されてるわよね～」

　エクセルは人差し指を唇に当てながら困ったように言った。

　ホントこの人はなにをやっているのだろう、とハルバートたちは冷めた目で見ていたのだが、当のエクセルはというと実は真面目にソーマのことを心配していたのだ。

（作戦会議のとき、陛下が少し無理をしている感じだったから気になったんだけど、まぁ部屋にはロロアさんやナデンさんがいたみたいだし……大丈夫かしらね）

　エクセルは気持ちを切り替えるようにポンと手を叩たたいた。

「ところで、三人はカストールのいる空母にいたのよね。貴方あなたたちから見て、あのおバカな義息はちゃんと艦長をやれているのかしら？」

「えっ、カストール艦長ですか？」

　ハルバートはカエデやルビィと顔を見合わせた。

「えーっと……はい。頼りになる艦長だと思います」

「艦長になっても甲板掃除などをこなしているので、乗員からも慕われてますです」

「赤竜と赤い半竜人ドラゴニユートで似てるなぁ、って気さくに話しかけてくれました」

　三人の意見を聞いてエクセルはニッコリと笑った。

「そうですか。ちゃんとやることはやっているみたいですね」

「あっ、ハイ。それはもちろん」

「まあ、その慕われている乗員との付き合いで、ちょーっとオイタが過ぎる店に行ったという話は耳にしていますけどね。ウフフフフ……」

　ハルバートたちは周囲の体感温度が十度くらい下がった気がした。

　するとエクセルはカエデとルビィを見た。

「二人はハルバート殿の婚約者でしたね？」

「は、はいです」

「そうです」

　二人の返事にエクセルは頷うなずくと教え諭すように言った。

「男性とはことほど左様に調子に乗りやすいものなのです。ですから女性が上う手まく手綱を握らなければなりません。ときには褒め、ときには励まし、ときには持ち上げて、ときには叱りつけ、ときには尻を叩く。どれかに偏ってはダメ。そうやって相手を嫌な気持ちにさせないまま主導権を握ることが家庭円満の秘ひ訣けつなのです。いいですね？」

「「　は、はい！　」」

　揃って敬礼をするカエデとルビィ。ハルバートだけが頭を抱えていた。

（俺はこの話をどんな顔をして聞いていればいいんだ……）

　そんな三人の様子にエクセルは満足そうに微笑むと、胸元から扇子を取り出してパッと広げた。そして扇子で口元を隠しながらとても愉快そうに笑った。

「まあ、私の娘にしてカストールの妻であるアクセラもただ待つだけの女ではありませんからね。カストールも近いうちに身をもって知ることでしょう」

　ウフフフフと意味深に笑うエクセルにハルバートは背筋が凍った。

（結婚したら、カエデやルビィもこんな感じになるのかなぁ……）

　ハルバートはそんなことを思い、決して逆らうまいと心に決めるのだった。
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　皆が思い思いの時間を過ごしていた頃、俺は部屋で書類に目を通していた。

　王城に残してきた【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】でいまも書類仕事はしているものの、本体でも手が空いたら仕事ができるようにと喫緊ではない仕事を持ってきていたのだ。

　黙々と机に向かい、目を通し終えた書類にサインしていると、

「なぁなぁダーリン。それっていまやらなきゃいけないことなん？」

「ホントよ。こんなところにまで来て仕事漬けなんて」

　後ろにいたロロアとナデンにそう言われた。

　振り返るとシングルベッドにロロアとナデンが腰掛けてこっちを見ていた。

　二人ともワンピース型の寝間着姿で、ナデンは寝るとき用のミトン状のカバーを鹿角に付けている。以前に人の姿で寝ると鹿角で枕に穴が開いてしまうと言われたので、俺が縫ってあげた物だった。固有名称はないけど俺たちは『ホーンカバー』と呼んでいる。

　……というか、二人ともここで寝る気満々の格好だな。

　ちなみにアイーシャは扉の向こうで警備に立ってくれている。さっきは俺たちをからかうべく部屋に入ろうとしたエクセルを追い返してくれたみたいだ。グッジョブ！

　俺は書類に目を通しながら二人に言った。

「仕事はいくらでもあるからな。少しでも消化しないと溜たまる一方だし」

「だからって王城でも残した意識で仕事はしとるんやろ？」

「明日の戦いに備えて今日は休むべきなんじゃない？」

「それは……わかってるけどさ」

　すると二人はなにやらヒソヒソと話し出した。

「これはあれやね、ナデっち」

「ええ。そういうことなんでしょうね」

　あれ、とか、そういうこと、とか一体なにを話しているんだろう。

　すると二人は立ち上がり、俺の両側に立つとガシッと俺の腕を摑んだ。

「シア姉たちが言うとったわ。『ソーマが夜に必要以上に仕事をしているときは……』」

「『精神的な負担で、眠れないせいだから注意して』って」

「ぐっ……」

　図星だった。リーシア、アイーシャ、ジュナさんは俺が一番精神的に追い詰められていた時期を知っている。でもロロアとナデンは知らないはずなので、その二人が知っているということは婚約者候補の間で情報共有されていたようだ。

「ナデっち、そっち持って」

「合点承知。せーのっ」

　二人は俺を机から引き剝がすと、俺をベッドに座らせた。そして逃がさないとばかりに両側から腕をガッチリとホールドしてきた。

「で、なにをそんなに気にしとるん？　勝てる算段は整えたやないの」

「……それでも、やっぱり気が重いんだ。俺の命令で人が死ぬってことが」

　俺は観念して心中を吐露することにした。

「今回の相手は残忍な魔物だ。向こうには生存本能があるだけで、やらなければ被害が大きくなるこの状況下では、魔物たちは殲せん滅めつすべきだ。そこに躊躇ためらいはない。だから公国との戦争を決断したときに比べれば、まだ気持ち的には楽だった」

「ソーマ……」

　心配そうな声を出すナデンの頭をそっと撫なでた。

「それでも、魔物に喰くわれた死体を見るとどうしても考えてしまう。俺が連れてこなければ、俺が戦うことを命じなければ、失われずにすむ命もあるんだろうって。もちろん戦うことによって救われる命、戦わないことによって失われる命の数はそれよりも更に多いことはわかっている。だけど、そうやって命の足し算をしてる自分が嫌になるんだ」

「でも、それが王様っちゅうもんやろ？」

　ロロアが真面目な顔で言った。

「上に立つもんは下で支えてくれるもんに対して、〝できるだけ〟のことをする。できるだけ生かし、できるだけ守り、できるだけ被害を少なくする。もちろん、できるだけやからそう〝できない〟部分も出てくるやろう。せやけど、そうやって上ができるだけのことをしてくれると信じられるから下も戦えるんやって、そんなことはダーリンにもわかっとるんやろ？　それでもダーリンが思い悩むんはきっと……」

「……そうだな」

　わかり切っていることだ。これまでもそうして来たのだから。

　だけど立ち止まって考えずにはいられない。そうしないと……。

「慣れてしまう気がして怖いんだ。こうやって思い悩むことすらなく、決断できるようになってしまったらと思うと……。いつか、なにか〝とんでもないもの〟になってしまう気がする。その結果として、大事な物をなくしてしまいそうな気がするんだ……」

　国王というシステムになりかけた経験が俺に警鐘を鳴らしていた。国王、勇者、異世界人、黒龍と契約した者……人とは違う肩書きは人を惹ひきつける。そして惹きつけられた人々によって祭り上げられることで、自分ではないなにかが一人歩きをする。

　そんな不安が常に俺の中にあった。

「決断を思い悩まないようにはなりたくない。だけど思い悩めば気が滅め入いってくる。だから仕事に集中することで考えないようにする。……矛盾してるかな？」

「……いいんじゃないの。ソーマはそれで」

　ナデンがギュッと俺の腕に抱きついてきた。

「私はそんなソーマの王様らしくないとこ、好きだし」

「せやね。あんまり王様らしくなられても、シア姉たちも心配するんとちゃう？」

　ロロアも負けじとギュッと抱きついてきた。ナデンはクスリと笑った。

「でも、仕事に逃げるくらいなら、私たちのところに逃げてきてほしいわ。弱音でも愚痴でもなんでも聞いてあげるわよ」

「せやせや。あ、お酒でもええよ？　朝まで付き合うたるわ」

　ロロアにもそう言われて、心がなんだか軽くなったような気がした。

「……飲み明かすのはリーシアにお説教されそうだな」

「みんなで怒られればいいわよ」

「なんならシア姉も巻き込んでまえばええやん」

「あはは、そりゃあいいな……ふぁ～」

　思わず欠伸あくびが出た。気持ちが軽くなった途端に眠気がやってきたようだ。ここ数日の移動や戦闘で疲労は溜まっていたし、肉体的には眠る準備は万端だったのだろう。

「ダメだ……眠い……」

「「　うわっ　」」

　俺がゴロンとベッドに横になると、腕に引っ付いていたナデンとロロアも一緒にゴロンと横になった。あー……一気に来た眠気で思考能力が落ちていく。ロロアは子供みたいに体温が高いようだ。寄り添うと温かい。ナデンは逆に体温が低いのか少しヒンヤリしている。どちらの体温も心地よくて、ますます眠りへと引き込まれていく。

　ぼんやりとする意識の中で二人の声が聞こえてきた。

「なぁナデっち。これはこのまま同どう衾きんってパターンやろか」

「そ、そうね。思わぬ役得だわ」

「あっ、シア姉とアイ姉はダーリンと添い寝したことあるらしいわ。そんときもダーリンはかなり追い詰められとったらしいけど」

「そうなの？　なら、いまのソーマにも効果的ってことね」

「せやね。でも、この体勢はどうなんやろ。三人ともベッドに横向きやし」

「足がはみ出しちゃってるわよね。疲れがとれなそう」

「ダーリンが完全に寝落ちしたら向きを変えよか。手伝ってな」

「合点承知。でも、その前に……」

　そこで俺は意識を手放した。
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「「　おやすみなさい、ダーリン／ソーマ　」」

　二人は両側からソーマの頰に口づけた。
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　―――夜が明けた。




　ダビコン河の水面が朝の日差しを浴びて輝いているころ。

　エルフリーデン王国とラスタニア王国の連合軍は、リザードマン殲滅作戦に向けて動き出した。静かに、速やかに配置に就く。各々が、各々の場所で、各々の使命を果たさんと意気込み、やがて来る決戦のときをいまや遅しと待っていた。

　俺はと言えばナデンの背に乗り、砦とりでの北側を流れるダビコン河の上にいた。

『む～……』

　空を泳ぎながら、ナデンが不満げな声（念話だけど）を出した。

　人の姿だったらふくれっ面を見せていたことだろう。その理由もわかっていた。

「ホントごめんな、ナデン」

『まったくよ。なんで私がこの人まで乗せないといけないの！』

「ウフフ、それは私がこの作戦の要だからですわ」

　ナデンが不機嫌な理由。それは一緒に乗っているエクセルの存在だった。

『ドラゴンがその背に乗ることを許すのは伴侶だけって仕来りがあるのに』

「あら、だから私は貴女あなたの背には乗っていないわよ？」

　エクセルはナデンの背にまたがった俺の〝膝の上〟に座っていた。

　さらに落ちないようにと俺の首に自身のしなやかな腕を絡めている。

　白馬の王子が姫を相乗りさせるときの格好とでも言おうか。これはエクセルを運ぶ際、ドラゴンが背に乗ることを許すのは伴侶だけであり、伴侶の祖母ではアイーシャたちのように『伴侶の伴侶は伴侶みたいなもの』という理屈が使えないための措置だった。

『ゴンドラを使えばいいだけでしょうが！』

　ナデンがグルルと唸うなりながら言ったけど、エクセルはどこ吹く風だった。

「嫌ですわそんなの。味気がありませんもの。わざわざ王国から飛んできたのですから、これくらいの我わが儘ままは許してくださいな。ね、陛下？」

『ソーマもなにか言ってやってよ！』

　……俺にどうしろと。ナデンはもちろん大事な婚約者だし、エクセルも今作戦のキーパーソンなので無下にもできなかった。だから軽く注意するだけに留とどめた。

「エクセル、あまりナデンをからかうな。そのうち本気で落とされるぞ？」

「ウフフ、ごめんなさい。あまりに反応が可愛かわいらしいものだから」

　ついね、と言うとエクセルはナデンの背中を撫でた。

「それにナデンさんには妙な親近感があるのよね。ほら、私と貴女って似てるじゃない。頭には鹿角があるし、色は違うけど鱗うろこのある尻尾の形も似てるでしょ？」
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『……それはまあ、そうね』

「私たち蛟こう龍りゆう族ぞくの祖先は蛟龍シー・サーペントだって言われているけど、もしかしたら貴女と同じ龍だったのかもしれないわね」

　ああ、それは俺も前に考えたことがあったな。

　ジュナさんのドーマ家のように人間っぽい姿を持つローレライの子孫というならともかく、蛟龍シー・サーペント、つまり大海蛇の子孫が人間の姿になるというのは腑ふに落ちなかった。その蛟龍シー・サーペントとやらがナデンのような龍だったから人間の姿にもなれたのだろう。

　エクセルはフフフと微笑ほほえんだ。

「もしかしたら蛟こう龍りゆう族ぞくは半竜人ドラゴニユートならぬ半龍人なのかもしれないわね」

『……でも私は貴女のようにムチムチのバインバインじゃないわ』

「それは個人差じゃないかしら」

『理不尽だわ！』

　言い合いを始める二人。念話と膝の上での会話なのでかなり喧やかましい。

　するとハルが竜ドラゴン形態のルビィを駆ってその身体からだを寄せてきた。

「盛り上がってるところ悪いが、そろそろ作戦開始の時間だ」

「……了解。そろそろ始めるとしよう」

　周囲を見回せば数百の飛竜ワイバーン騎兵たちも命令を待って滞空していた。

　頃合いは良し。俺は膝に座ったエクセルに命じた。

「それじゃあエクセル。派手に頼む」

「承知いたしました。陛下」

　途端に笑みを消して真面目な家臣の顔になったエクセルは、俺の首に回していた腕を解くと手を前に組んで頭を下げた。この辺のオン・オフの切り替えの速さは、さすが我が国が誇る女傑といったところだろう。

「それでは久々に『エルフリーデン王国にその人あり』、『淡水の多い場所では無敵の魔導士』と謳うたわれたこの私の全力をお見せしましょうか」

　両手を握り合わせて集中するエクセル。するとエクセルの身体が傾いたので、慌ててその腰に手を回して支えた。意外に華きや奢しやな腰を抱えるとエクセルはクスリと笑った。

「ありがとうございます、陛下。そのまま支えていてくださいまし」

『むぅ～……』

　ナデンが不満そうな声を出したけど、一応作戦の一環なので我慢してもらおう。

　エクセルは瞳を閉じ、念じるように握った手に力を込めた。すると、




　ズザザザザザザザザザザザザッ！




　急に真下を流れるダビコン河の川かわ面もが隆起し、まるでタワービルかと見み紛まがうような巨大な水柱が五本も立ち上がった。あまりにも巨大すぎて見ていて圧倒されてしまう。

　無理矢理に持ち上げられた水から零こぼれ落ちる水みず飛沫しぶきが煙のように漂い、俺たちは一瞬にして霧雨の中にいるような状態になった。

（これが……エクセルの本気……）

　俺は目の前の光景に度肝を抜かれた。

　エクセルの語った『淡水の多い場所では無敵の魔導士』という世の評価には、なんの誇張もなかったようだ。淡水に限定されているのは海では魔法全体が使いにくくなる影響だろう。内陸の砂漠などで戦うならともかく、淡水が豊富にある大型河川の上でエクセルと戦おうと思ったら、飛竜ワイバーン騎兵を全騎投入するくらいの覚悟が必要だろう。

『ソーマ。真下を見て！』

「うおっ……」

　ナデンに促されて下を見た俺は思わず感嘆の声を漏らした。

　どんな川であっても川幅は一定ではなく、その水深も場所によって異なるものだ。

　そして川幅が短く、且つ水深が浅い場所は絶好の渡河地点ということになる。

　つまり俺たちの真下がそれだ。もっとも大河として知られるダビコン河なので渡河地点といえども河幅は二百メートルほどはあり、水深も大の男が肩のあたりまで浸つかるほどはある。馬で渡れるギリギリの深さといったところだろう。

　しかし、いまはエクセルによって水が巻き上げられたことで水位が下がり、川底にある岩まで見えていた。エクセルは握った手を放すとサッと手を振り上げた。

「【水神招来】」

　エクセルがそう呟つぶやくと、五本の巨大な水柱は鎌首をもたげた大蛇のような姿をとりはじめた。そしてエクセルが手を振り下ろすと、ザバアアアアアッという大きな音と共に五つの水の大蛇は下流の川面に頭を突っ込ませた。

　上流から巻き上げられた水が浅瀬を挟んで反対側の下流へと流れ込む。

　できたのは五本の巨大な水のアーチだった。これによってアーチの間の水位は大きく下がり、狭かった浅瀬は大きく拡張されることになった。

　これがハクヤの考え出した作戦だった。

　渡河するための浅瀬が狭く、大軍を向こう岸に渡すのに難渋するならば、その浅瀬を大きく拡張して向こう岸のリザードマンの群れのほうから来てもらえばいい。

　俺が送っておいた情報からそう判断したハクヤは、水系統の魔法では国内随一であるエクセル・ウォルターをはじめ、水系統の魔導士を多数送ってくれたのだ。

　ちなみにエクセル以外の水系統の魔導士たちは川面に浮かべた小船に乗り込み、上流側では下流に流れようとする水の勢いを弱め、下流側ではエクセルが流し込んだ水が逆流しないように上う手まく流動させて調整してくれている。

　こうしてできあがったダビコン河を渡る、五本の水のアーチが架かった浅瀬の道。

　まるでモーセの奇跡のワンシーンを見ているかのようだった。

「ハクヤも凄すごいことを思いついたもんだな……」

「陛下。この魔法は消耗が激しいので早く作戦を進めていただきたく」

　感嘆の溜ため息いきをついていたら、エクセルが苦く悶もんの表情を浮かべながらそう言ってきた。

　おっといけない。あまりに凄すさまじい光景だったので思考が停止していた。

　俺はすぐに同じように呆ほうけた顔をしていたハルに命令した。

「ハル！　作戦通り、一気にリザードマンたちを渡らせてくれ！」

「っ!?　お、おうっ！　行くぞお前ら！」

　我に返ったハルがそう号令を出すと、周囲に展開していた飛竜ワイバーン騎兵隊の面々も、

「「「　おおおおおお！　」」」

　と、鬨ときの声を挙げた。そして赤竜ルビィを駆るハルを先頭に、半数の飛竜ワイバーン騎兵たちがリザードマンたちのいる対岸に向かって飛んでいった。
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　ハルバートとルビィは飛竜ワイバーン騎兵たちの先頭に立ち、対岸にたむろしている数万のリザードマンの群れの上空へと到達した。

　高く飛んでいるためリザードマンの攻撃は飛んでこないが、無数の空を飛べる合成獣キメラ型の魔物たちがハルバートたちに襲いかかってきた。ハルバートは寄ってくる魔物たちを二本の槍やりで貫き、ルビィの火か焰えんで焼きながら飛竜ワイバーン騎兵たちに言った。

「いいか！　俺たちの役目は牧羊犬だ！　コットンシープを追い立てるシャドーハウンドのように、あの〝鱗としっぽの生えた羊〟たちを対岸まで急せき立ててやれ！」

「「「　了解！　」」」

　飛竜ワイバーン騎兵たちは短く返事をすると散開した。そして行く手を遮る魔物を蹴散らしながらリザードマンの群れの端まで到達すると、飛竜ワイバーンに地面に向かって炎を吐かせた。

　ボンッ、ボンッと次々に地面に炎が立ち上る。

「グギャギャギャ……！」

　リザードマンたちはその炎を避けようとして押し合いになり、群れは段々とダビコン河のほうへと追い立てられていく。ハルバートもルビィに飛竜ワイバーンとは比べものにならないほど大きな炎を吐かせて、リザードマンの群れを浅瀬のほうへと追い立てる。

「ははっ、俺の婚約者は凶暴だぞ！　それ、逃げろ逃げろ～！」

　テンションが上がったのかハルバートは愉快そうに言った。

『む～、腹立つ言い方ね。あとでカエデとお説教よ！』

　ガオオオオオオオオオオオオ！

　ルビィの咆ほう哮こうが轟とどろき、怖おじけたリザードマンは我先にと浅瀬を渡りだした。

　群れの行動というのは一度流れが決まったらそう簡単には変更できない。もう追い立てる必要もないと判断したハルバートは集まってきた飛竜ワイバーン騎兵たちに言った。

「これで群れは対岸へと向かうだろう。地上の敵の処理はルドウィン殿の率いる本隊に任せて、俺たちはソーマ……陛下のところへと戻り、飛行する魔物の殲せん滅めつを行う！　空から地上の本隊を援護するんだ！」

「「「　はっ　」」」

　そしてハルバートとルビィは飛竜ワイバーン騎兵隊と共に南へと転進した。
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　対岸にいたリザードマンの群れが動き出した。

（ハルたちは上手くやったみたいだな）

　眼下の水のアーチが架かった浅瀬の道をリザードマンたちが渡っていく。

　浅瀬に薄く張った水をビチャビチャと跳ね上げながら進むリザードマンたちの姿は、昔に生き物の生態を紹介する番組で見た『河を渡るヌーの群れ』を思わせた。

（大自然ドキュメントだと途中でワニとかが襲ってくるんだよなぁ……）

　まあ群れをなして渡ってるヤツらがワニっぽい顔なのだけど。

『これ、わざわざ対岸まで渡してやる必要あるの？』

　同じ光景を見つめていたナデンがそんなことを言った。

『群れの半数ぐらいは河の中にいるんだし、いまウォルター公の魔法を解除して押し流しちゃったほうが簡単なんじゃない？』

「まぁ相手が鎧よろいを着た兵士とかだったらそれが正解なんだろうけど、あいつらは素っ裸だからな。水に流したくらいじゃ死なないかもしれないだろう？　下流のほうへと流されたら討伐するのに余計な手間が掛かるし、全部渡して包囲し殲滅しないと」

「私としては……早く渡りきって欲しいのですけどね」

　エクセルが額に汗を浮かべながらやや苦しそうに言った。

　さすがにこれほど大量の水を操るとなると、いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくな様子のエクセルでも涼しい顔はしていられないようだ。歯を食いしばり手が震えている。

「すまない。もう少しだけ頑張ってくれ」

「わかっていますわ」

　エクセルは引き攣つった笑みを浮かべながら懸命に魔法を使い続けた。

　やがて、リザードマンたちを追い立てる役割を終えたハルたちが合流し、リザードマンの群れもすべてダビコン河を渡りきった。

「ああもう、疲れましたわ！」

　エクセルは伸びをするように両拳を空に突き上げた。




　バシャアアアアアアアン！




　次の瞬間には浅瀬に架かっていた水のアーチは崩れて、水の塊となって落ちた。

　地面に叩たたき付けられた大量の水は大きな飛沫しぶきを上げて、高く舞い上がった飛沫が再度落下することによって河の上に一時的な雨を降らせた。

　見えていた川底は一瞬にして姿を消し、波が起こり、地上でエクセルを補佐していた水系魔導士たちが乗った小舟を揺らしている。

　俺たちはそんな様子を雨でずぶ濡ぬれになりながら見ていた。

「……雨具を用意しておけば良かったかな」

『私の服は鱗うろこだから水を弾はじけるけどね』

　ともかく浅瀬が元にもどったことでリザードマンたちの退路は完全に断たれた。

　上手くいったことに安あん堵どしていると、エクセルの身体からだがグラリと傾いた。

「エクセル!?」

　腰に手を回して抱き留めると、エクセルは弱々しく笑った。

「はぁ、はぁ……大丈夫。力を使いすぎただけですわ」

　うまく笑顔も作れないほど疲れたのか、エクセルは肩で息をしていた。雨に濡れたことで髪や服が身体に張り付き、やたらと色気が出ている。

「よくやってくれた。あとは俺たちに任せて休んでくれ」

「そうさせてもらいます。フフ、陛下に抱き留められているなんて役得ですわね。この光景を見ていたらジュナはさぞや悔しがったことでしょう」

「……ホント、いい性格してるよ」

　どこまでも楽しげな様子のエクセルに俺はガックリと肩を落とした。

『むう～……ジュナの代わりに私が痺しびれさせようかな』

　ナデンがむくれたように言った。ずぶ濡れ状態のいま電撃を食らったら俺まで巻き添えになるので本当にやめてくれ。

　……さて、これで俺たちの役割はほぼ完了した。

　あとは地上の部隊が決着を付けるだろう。そんな風に思っていると、

『あれ？』

　不意にナデンの二本の鞭むちのような髭ひげがピクリと動いた。

「どうかしたのか？」

『んん……うん。なんか西から……ん？』

　ナデン自身もよくわかっていないのか、その言葉は要領を得なかった。

　ただ、感覚の鋭いナデンがなにかを感じ取ってはいるようなので、俺は想定外のことが起きるんじゃないかという不安を覚えた。
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　エクセルが魔法で拡張した浅瀬を渡り、対岸へとたどり着いた数万のリザードマンが見たのは、陣を張っているフリードニア王国軍の姿だった。

　河向こうでは食物にありつけず、空腹だった彼らの目には食べ物が群れているようにしか見えなかった。見たところ空を飛んで炎を吐くようなヤツもいなそうだ。リザードマンたちは飢えを満たすべく、フリードニア王国軍の陣へ向けて駆け出した。

　その様子を王国軍総大将のルドウィンとユリウスが見ていた。

　連合軍の本陣が置かれている小高い丘の上で、二人は騎乗して轡くつわを並べていた。

「リザードマンだけで五万はいそうだ。周囲の魔物の数も合わせればこちらよりも多いだろう。面倒なことだ」

　そう分析するユリウスにルドウィンは頷うなずいた。

「そうですね。これが他国の軍隊であれば苦戦するところでしょうが、数が多いだけで戦略も戦術もない獣の群れ相手に不覚はとりませんよ」

「ああ。それでは私も右翼の指揮に向かうとしよう」

「やはり戦われるのですか？　ラスタニアの人々はもう十分に戦ったのですから、あとは我々に任せてもらってもかまわないのですが」

　気遣うルドウィンの言葉に、ユリウスは首を振った。

「ラスタニア王国の者たちにとって、この戦いは自分たちの国を護まもるための戦いだ。最後の最後で王国だけに任せたら、この国の人々の勝利とはならないだろう。戦後の復興に弾みをつけるためにも、勝利はこの国の人々の手によって摑つかみとらねば」

「戦後の復興……ですか」

　ユリウスがこの戦いのあとのことまで見据えていることに、ルドウィンは感心しきりだった。彼が示した見地は軍の指揮・勝敗にのみ気を配る将のものではなく、国全体のことを考える王のものだった。ユリウスはサーベルの柄つかを叩いた。

「民兵は砦とりでに置いてきたが、正規兵と難民兵は最後まで戦わせてもらう」

「……わかりました。私もこんな立場でなかったら前線に立ちたいんですけどね」

「そんなことをしたら、あのキツネ耳の副官が怒るのではないか？」

「ええ。ですからカエデ嬢に怒られないように本陣で大人しくしていますよ」

　肩をすくめながらルドウィンが冗談めかして言うと、ユリウスはフッと笑った。

「これは……総大将殿が焦じれる前に決着を付けなければならないな」

「私の分を残しておいてくれてもいいのですが？」

「御免被る。総大将殿の手を借りるまでもなく、リザードマンたちにはこの手で引導を渡してくれる。……それでは」

　馬を走らせて去るユリウスを見送ったルドウィンは小さく息を吐いた。

「本当に……縁とは不思議なものだ」

　そう独りごちたあとで、ルドウィンは馬上で右手を高く掲げた。

「前線に合図を！　やってくるリザードマンたちを迎え撃ちます！」

　ルドウィンの号令を受けて、軍用ラッパが鳴り響いた。







「……合図ですね。皆さん、リザードマンたちが来ます！」

　合図のラッパの音色を聞いて、野戦陣地の防護柵の近くで指揮を執っていたカエデは設置された櫓やぐらの上に立ち、杖つえを高々と掲げながら言った。

「まずは敵の足を止めます！　皆さん、防壁を展開してください！」

　カエデのもとには土系統の魔導士が集められていた。

　カエデの合図で土系魔導士たちは一斉に魔法を使い、前線部隊の前の地面が見る見る盛り上がっていき、一分も経たたないうちに陣の前に長い土塁を築き上げた。

「グエッ、グー……」

　いまにも陣地に雪な崩だれ込もうとしていたリザードマンたちは、急に出現した土の壁によって行く手を阻まれた。土なので叩いたり引っ搔かいたりしても跡が付くだけで壊すことはできない。キョロキョロと周囲を見回してもこの壁に切れ目は見当たらなかった。

　それでもリザードマンたちはこの壁の向こうにいる〝食い物〟にありつかんと、その土の壁をよじ登り始めた。凄すごい執念だが先ほどまでの勢いは殺されていた。

「弓兵隊、打ち方始めてください！」

　カエデに命じられて前線部隊の弓兵隊が土壁越しに一斉に矢を射始めた。

　山なりに射られた矢は狙って放たれたものではなかったが、矢の数の多さとリザードマンたちの密集した状態とが相まって次々に命中していった。中には魔法が込められた矢もあり、爆発したり周囲を切り刻んだりしてリザードマンの屍しかばねを増やしていた。

　その光景を櫓の上から見ていたカエデはホッと溜ため息いきを吐ついていた。

（一方的ですね。個々に突っ込むことしか頭にないリザードマンが相手だからこそこの程度で済むのでしょう。もしも、この中に魔族がいて統率の取れた動きをしてきたらと警戒していましたが、取り越し苦労だったようです）

　カエデの指揮で前線部隊はリザードマンたちの足を止めることができた。

　ただ数は多いので寄せてくるリザードマンのすべてを射い貫ぬくことなどできなかった。

　矢の雨をかいくぐり土壁を越えてくるものが現れだす。土系魔導士たちは土壁が壊されないように意識を集中させていて、新たな土壁を造り出す余裕はない。

　そしていままとまった数のリザードマンが土の壁を越えて来た。このままではリザードマンが無防備となった魔導士や弓兵隊に襲いかかるかに思われた。

「………」

　しかし土塁を越えたリザードマンたちを待っていたのは、アイーシャの理不尽なまでに圧倒的な戦闘力だった。ブンッと無言のまま振るわれたアイーシャの大剣が、土壁を越えて降り立とうとしていたリザードマン数頭をまとめて引き裂いた。

「グギェーッ!?」

　断末魔の叫びを上げながら真っ二つにされたリザードマンたち。

　土壁に阻まれ、弓矢などの遠距離攻撃を受けて、リザードマンたちは少数ずつしか土壁を突破できない。そして土壁を越えてくる少数のリザードマンを確実に討ち取り、遠距離攻撃部隊の安全を確保するために、カエデは土壁の内側に精鋭部隊を配置していた。王国個人最強のアイーシャももちろんこの場所を任されたのだが……。

「……むぅ」

　両断されたリザードマンの上半身と下半身がバラバラと落ちる中、アイーシャは無造作に大剣を振るってこびり付いた血ち糊のりを払った。危なげなく勝利したというのにその顔はどこか不満げで苛いら立だっているようだった。

　その原因は同じ部隊にいるジルコマとローレンの存在だった。

　アイーシャの見つめる先でジルコマとローレンは互いに助け合いながら、土壁を越えてくるリザードマンと戦っていた。

「ジルコマ殿！」

　ローレンは戦うジルコマを背後から襲おうとしたリザードマン二匹の前に立ち塞がり、一匹を盾ではじき飛ばし一匹を剣で貫いた。助けられたことに気付いたジルコマは眼前のリザードマンをククリ刀で切り伏せると、ローレンと背中を合わせた。

「すまない、助かりました。ローレン殿」

「なんの。ジルコマ殿の背中は私がお護りします」

「では、私はローレン殿の背中を護りましょう。傷一つ付けさせません。貴女あなたとの子供は三人ぐらいほしいですからね」

「ふぇ？」

　ローレンは一瞬なにを言われたのかわからなかった。それが自分の自爆まがいのプロポーズに対する返答だと理解が追いついた途端、顔が真っ赤になった。しかし、すぐにここが戦場であることを思い出して、にやけそうになる顔を引き締めた。

「……絶対に勝ちましょう！　ジルコマ殿！」

「もちろんですとも……っと」

　すると一頭のリザードマンが逆上したのか二人に襲いかかってきた。

　二人は身構えたが、二人がなにかをするよりも早く、どこからか飛来したナイフがリザードマンの眉間を貫いた。グラリと仰あお向むけに倒れるリザードマン。二人が振り返ると、指と指の間に投げナイフを構えたコマインが呆あきれた表情で立っていた。

「兄上、戦場で言うことですか？　どさくさ紛れにもほどがあるでしょう？」

　コマインの言葉にジルコマは照れたようにそっぽを向いた。

「……不器用なのでな。こういう場でもないかぎり言えないと思った」

「まったく……ローレン殿！　こんな兄ですがよろしくお願いします」

「は、はい！　よろしくお願いされました！」

「お前こそ、なんでここに出てきた。ポンチョ殿と砦で待っていればいいだろう」

　ジルコマはコマインにリザードマンが接近しないよう立ち回りながら尋ねた。

「私だって戦えます。兄上たちが戦っているのに放ってはおけません」

「そんなことを言って、もし嫁入り前に傷が付いたらどうするのだ。ポンチョ殿にもらってもらえなくなるぞ？」

「ポンチョ殿はそんなに狭量じゃありません……って、私たちはそんなんじゃ……」

　どもったコマインの様子を見て、ジルコマとローレンは大方の事情を察した。

「……どうやら、この戦いのあとに話し合わなければならないことが増えたようだ」

「ええ。なんとしても無事に切り抜けないといけませんね」

　二名に増えた保護者たちにそう言われ、コマインは顔を真っ赤にしていた。

　と、そんな三人のやりとりを横目で見ていたのでアイーシャは苛立っていたのだ。べつに戦場で不謹慎だとかそんなことを思っていたわけじゃない。

　アイーシャが考えていたのはただ一つ。

（ローレン殿が羨ましい！）

　それだけだった。

（私だって陛下に活躍を見てもらって褒めてもらいたいのに、陛下はナデン殿と一緒に空の上じゃないですか。私もあんな風に陛下と背中合わせで戦いたいです！）

　ソーマがアイーシャと一緒に戦ったところで足手まといにしかならないのだが、そこはそれ。信頼できるパートナーである象徴のような行為を横目に見せつけられると、自分もああいうことがしたい……と思ってしまうのは仕方のないことだろう。

　アイーシャは苛立つ心のまま大剣を振るった。
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（昨日は私だけ警備のために陛下と添い寝できませんでしたし……このモヤモヤ、眼前の敵にぶつけさせてもらいます！）

　ソーマが強制的に星竜連峰に連れて行かれたときもそうだったが、アイーシャはソーマのことで感情が高ぶると、リミッターが外れるのか破壊力が大幅に上がる。

　ソーマが自分を置いて星竜連峰へ行ってしまったときには、その悲しさをバネにして、ハルバート、カエデ、カルラを圧倒してみせたほどだ。

　いまはジルコマたちの仲睦むつまじさへの妬みの感情を大剣に乗せて戦っていた。

（私だって陛下に褒めて欲しいんです！　可愛かわいがってほしいんです！　そのためにも、こんな戦いはとっとと終わらせて、陛下のもとに行かなくては！）

　感情のままにリザードマンたちを蹴散らすアイーシャ。

　リザードマンたちにとって、完全にとばっちりな戦いがそこにはあった。




　◇　◇　◇




「っ!?」（ビクッ）

　な、なんか背筋に悪寒が走った気がするんだけど……気のせいだろうか。

『うなああああああ!!』

　ズバチッ!!

　ナデンが縦横無尽に放った電撃が、周囲を飛び交っていた魔物たちを黒焦げにして落としていた。俺と龍のナデン、そしてハルと赤竜のルビィのコンビは他の飛竜ワイバーン騎兵たちと共に、空を飛べる魔物たちが地上部隊を攻撃しないように制空権の確保に努めていた。

「死にてぇヤツから掛かってきやがれ！」

　ハルはルビィの上でも二本投げ槍やりを使って大立ち回りを演じているが、他の飛竜ワイバーン騎兵たちは大抵魔力を纏まとわせた矢を撃って攻撃している。

「みんな派手にやってるなぁ……」

　俺はというとクロスボウを使い、撃っては矢を装そう塡てんして、弓を張るためのレバーをコキコキと引き、また撃つ。撃っては矢を装塡してレバーをコキコキ、撃ってはコキコキ、撃ってはコキコキ……といった作業を延々と繰り返していた。ハルたちに比べると地味すぎるけど、それでも小型の魔物を三匹くらいは撃ち落とせた。

　俺は下を覗のぞき込み、眼下で繰り広げられている合戦の様子を見た。

　カエデやアイーシャたちがいる中央前線部隊の奮闘もあり、中央へと殺到していたリザードマンたちの勢いが止まっている。

　それを好機と見た右翼と左翼の部隊がリザードマンの包囲にかかった。

　今回の戦いは殲せん滅めつ戦だ。討ち漏らせば禍根を残すことになる。

（みんな、頑張ってくれ……）

　俺は下で戦う将兵たちのために戦勝を祈願した。




　◇　◇　◇




　右翼の部隊を率いていたのはユリウスだった。

「盾持ち兵は間隔を空けるな！　槍兵は盾持ち兵の後ろから突っ込んでくるものだけを突き伏せろ！　各自突出しないように注意しつつ、少しずつ前に進んでいくのだ！」

　通常の合戦では横やりを付く場合は速度を重視して、敵を敢あえて散らして隊列や陣形を乱すものだが、今回は敵の殲滅が目的だ。逃がすことのないように真綿で首を絞めるが如ごとくジワジワと敵を押し込んでいく。

　すると赤いリザードマンが跳躍し、盾持ち兵に飛び乗った。炎を吐ける個体だ。

　赤いリザードマンは口を大きく開けると、大きく息を吸い込み、盾持ち兵の後ろにいる無防備な兵たちに向かって炎を吐こうとした。

「させん！」

　ユリウスはリザードマンの口に剣の側面を当てて息を吸い込むのを防ぎながら、腹を蹴り飛ばして盾持ち兵から引き剝がした。そして地面に手を当てると、ガイウスが得意だった魔法で地面から無数の棘とげを生やして赤いリザードマンを滅多刺しにした。

「グ……ルル……」

　針山のようになった赤いリザードマンの目から命の火が消えた。

　相手の息の根が止まったことを確認してからユリウスは声を張り上げた。

「突破を許すな！　いまこのときこそがこの煩わしき戦いに終止符を打つ刻ときである！　敵を完膚なきまでに叩たたき潰し、この戦いを我らの勝利で終わらせるのだ！」

「「「　おおおおおおお!!　」」」

　右翼の将兵たちが気炎を吐いた。

　一方その頃、左翼の部隊にはトルギス共和国の主従コンビが交ざっていた。

「ったく、盾より前に出られねぇってのはつまんねぇな」

　盾持ち兵を越えてきそうになるリザードマンを棍こんで叩きのめしながら、クーがそうぼやいた。そんなクーをレポリナが弓に矢を番つがえながら窘たしなめた。

「仕方無いでしょう、若様。隙間を空けて逃げられるわけにはいかないんですから」

　そう言いながらレポリナは一射で一頭のリザードマンを屠ほふっていった。こういった自身の安全が確保された場所からの狙撃はレポリナの得意分野だった。

「敵を倒したいならクー様も弓矢を使ったらどうですか？　いくら射い貫ぬいてもなかなか数が減らなくて困ってるんですけど」

「オイラはレポリナほどの射撃の腕はねぇしなぁ。それに……」

　するとリザードマンの一体が苦し紛れに投げた石礫つぶてが、レポリナに向かって真っ直すぐに飛んできた。油断していたレポリナは顔を手で覆ったが、その石礫はレポリナの下へと届く前にクーの棍によって粉々に打ち砕かれた。

「レポリナは腕はいいんだが、射撃に集中しすぎて他がお留守になるからな。仕方ねぇからオイラが守ってやるぜ」

　驚きに目を瞠みはるレポリナの前で、クーは棍で肩を叩きながら笑って言った。守ってやると言われて、レポリナは緩みそうになる口元をなんとか抑えながら弓矢を構えた。

「本来ならクー様を守るのが私の仕事なんですけどね」

「ウッキャッキャ。まぁたまにはいいんじゃねぇか？」

「そうですね。ちょっと気分がいいです」

　そこからはテンションが上がったレポリナによって、多くのリザードマンが射倒されていった。そのあまりの無双っぷりに近くで見ていた兵士たちに『死の兎乙女デス・バニーガール』という二つ名を付けられて、レポリナが羞恥で悶もだえるのはまた後の話だった。




　◇　◇　◇




　右翼と左翼の部隊がリザードマンの群れが拡散しないように防ぎつつ、徐々に間隔を狭めて圧殺する構えを見せた。中央の部隊が堅く防いでいるため、リザードマンたちは前に抜けることもできないまま左右からの挟撃を喰くらう形になった。

　後退しようにも背後にはダビコン河があり、すでに浅瀬は狭まっている。

　また浅瀬の近くには水系魔導士の乗った小舟が控えていて、浅瀬を渡ろうとするリザードマンを水系統の魔法で貫き、そこからの脱出を阻んでいた。

（……あれ？）

　観察していて気付いたのだけど、危機的な状況にもかかわらずリザードマンたちの中に河に飛び込もうするものはいなかった。あくまでも浅瀬を渡ろうとしている。

（もしかして、リザードマンは泳げないのか？）

　リザードマンは顔は爬は虫ちゆう類るい、顔以外の上半身は鱗うろこはあるがマッチョな人型で、下半身は小型肉食恐竜のような形状をしている。そんな生物として歪いびつな構造をしているせいで上う手まく泳げないのだろう。だから河向こうで大渋滞を起こしていたのか。

（生物として歪……魔物って一体なんなのだろう）

　リザードマンを見ながらふとそんなことを思った。

　突然変異によって他とは違う特徴を持って生まれる生物はいる。

　全身が真っ白だったり、頭が二つあったりといった具合にだ。

　だけどそれはあくまでも一個体・一世代としての特徴だ。あのような身体構造の歪な生物が群れを成すほど自然発生することなどあり得るのだろうか？

（……いま考えても仕方がないことか）

　答えの出せない問題は後回しだ。いまは目の前のことに集中しないと。

「地上のほうはもう少しで片付きそうだな」

『………』

　同意を求めてナデンに声を掛けたのだけど、ナデンからの返答はなかった。

「ナデン？」

『……やっぱり、西から変な感じがする』

　ナデンは戦いながらも西の方角を気にしていたようだ。

　俺も西を見たけどなにも見えなかった。でも、龍や竜ドラゴンは魔力に敏感だ。そのナデンがなにか感じているというのなら、実際になにかが存在するのだろう。

「その変な感じっていうのは悪い感じなのか？」

『う～ん……悪い感じってわけじゃなくて、むしろよく知ってる感じなんだけど……でもなにかがおかしいような……』

『ナデン』

　するとハルを乗せた赤竜のルビィが幅寄せしてきた。

『ねぇナデン。この感じって……』

『やっぱりルビィもそう思う？　でも、ちょっと変な感じもしない？』

『そうね。たしかに似て非なるもの、って感じもするわ』

　黒龍と赤竜が顔を突き合わせて首を捻ひねるというシュールな光景だった。二人の背中でほったらかしにされた俺とハルは、なんのことだかわからず顔を見合わせていた。

　すると、状況の変化は先に地上で起こった。

　右翼と左翼の部隊に挟撃され、細い浅瀬から逃れようとすれば水系魔導士の集中攻撃を喰らい、リザードマンたちは河を背に圧殺されるのを待つだけの状態だった。

　しかし、そこで『溺れる者は藁わらをも摑つかむ』という心境だろうか。死を目前にして野性の生存本能が働いたのだろう。河の中へと飛び込む個体が現れた。




　ドボドボドボンッ！




　一体が河に飛び込めばそれを真ま似ねして別の個体も続く。

　魔物を狩らせるときに利用した学習能力が嫌な形で発揮されてしまったようだ。

　一度流れができてしまえばもう止められない。

　河の近くにいた個体から次々と水の中に入っていく。

　予想したとおりリザードマンの身体構造ではろくに泳ぐことができず、急流に吞のまれて藻も搔がいている。普通の戦ならばこれで勝利と言えるだろう。

　しかし、この戦いは規模こそ大きいが戦争ではなくあくまでも害獣駆除だ。

「あれは……少々まずいか」

　リザードマンたちは押し流されているようにしか見えないが、生きて下流の岸に流れ着けば被害が拡大し面倒なことになる。

「ハル、空軍戦力で河の中のリザードマンを攻撃できないか！」

「無理だ！　みんな、空飛ぶ魔物たちの相手で手一杯な状況だ！　ここから飛竜ワイバーン騎兵を割いたら、今度は空飛ぶ魔物たちを逃がすことになるぞ！」

「くっ……」

　ハルの言うとおり飛竜ワイバーン騎兵たちは空飛ぶ魔物とドッグファイト中だった。

　援軍部隊の空軍のほとんどは物資の輸送用に使っている。また情報を秘匿しておく必要性から『ススムくん・マークⅤ』のような虎の子の装備は持ってこなかった。

　そういった空軍戦力の少なさが隙を生じさせてしまったようだ。

「陛下、私がもう一度魔法を使いましょう」

　抱きかかえていたエクセルがそう言ったけど、魔法を使いすぎたのだろう。顔色が悪くて無理をしているのが丸わかりだった。

「ダメだ。力を使い果たしているだろう？」

「ですがこのままでは……」

「エクセルに倒れられたら我が国の損失だ。なにか他の手を……」

　どうにかならないものかと思考を巡らせていた、そのときだった。

『ソーマ！』

　ナデンが急に声を上げた。

『西の空を見て！』

「えっ……なっ!?」

　ナデンに促されて西の空を見ると短い棒線のようなものが百以上、浮かんでいるのが見えた。その棒線が近づくにつれて、それが広げた翼であることがわかった。

　大きな翼を持った生き物が編隊を組んでこっちに飛んできている。

　飛竜ワイバーンか……いや、飛竜ワイバーンより大きいし前脚があるようだ。ということは……竜ドラゴン!?

　すると編隊飛行する竜ドラゴンたちの一匹がグンッとスピードを上げたかと思うと、あっという間に俺たちの前にやってきた。それは白く綺き麗れいな竜ドラゴンだった。

　その竜ドラゴンを見て俺とナデンは驚きの声を上げた。

「もしかしてパイなのか!?」

『やっぱり、感じていた気配はアンタだったのね』

　その白竜は星竜連峰で出会ったナデンの友達パイ・ロンだった。

　白竜のパイは俺たちを見ると小さく頭を下げた。

『お久しぶりです、ソーマ王。それにナデンも』

　本当に久しぶりの再会だった。ナデンとルビィはパイのそばに寄って尋ねた。

『パイ……なのよね？』

『ふふ、他の誰に見えるっていうの？』

『ん～？　パイの気配が近づいているのを感じてたんだけど、どこか違和感があるのよね。なんというか、私の知っているパイと違うというか……ねえルビィ？』

『そうね……貴女あなただけど貴女じゃない。そんな魔力を感じるわ』

『……あはは。するどいね』

　三人がそんなことを話していると、パイの背中のほうから声が聞こえてきた。

「パイ。私も挨拶させてもらってもよいだろうか」

　パイは慌てたように「あっ、そうでした！」と言って首を下げると、その背中に白金の鎧よろいにフルフェイスの兜かぶとを被かぶった騎士が乗っているのが見えた。

「お初にお目に掛かる。黒く珍しい姿のドラゴンに乗っているということは、貴方あなたがフリードニア王国の国王ソーマ殿なのでしょう」

「そうだが、貴殿は？」

　その騎士が被っていた兜を取ると、中から現れたのはベリーショートの綺麗な〝女性〟だった。女性は兜を小脇に抱えると俺に向かって一礼した。

「私はノートゥン竜騎士王国の王女にしてこの白竜パイの騎士、シィル・ムント。盟友ラスタニア王国の危機を知り、竜騎士二百騎を率いて参りました」

　シィルという名の女騎士はそう名乗った。

　この名乗りだけで驚くポイントが何カ所かあった気がする。

　まず竜騎士王国の竜騎士たちが援軍に来てくれたこと。どうやら竜騎士王国側の魔ま浪なみには片が付いたようだ。さすが兵科最強の竜騎士を抱える国といったところか。

　次に援軍を率いてきたのがお姫様だということだけど、これはまぁうちにも戦場に出たがるお姫様などがいるのでそこまでは驚かなかった。

　そして俺とナデン、ルビィをもっとも驚かせたのが白竜パイの騎士が〝女性〟だということだった。竜ドラゴンと騎士との契約は結婚し、子を生なすことを前提とした契約だという話だった。そして契約した騎士が女性だった場合、種族としては性別が曖昧である竜ドラゴンは子を生すために男性の姿へ変わるという。それはつまり……。

『パイってば、男になっちゃったの!?』

『そうだよ』

　ナデンの驚きの声をパイはあっさりと肯定した。

　あっ、そうか。ナデンとルビィが知っている気配のはずなのに違和感があるとか言っていたのは、ここらへんに原因があったのだろう。

　なるほどな……っていまはそんなことを気にしている場合じゃなかった！

「シィル殿！　早速ですが手を貸していただきたい！」

「ふむ、なんでしょうか？」

「我々はリザードマンの群れを追い詰めているのですが、一部のリザードマンが河へと飛び込み、逃れようとしています！　竜騎士隊にはその殲せん滅めつをお願いしたい！」

　そう早口で説明するとシィルは力強く頷うなずいた。

「承知しました。行こう、パイ」

『ハイ！』

　シィルは兜を被り直すとパイを駆って竜騎士たちのもとへと戻った。

「我らは河に逃れたリザードマンを殲滅する。続けええ！」

　そして剣を掲げながらそう宣言すると、竜騎士隊を率いて急降下していった。竜騎士たちは川かわ面もの近くを飛ぶと竜ドラゴンたちは一斉に炎を吐き出した。

　ゴオオオオオオオオオオオッ!!

　竜ドラゴンの編隊から吐き出された炎が川面を撫なでて広がっていく。

　その炎は流されていたリザードマンたちを容赦なく焼き尽くした。竜ドラゴンの炎とはなんと凄すさまじい威力なのだろう。まあ強いルビィが二百頭いると考えれば当然か。

　空から見下ろせば、まるでダビコン河が燃えているかのようだった。

　そんな光景を見ながらナデンがボソリと呟つぶやいた。

『なんかもう、驚きすぎて頭が痛くなってきたわ』

　俺は無言のままナデンの背中を撫でた。

　程なくして地上部隊がリザードマンたちの殲滅を終えたのだろう。

　下から兵士たちの鬨ときの声が聞こえてきた。俺たちの勝利だ。

　最後に衝撃のカミングアウトなどがあったものの、こうしてラスタニア王国での一連の戦いはフリードニア・ラスタニア・ノートゥン連合軍の勝利で幕を閉じた。
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　フリードニア王国、ラスタニア王国、ノートゥン竜騎士王国の連合軍により、魔ま浪なみによって襲来した数万を超えるリザードマンと魔物たちが殲滅された日の夜。

　ダビコン河近くの砦とりででは今日の勝利を祝う宴うたげが催されていた。

　砦の中庭や野営地では炊き出し用の大鍋が置かれ、兵士たちは車座になってフリードニア王国軍が持ってきていた酒と、ラスタニア王国から供出された酒を飲んでドンチャン騒ぎをしていた。肴さかなは兵糧の余剰分が充てられたけど、中には魔物の肉が食べられるという話をどこかから聞きつけ、砦の周りに転がっている魔物の死体の中から、食べられそうなものを焼いて食べてみる猛者も現れたようだ。

　そんな風に外では兵士たちがドンチャン騒ぎをしている中、俺たちは砦内に特別に設しつらえられた宴会場にいた。

　ここにいるのは俺と婚約者と近しい仲間たち、それに三国の要人ばかりだった。

　すでにラスタの城館に残してきたラスタニア国王夫妻が飛竜ワイバーンのゴンドラで到着している。ちなみになぜかティア姫はすでにこの砦にいて、戦いを終えて戻ってきた俺たちをロロアと一緒に出迎えて啞あ然ぜんとさせた。ユリウスだけは苦虫を嚙かみ潰したような顔をしていたことから、彼女の潜入を知っていたと思われる。振り回されているようだ。

　それはともかく、そこかしこでフリードニア王国、ラスタニア王国、ノートゥン竜騎士王国の人々と懇談している。俺も立場上、いろんな人々のところに顔を出したほうがいいと思うのだけど……いまはアイーシャに引っ付かれて動けずにいた。

「………」

　宴会が始まってからというもの、アイーシャは俺の右腕にギューっとしがみついて離れようとしなかった。いろいろと柔らかいアイーシャに抱きつかれること自体は嫌なわけはないけど、ちょっと力が入りすぎていてまったく身動きがとれない。

「あの、アイーシャ？　もう少しだけ力を緩めてくれない？」

「……嫌です」

　……と、まあこんな感じだった。

　話を聞いてみるとなんでも戦場でラブラブな雰囲気を出していたジルコマとローレン兵士長の雰囲気にアテられたらしい。……あの二人は戦場で一体何をしていたんだ？

　ちなみにこんなアイーシャを気遣った（もしくは面倒くさがった）のか、ロロアはユリウスやティア姫たちと、ナデンは久しぶりに再会したパイたちと話していた。

　するとアイーシャは捨てられた子犬のような目で見てきた。

「あの……ダメでしょうか？　私、今日の戦闘で頑張りましたよ」

　縋すがるような目。その目を見て俺はアイーシャの気持ちを理解した。

（……ああ、そうか。アイーシャは褒められたかったのか）

「誉ほめる」ではなく「褒める」だ。褒めるというのは目上の者が下の者に（たとえば大人が子供に）対して行うことだ。そして褒められたいというのは、目上の者に対して甘えたいという感情がある。アイーシャは甘えたかったのだろう。昨日の夜にロロアやナデンと添い寝したときに自分だけ外で警備していたというのもあるのだろう。

　俺は空いている手でアイーシャの頭を撫でながら言った。

「本当によくやってくれた、アイーシャ」

「ふふふ」

　アイーシャはようやく満足がいったように微笑ほほえんだ。すると、

「お二人は仲がよろしいのですね」

「本当に。初々しいですわ」

　そんな俺たちの様子をティア姫の両親であるラスタニア国王夫妻がニコニコ顔で見ていた。み、見られていたのか……。少し気恥ずかしく思っていると、ラスタニア王は杯と葡ぶ萄どう酒しゆの入ったボトルを差し出してきた。

「どうぞ、ソーマ殿、アイーシャ殿」

「あっ、どうもありがとうございます」

「きょ、恐縮です」

　俺とアイーシャはラスタニア国王のお酌を受けた。

　それぞれの杯に葡萄酒が注がれたところで四人で乾杯をした。ラスタニア王は杯の葡萄酒を一息に飲み干すと、上機嫌な様子で俺に感謝の言葉を述べてきた。

「いやはや此この度たびの援軍は本当にありがとうございました。フリードニア王国の援軍がなければ我が国は滅んでいたやもしれません。民に成り代わりましてお礼申し上げます。私もユリウス殿ほどの武勇があれば共に戦えたのですが、とんだ役立たずで……」

「……いいえ、それは謙遜というものです。我らの援軍が間に合ったのはユリウス殿をはじめ、この国の人々の奮闘があったればこそです。我らは帝国からの要請によって、ほんの少し手を貸しただけにすぎません。それにラスタニア王家はこの国の人々にとても愛されていると感じました。貴方はこの国の人々にとって精神的な支柱なのでしょう」

　俺は空になったラスタニア王の杯に葡萄酒を注ぎながら言った。

「魔王領の脅威に対しては我が国も無関係ではいられません。今後も魔王領や東方諸国連合内に動きがあればご連絡ください。助力は惜しみません」

「ありがとうございます」

　ラスタニア王は笑顔で会釈をした。

　俺が語った言葉はリップサービスなどではない。

　ラスタニア王国は東方諸国連合の一員というだけでなく、西のノートゥン竜騎士王国と同盟関係にある。我が国が両国と交渉する際の窓口としては打って付けな国であり、是非ともこのまま交流を持っておきたかった。

「いやはや、それにしてもすごい光景ですね」

　ラスタニア王は宴会の場を見回しながらそんなことを言った。

「ここにフリードニア国王となるソーマ殿がおられ、ノートゥン竜騎士王国の王女であるシィル殿がおられる。また、聞けばクー殿は南のトルギス共和国の元首のご子息と言うではないですか。この大陸の次代を担うであろう若人たちが、このような東方諸国連合の片隅にある小国に集っているのですから驚きです」

　……うん、まあたしかに、集まりすぎなくらい集まってるな。でも……。

「ラスタニア王国も次代が明るいのではないですか？　ユリウス殿にジルコマ、ローレン兵士長もいますし……あっ、今更ですがティア殿のご婚約おめでとうございます」

「ありがとうございます。本当に、ユリウス殿のような頼りになる若者に婿に来ていただけたことは嬉うれしい限りです。ティアの気持ちを知っていましたし、私たちにも異存は無かったのですが、アミドニア公国の公子であった方にはるかに小さな国の王になって欲しいとお願いするのもはばかられまして……。ですが、要らぬ心配だったようですね」

　ラスタニア王が微笑ましく見つめる先には、ティア姫やロロアといつも通りの仏頂面で会話しているユリウスがいた。仏頂面ではあるものの会話が途切れる様子はなさそうだったので、あれはあれで上う手まくやっているのだろう。

　そんなことを考えていると、ラスタニア王が俺の顔を見た。そして、

「ソーマ殿。貴殿とユリウス殿の間に因縁があることは聞かされました。いまもまだユリウス殿に対して隔意はお有りなのでしょうか？」

　そうストレートに尋ねてきた。この人はどうも正直な性分のようだ。

　純粋にティア姫の婿となるユリウスの身を案じているのだろう。フリードニア国王としてアミドニア地方を統治することを考えると、ユリウスの存在は危険因子になりかねないからな。俺がユリウスの排除に動かないかと心配しているのだろう。

　俺は静かに首を横に振った。

「たしかにユリウス殿との間には因縁があります。ユリウス殿からしてみても私は仇かたきとも言える存在ですから、今後も確執が完全になくなることはないでしょう」

「………」

「ですが、ユリウス殿になにかあったらティア殿が悲しみましょう。ティア殿が悲しむことになったら仲良しになったロロアも悲しみます。私はそんなことは望みません。ユリウス殿にしても、ティア殿やロロアを悲しませてまで私と対立したくはないでしょう」

　大事な人を悲しませたくない。その思いは俺とユリウスの中で一致していた。

「もしも今後、私とユリウス殿の利益が対立する場面が来たとしても、私もユリウス殿も戦争になるような最悪の事態は回避しようと動くでしょうね」

　仲良くはできないかもしれないけど、できるならば戦いたくない。

　俺たちはいつの間にかそんな奇妙な関係になっていた。俺の言葉に安心したのかラスタニア王は俺の手を押し戴いただき、目に涙を浮かべながら微笑んだ。

「両国が共に繁栄することを、切に願っております」







　ラスタニア国王夫妻のもとをあとにし、俺とアイーシャはナデンがいるところへと向かった。ナデンはパイやシィルと話しているみたいだったけど、そばにはハル、カエデ、ルビィの姿もあった。近づいていくとシィルが真っ先に気付いたようだ。

「これはソーマ殿。此度のご活躍はナデン殿より聞き及んでおります」

　そう言ってシィルは右手を差し出してきた。

　シィル殿はダークエルフほどではないけど、小麦色になった肌にベリーショートの金髪が特徴的なボーイッシュな女性だった。多分、二十歳前後だろう。露あらわになっている腕には細いながらも筋肉が付いていて、陸上アスリートのような体型をしていた。

　俺はシィルの手を取ってガッチリと握手を交わした。

「いえいえ、私自身は大した活躍はしてませんよ。此度の戦勝はこの国の人々の奮闘と、各人の健闘によるものです」

「ご謙遜を。この国への援軍派遣を決断したのは貴殿でしょう。ありがたいことです。本来、この国への援軍は盟友である我らの責務でしたが、我が国にも魔ま浪なみの影響が及んでいて解決するのに手間取ってしまい、到着が遅れてしまいました」

　魔ま浪なみは広範囲な現象だからな。西側ではマリアたちが対処に当たっているし。

「ノートゥン竜騎士王国を襲った魔ま浪なみはどんな感じでしたか？」

「様々な種類の魔物が同時に襲ってきたといった感じでしたね。一匹一匹は大した強さではなく容易たやすく焼き払える相手だったのですが、とにかく数が多くて……あれはなかなかに骨が折れました。上から見たら魔物の群れで地面が見えないほどでしたよ」

「それは……聞いただけで辟へき易えきしますね」

　そんな数が一気に襲ってきたら、この国では一ひと溜たまりもなかっただろう。襲ってきたのがほぼリザードマンだったからこそ、河で足止めされていたわけだし。

「ところで、シィル殿はパイと……」

「あー、ソーマ殿。ソーマ殿はパイと知己で、パイとは普通に話すそうではないですか。私はパイの伴侶となった者です。私にも丁寧な言葉遣いはナシでお願いします」

「……わかった。そちらも話しやすいようでかまわない」

「それは助かる。丁寧語は苦手なんだ。どうにも肩が凝ってしまってな」

　そう言うとシィルは右の肩をグルグルと回して見せた。

　ボーイッシュな見た目どおり男口調なのがデフォのようだ。

「お久しぶりです。ソーマさん」

　すると白いツナギのような服を着た、見ただけでは美少女なんだか美少年なんだかわからないクリクリッとした目の子が話しかけてきた。

　多分、人の姿になったパイなんだろうけど前と印象が大分違っている。

　竜ドラゴンは契約を結ぶまでは中性的なスタイルをしていて、男性騎士と契約を結ぶことで女性らしくなり、女性騎士と契約すること男性らしくなるとは聞いていたけど、いまのパイは完全に〝男の娘こ〟って感じだった。

　驚きに目を瞠みはっているとナデンが首を傾かしげた。

「どうしたのよ？　ソーマ」

「あっ、いや……あのパイが本当に男になったんだなぁって。竜騎士の契約一つでここまで急激に変わるものなんだな。ビックリした」

「ふふふ、竜ドラゴンってそういうものですからね」

　パイが苦笑いを浮かべながらそう言った。

「ナデンやルビィだって、契約してから女らしくなったんじゃない？」

「んー？　ナデンはそんな変わったようには見えないんだけど……なあハル、ルビィは変わったのか？」

　近くにいたので尋ねてみると、ハルは「う～ん」と首を捻ひねった。

「言われてみれば契約したときに比べて出るところが出てきたような、って痛っ！」

　ハルはルビィに足を踏まれ、カエデに杖つえでポカッと叩たたかれていた。

　うん、俺が聞いたのが原因だけど、いまのはデリカシーがなかったな。

　するとナデンがペタペタと自分の胸に手をやっているのに気付いた。そして無表情のままルビィのもとに歩み寄ると、ペタッとその胸に手を当てモニュッと揉もんだ。

「あんっ……って、ちょっと!?」

「………」

　艶っぽい声を出したルビィに対し、ナデンは無言のままその場に崩れ落ちた。

「いつの間にこんな差が……」

「あっ……その……なんかゴメンね……」

　発端となったパイが申し訳なさそうな顔をしていた。落ち込んだナデンをアイーシャが「これからですよ、これから」と励ましていたけど、婚約者の中で一番出るとこが出ているアイーシャが言っても傷口に塩を塗るだけだろう。

　ここは無理矢理にでも話題を変えるべきだな。

「えっと……パイが男性になったみたいだけど、その場合、子供を産むのは……」

「うむ。私ということになるだろうな」

　シィルが胸を張りながら軽い感じでそう答えた。

「竜騎士の契約は子孫繁栄を対価とするものだ。私は人間族なので生まれてくる子供は人間か半竜人ドラゴニユートのどちらかで、竜ドラゴンは産めないのだがな」

　前にナデンから聞いた話では竜ドラゴンは大きな卵の状態で生まれるのだけど、孵ふ化かするのがいつなのかは親にもわからないそうだ。人間の体内では当然竜ドラゴンの卵は作れないわけだから、竜ドラゴンを産めないのは当然だろう。シィルはカラカラと笑った。

「まあ竜ドラゴンが竜ドラゴンを産む場合も、卵は星竜連峰に預けなくてはならず、手元では育てられないそうだからな。パイは不満かもしれないが、私はパイとの子供を確実に自分で育てられることを嬉しく思っている」

「不満だなんてそんな……ボクもシィル様との子供を育てられるのは嬉しいです」

　そう言ってパイも嬉しそうにはにかんだ。一人称もボクになっている。

　男勝りな女性と女の子っぽい男の娘というチグハグなコンビだけど、本人たちはうまくいっているっぽいからいいのだろう。そんな二人を見て、

「変わった竜騎士もいたものですね」

　と思わず口走ってしまい、傍そばで聞いていたナデン、ハル、カエデ、ルビィから、

「「「　ソーマ／お前／陛下／貴方あなたがそれを言うの!?　」」」

　と総ツッコミを受けた。……それもそうだな。







　ナデンたちと別れた俺とアイーシャはトモエちゃん、イヌガミ、クー、レポリナの獣人族組が楽しそうに談笑しているのを横目で見ながら、今度はポンチョ、セリィナ、コマイン、ジルコマ、ローレンが集まっているところに顔を出した。

「ポンチョ殿。コマイン殿との出会いはどんな感じだったのでしょうか？」

「妹は貴方のもとでちゃんと働けているでしょうか？」

「えっ、あ、ハイ。とても頼もしいです、ハイ」

　どうやらポンチョはローレンとジルコマに挟まれて質問攻めにあっているようだ。そんなポンチョの様子をコマインはオロオロと、セリィナは呆あきれた様子で見ていた。

「……これは一体どういう状況なんだ？」

「これは陛下。どういうもなにも御覧の通りだと思われますが」

　セリィナが澄まし顔でそう言った。御覧のとおりって言われてもねぇ……。

「それではポンチョ殿？　本当にお付き合いしているお方はおられないのですか？」

「貴族になられたのですから婚約話は沢山舞い込んでこられたのでは？」

「は、はい、ジルコマ殿、ローレン殿。たしかにお話は多くいただいたのですが、どうにもご縁に恵まれず、そういうお方はいないのです、ハイ」

　ジルコマとローレンがポンチョの恋愛事情を聞き出そうとしているようにしか見えなかった。というか、ポンチョはまだ婚約者を見つけられてなかったのか。

　ポンチョは俺が直々に登用した家臣ということもあって将来を有望視されている。

　そのため貴族・騎士階級の家から有力商家まで幅広く、かなりのお見合い話が持ち込まれていたはずなんだけど……本当に誰とも婚約できなかったのだろうか？

「ですが、ジルコマ様の話では王国では大層人気だったというではないですか」

　そんな俺の疑問をローレンが代わりに聞いてくれた。

　ローレンのジルコマの呼び方が「ジルコマ殿」から「ジルコマ様」になっているのはスルーでいいか。アイーシャがあてられてた様子からもなんとなく察せられるし。

「エルフリーデン王国とアミドニア公国の食料問題を解決へと導いたことで人々から慕われ、また将来を有望視されていると聞きます。そのような殿方を世の女性たちが放っておくとは思えないのですが？」

　ローレンの言ったとおりフリードニア王国でのポンチョの人気は凄すごいものだった。とくにアミドニア地方の一部では食の神様として神格化されつつある。こういう動きはルナリア正教皇国を刺激しかねないので、ほどほどにしておいて欲しいんだけどな。

　するとポンチョはブンブンと首を振った。

「そ、それは買い被かぶりです、ハイ。こんな見た目だからでしょうかね。お見合いの席に来ても私わたくしの顔を見るなりそそくさと帰ってしまう人ばかりなのです、ハイ」

「えっ、そうなのですか？」

　ん？　ポンチョの顔を見ただけで帰る？

　たしかにポンチョは太っちょだけど、愛あい嬌きようのある顔をしているし見ただけで不快に思うってことはないはずだ。そもそもポンチョの太っちょ具合は放送番組などで見ているだろうし、耐えられないほど不快ならお見合いなどセッティングしなければいい。

　それにさっきも言ったけどポンチョは将来を有望視されている。

　政略結婚が当たり前の貴族が送り込んでくる女性なら、ある程度の欠点には目を瞑つぶり、ポンチョに少しでも気に入られようと振る舞うはずだ。

　もっともそういう野心家にはポンチョの嫁にはなって欲しくないので、一応、セリィナを補佐に付けて目を光らせておいてもらっていたわけなんだけど。

「それで実際問題、ポンチョの見合い話はどうなっているんだ？」

　セリィナに尋ねると、彼女は人差し指を顎に当てながら首を傾げた。

「概おおむねポンチョ殿の仰おつしやるとおりですね。ポンチョ殿を籠絡せんと意気込んで入室してきたお方も、ポンチョ殿の顔を見るなり退散してしまいます。……失礼な話です」

　セリィナは相変わらずクールな表情を崩していないけど、なにやら憤慨している様子だった。それじゃあ余計に婚約がまとまらない理由がわからないな。

　そう思っていると不意に袖を引かれた。振り向くと袖を引っ張っていたのはコマインだった。コマインは俺を少し離れた場所へ引っ張っていくと小声で言ってきた。

（「あの……そのことに関してお話があるのですが……」）

　コマインは視線を泳がせながら怖おず怖ずと言った。

（「その……ポンチョ殿のお見合い話がまとまらないことについてです」）

　そしてコマインはヴェネティノヴァに居たときに見た、ポンチョのお見合い話の様子を話してくれた。たしかにポンチョのもとには沢山のお見合い話が持ち込まれ、ポンチョならば自分の美貌で籠絡できると高を括くくっていた女性も多かったようだ。

　しかし、いざお見合いの段になるとポンチョの隣にはセリィナが立っていた。

　セリィナは性格には難ありだけど、見た目はお淑しとやかな美人だ。そんな彼女の美貌の前に、自うぬ惚ぼれていた女性たちはそそくさと退散していったそうだ。

　またそれに耐えたとしても、セリィナはポンチョに近づこうとする女性たちに対して、意識してかどうかはわからないけどとんでもない威圧感を放っていて、純粋な好意を寄せている女性たちさえも遠ざけてしまっているらしい。

　その威圧を体験したコマインの話では野生の狼おおかみに匹敵したとか……。

（「セリィナぁ……」）

　俺は頭を抱えた。変な女性に引っ掛からないようにと付けたセリィナが、まさかポンチョのお見合いを阻害することになっていたとは。すると、

（「それと……ごめんなさい。最近では私もセリィナ殿と一緒になって威圧感を放っていたかもしれません」）

　コマインがそう告白した。

（「えっ!?　なんでまた……」）

（「それは……その……ごめんなさい」）

　コマインは顔を真っ赤にしながら消え入りそうな声で言った。その羞恥のあまり穴があったら入りそうな表情を見て……大方の事情を察した。俺はガシガシと頭を搔かいた。

（「……まあコマインならいいか。責任はちゃんととりなよ？」）

（「とらせて……もらえるでしょうか？」）

　不安そうな顔をするコマインの肩に俺はポンと手を置いた。

（「とりあえず、ちゃんと気持ちを伝えた上で話し合え。ポンチョは気弱で自分に自信がないから、誰かから想おもわれているなんて想像もしていないだろう。だけど、やさしいヤツだから向けられた好意には誠実に応えるはずだ」）

（「は、はい。そうします」）

　グッと拳を握りながらコマインは頷うなずいた。

　この様子ならば大丈夫そうかな。縁談が全部ご破算になったとしても、しっかり者のコマインがポンチョに嫁いでくれるなら安心していられる。

（問題があるとすれば……コマインが平民出ということか）

　結婚自体は問題ないものの、有力貴族が血縁の子女を正妻に押し込もうと横よこ槍やりを入れるかもしれなかった。いまのコマインにはそれをシャットアウトする力はない。

　一応の対策としては、一度コマインをどこか有力貴族と養子縁組させるという方法もあるけど……その場合はコマイン自身が矢面に立たされることになり、彼女に負担を強いてしまうことになる。となると現状で考えられる手段はあと一つしかない。

（「セリィナはどうなんだ？　威圧感を放っているということは脈アリ？」）

　セリィナの家は代々王家に侍従メイドや家宰として仕えている名家だ。

　家格で言えば有力貴族にも匹敵する。そんなセリィナを正妻にしてしまえば他家の介入をシャットアウトできるだろう。しかしコマインは「う～ん……」と首を捻った。

（「脈アリだとは思うんですけど、本人はそれと自覚していない感じなんですよね。私にもそういう面があったことは否定しませんが、セリィナ殿がポンチョ殿に興味を持ったのは、ポンチョ殿の作る美お味いしい料理が切っ掛けです。だからセリィナ殿は自分の気持ちが恋愛感情なのか、たんに食欲によるものなのかわかっていないんだと思います」）

（「それはまた厄介なこじらせ方をしてるな……」）

　でも考えてみれば、いつもクールなセリィナが興味を示していたのは、リーシアやカルラのようなＳさを向ける対象である可愛かわいい女の子だけだった。

　そんなセリィナが初めて興味を示した男性がポンチョだったのだ。何事もそつなくこなすセリィナだけど、この分野に関しては経験値が足りていないとも言える。

（「コマインとしてはセリィナが正妻になるのはどうなんだ？」）

（「わ、私は……あとから割って入った立場ですので不満などありませんよ。一緒にいて気心も知れてきましたし、なにより私は貴族の家のしきたりなどはわからないので、セリィナ殿が取り纏まとめてくれるならば心強いです」）

　コマインのほうは問題なしか。となると、あとはセリィナの気持ち次第だな。

（「……すまないけど、セリィナのこともお願いできるか？　脈があるようならどうにかして自覚させてやってくれ」）

（「わ、わかりました。やってみます！」）

　コマインが力強く請け負ってくれた。彼女に任せておけば大丈夫だろう。しっかしまこと男女の仲は複雑怪奇。下手な交渉事よりも頭を使わされた気がした。







　とりあえずポンチョの件はコマインに任せることにして、ロロア、ユリウス、ティア姫が話しているのが見えたので俺とアイーシャはそちらへと向かった。

　ロロアとティア姫はすっかり仲良くなったみたいで、まるで姉妹のように（これから義姉妹になるのだけど）キャッキャウフフとおしゃべりに花を咲かせていた。

　そんな二人をユリウスが穏やかな表情で見守っていた。

「あっ、ダーリン！」

　ロロアは俺たちに気付くとブンブンと手を振ると、アイーシャと組んでいるほうとは反対側の腕にスルスルと抱きついてきた。

「いや～、ダーリン。うちらのアネちゃん可愛すぎやろ」

「アネちゃん？」

「ですから、アネちゃんなんて呼ばないでください！　ロロアさんのほうが年上じゃないですか！　畏れ多いです」

　ティア姫がそう抗議の声を上げた。ああ兄あにさんの婚約者だから義あ姉ねちゃんなのか。

　プンスカと怒るティアを見て、ロロアはケラケラと笑った。

「いや～、年下の義姉ってなんや新鮮やなって」

「そういえばロロアはリーシアたちをシア姉とか呼んでるよな？」

「せやね。シア姉、アイ姉、ジュナ姉はそのままうちの『お姉さん』って感じやしな。ナデっちだけは友達っぽい感じやけど」

「でしたらまだ『ティアっち』とかのほうがいいです」

　ティア姫はそう言ったけど、ロロアは「とんでもないわ」と首を振った。

「照れとる義姉ちゃんがカワイイし、これからも義姉ちゃんと呼ばせてもらうわ」

「もう！」

「ロロア。あまりティアをからかうんじゃない」

　見かねたユリウスが間に入ってロロアにデコピンをすると、ロロアは「アイタッ」と大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞった。ティア姫は「ユ、ユリウス様～」と、気恥ずかしさで赤くなった顔をユリウスの袖で隠すようにピッタリとくっついた。

　ロロアは痛む額を押さえながらユリウスに舌を出した。

「なんやねん兄さん。これくらい義姉妹のじゃれあいやろ？」

「お前はすぐに調子に乗るからいけない。その底抜けの明るさは美徳だとは思うが、時と場所と相手を考えないと煙たがられるぞ」

「う～……ダーリン、アイ姉～、兄さんがいじめるわ～」

　ロロアが甘えた声を出してすり寄ってきた。だけど……。

「いや、ユリウスの言っていることが全面的に正しいだろ？」

「陛下に同意です」

「裏切られた!?」

　マンガなら「がび～ん！」といった擬音が頭の上に浮かびそうな顔でロロアが仰け反った。そんなロロアの大仰なリアクションを見てティア姫もクスクスと笑い、そんなティア姫の笑顔を見てユリウスの表情も多少は柔らかくなっていた。

　やっぱりロロアはすごいよなぁ。さっきはユリウスに同調したけど、ロロアの明るさは煙たいだけじゃなくてちゃんと周囲を笑顔にしてくれている。

　しばらく五人で和やかに会話していると、

「ソーマ。少し話せないだろうか？」

　ユリウスがそう切り出した。ティア姫が一瞬心配そうな顔をしたけど、ロロアがポンと肩に手を置いて笑いかけるとコクリと頷いて身を引いた。







「ここでいいだろう」

　俺とアイーシャとユリウスは会場となっている部屋を出て、べつの小部屋に移動した。部屋に入ると護衛役のアイーシャは空気を読み、部屋の扉を背に控えた。

　誰かが立ち聞きをしていないかを監視しつつ、ユリウスが妙なことを企たくらむようなら即座に制圧できるような位置取りなのだろう。

　ユリウスは俺が手にしていたグラスに会場から一本持ってきた葡ぶ萄どう酒しゆを注いだ。

　注がれ終わると、今度は俺がユリウスのグラスに葡萄酒を注ぐ。

　そして二人でグラスを掲げて、声を揃そろえて言った。

「「　此この度たびの勝利に　」」

　グラスをチンッと鳴らして乾杯した。

　グラスの中の酒を飲み干すと、ユリウスはフッと笑みを浮かべた。

「まさかお前と酒を酌み交わす日が来ようとはな」

「こっちの台詞せりふだ。しかも勝利の祝い酒だしな」

　新しい酒を注いでやりながら俺はそう言った。ユリウスと酒……か。

「そういえばヴァンでやり合ったときはセリィナに速攻で酔い潰されたんだっけ？」

「あれは……苦い思い出だ。しかもその侍従メイドが会場にいただろう？　あいつを見た瞬間、即座にあのときの嫌な記憶が蘇よみがえったぞ」

「はっはっは、あの侍従メイド長ちようは一国の姫も元空軍大将の娘も怖おそれる存在だからな」

「……それは本当に侍従メイドなのか？」

「……俺もたまにわからなくなるときがある」

　和やかにとりとめもないことを話していると、ユリウスが真面目な顔になった。

「……此度の援軍、本当に感謝している」

「いろんな人から何度も言われている。礼はもう十分だ」

「それでもだ。お前やロロアが援軍を派遣してくれなかったらティアを守り抜けなかったかもしれない。だから、感謝する」

　そう言ってユリウスは深々と頭を下げた。

　以前とはあきらかに違うユリウスの態度に、俺は苦笑しながら肩を叩たたいた。

「まるですべてが解決したような言い草だけど、この国が大変なのはこれからだろう。これまでの戦いで少なくない数の男手を失っただろう？　立て直せるのか？」

「立て直すさ。女子供は守り抜いたんだ。人はまた増えて、未来を繫つなぐことができるだろう。それに戦後は人も領地も増えるだろうしな」

「領地も？」

「東方諸国連合では各国の合議によって領地の増減が決定する。今回の魔ま浪なみで領主を失った土地も多いだろうから、それを再分配しなければならないからな。そのとき、国力に見合った数の援軍を送らないなど働きの悪かった国は国土を削られ、逆に戦功の多かった国は国土が増えることになる」

　ふ～ん……東方諸国連合はそういうシステムなのか。複数の国家の集合体でありながら、一国の封建国家のようでもあるわけだ。ユリウスはニヤリと笑った。

「うちは援軍到着までの間、数万のリザードマンの群れを自国だけで防ぎきったという実績がある。戦後の論功行賞では大きな顔ができるというものだ」

「おーい、昔みたいな顔になっているぞ。ティア姫が見たら不安がるんじゃないか？」

「……それはいけないな」

　ユリウスは自分の頰をペシペシと叩いた。

「まあ幸い、魔物の素材は高く売れる。リザードマンや魔物の死体はそこら中に転がっているからな。取引しようと商人も集まってくるだろうし、財源には困らんだろう」

「ははは、ロロアみたいなことを言うんだな」

「一応、兄だからな」

「そりゃそうだ……あっ、そうだ。リザードマンや魔物の死骸だけど、うちでも少し回収していっていいか？　研究材料にしたいんだ」

「復興財源にしたいからあまり多く持って行かれると困るぞ」

「あくまでも研究用だから、大まかな種類別に二頭くらいずつでいいよ」

「それぐらいならばいいだろう。好きに回収してくれ」

　ゆったりとした時間が流れる。ユリウスはグラスの中の酒を見つめながら言った。

「ノートゥン竜騎士王国の援軍が来た以上、この国はもう大丈夫だろう。ソーマ、お前はどうする？　このままフリードニア王国へと引き揚げるか？」

「そうしたいのは山々なんだけど……」

「っ！　誰だ！」

　ユリウスがグラスを置き、扉のほうを睨にらみ付けた。

　誰かの気配を感じたのだろうか。しかし扉近くに立っているアイーシャは気にした素振りを見せなかった。すると扉の下の隙間から折られた白い紙が差し込まれた。

　事情を察した俺はユリウスの肩に手を置いた。

「落ち着けユリウス。アイーシャが臨戦態勢をとっていないってことは、〝こちら〟の手の者ってことだ。そうだろう？」

　そう問いかけると、アイーシャは「はい」と頷うなずいた。

　そして扉の下から差し込まれた紙を回収して俺に手渡した。

「陛下、カゲトラ殿からの報告のようです」

　国王直属の秘密諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』のリーダーであるカゲトラからの手紙だった。黒猫部隊には東方諸国連合内の各国の様子を探らせていた。

　俺はその紙を受け取り内容を確認すると……天井を仰ぎながら溜ため息いきを吐ついた。

「……当分は王国に帰れそうにないな」

　リーシアの出産に立ち会えないかもという予感に気が滅め入いりそうだった。
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　カゲトラから届いた報告は今回の魔ま浪なみによるもう一つの激戦地『チマ公国』の戦況を知らせるものだった。チマ公国は中小規模国家が乱立する地域の小国でありながら、巧みな外交工作で生き延びてきた老練な国だ。

　そして今回の魔ま浪なみに際しても、現チマ公はある意味子供たちをエサにするようなやり方で、東方諸国連合内の各国から援軍を搔かき集めていた。

『援軍を送ってくださった国にはその活躍に応じて、跡継ぎである長兄を除く六名の子を一名ずつ家臣として差し上げましょう』

　チマ公は一芸に秀でた七人の兄弟姉妹がいて、その誰もが美男美女揃ぞろいと聞く。

　とくに長女のムツミ・チマは知略・武勇ともに優れた美女ということで求める声は多かった。そんなムツミを含め、常日頃、他国から伴侶に家臣にと求められた七人兄弟姉妹のうち六人が供出されると聞き、多くの国が援軍を送ったそうだ。

　ちなみにこの話はマリア経由でうちも知っていたのだけど、ユリウスやジルコマのいるラスタニア王国のほうが危機的状況だったこと、チマ公国にはすでに多くの国が援軍を送っていてすぐには陥落しそうにないこと、有能な人材は一人でも多く欲しいけど武勇に優れた美人なら婚約者だけでも三人はいるので食指が動かなかったことなど、諸もろ々もろの理由から援軍を派遣することはなかった。

　一方でなにかあったときのために、カゲトラをはじめとする黒猫部隊を多く派遣して情報収集に努めていた。

　そんなチマ公国側の戦況だけど、カゲトラからの報告によれば良くないらしい。

　ラスタニア王国側のように一種の魔物（リザードマンなど）が突出して多いといったことはなく、多種多様な魔物が大挙して押し寄せて来ているそうだ。

　チマ公国の国境でもあるダビコン河の渡河地点である浅瀬は、ラスタニア王国にあるものよりも幅広いため、魔物の侵入を阻む働きはなかったようだ。

　圧倒的な数の魔物によって力攻めにされているらしい。

　もしその状況がラスタニア王国で起こっていたら一ひと溜たまりもなかっただろう。

　しかし、先にも言ったとおりチマ公国は突飛な外交工作により、東方諸国連合内の国々から援軍を搔き集めていた。魔物の数も多いが守備する兵数も多いので、なんとか防衛線を維持できているらしい。

　戦況は押し込まれず押し返せずの膠こう着ちやく状態になっているようだ。

　とはいえ、もしも事態が悪化して防衛線が崩れるようなことになれば、南下してきた魔物によって崩壊する国や集落が出てくるだろう。

　トモエちゃん一家やジルコマ、コマイン兄妹のような難民が新たに発生することになる。そうなれば俺たちの国にも影響が出ることは避けられないだろう。

　そんな事態を避けるためにも『チマ公国へ援軍を送り、現地の軍勢と連携して魔物を一気に殲せん滅めつするべき』というのがカゲトラが報告の中で述べた見解だった。俺はその提案を採用し、フリードニア王国の援軍は東進してチマ公国へと向かうことになった。

　宴うたげの翌日。王国軍が慌ただしく出立の準備を進める中、俺はノートゥン竜騎士王国の王女騎士シィルと別れの挨拶をしていた。

「それではシィル殿。我々はこれで失礼します。あとのことはお願いします」

「はい。わずかな時間ではありますが共に戦えたこと、またこうやって知己を得たことを嬉うれしく思います。もしまだリザードマンの残党などが残っていてこの国を襲うようなことがあれば、今度こそ盟約に従い我らが対処いたしましょう」

「頼みます。いつかうちの国にも遊びに来てください。歓迎します」

「機会があれば是非。ソーマ殿やハルバート殿も、ナデン殿やルビィ殿に乗って来てください。ドラゴンを伴侶とする同胞を我らも歓待しましょう」

「ええ。いつの日にか」

　俺たちはガッチリと握手を交わした。

　フリードニア王国とノートゥン竜騎士王国とは国境線を接していないので、友好関係を結ぶのは簡単だった。俺の妻となるナデンとシィル殿の夫となるパイも仲が良いしな。

　そんな俺たちの横ではナデンとルビィとパイも別れの言葉を交わしていた。

「それじゃあナデン、ルビィ。二人とも元気でね」

「パイもね。旦那様……じゃなかった、お嫁さんを大事にしなさいよ」

「サフィやエメラダにもよろしく言っておいて」

「うん。伝えておくね。それじゃ」

　手を振るパイに見送られながら、俺はナデンたちを連れて仲間たちの待つ野営陣地へと戻った。野営陣地には主要な仲間たちに加えてユリウスとティア姫の姿もあった。

　見送りに来てくれた二人に軽く挨拶をしてから俺は仲間たちに言った。

「これから俺たちはチマ公国へと向かうわけだが、何名かはこのまま王国へと帰還してもらう。ロロア、ポンチョ、セリィナ、コマインの四名も同行はここまででいい」

　この四名はこのラスタニア王国に縁者がいるために連れてきた者たちだ。

　ロロアはユリウスがいたから、コマインは兄ジルコマがいたから連れてきただけだ。

　兵糧の管理を任せているポンチョとその補佐であるセリィナも本来は後方支援要員であって、前線に出てくる必要はなかった。それを無理に前線にまで引っ張ってきたのは、ポンチョに仕えているコマインがジルコマに会いやすいようにするためだったた。

　家族との対面が叶かない、ユリウスとジルコマの安全も確保できたいま、四名を連れて行く必要性は薄かった。

「ロロアはエクセルと共に帰還してくれ」

「うん、まあ、うちは付いていっても役にはたてんやろうしね」

　ロロアは少し残念そうだったけど王国への帰還を了承した。

「ポンチョとセリィナは後方で兵へい站たんの管理を続けて欲しい。コマインはしばらくこの国に留とどまってもいいが……」

「いえ、私はポンチョ殿にお仕えする身です。ポンチョ殿と一緒に行きます」

　コマインはなんの迷いもなさそうにそう言った。

「いいのか？　久しぶりに会ったんだし、しばらく兄妹水入らずでも……」

「あはは……大丈夫です。いま水入らずにすべきは兄上とローレン殿ですよ。私がいたほうがお邪魔虫になってしまいます」

「……それもそうか」

　まあ本人が良いって言うなら良いのだろう。

「それからエクセル」

「ここにおりますわ」

　呼ばれたエクセルがしずしずと前へと出てきて拝礼した。

「ダビコン河での戦いでは助かったよ。エクセルが来てくれなかったら、討伐にはもっと苦慮したことだろう。感謝する」

「ふふ、配下としては当然ですわ。それに、陛下に抱きかかえられたりと役得もありましたし、姫様やジュナへの良い土産みやげ話ができました」

　ニッコリと良い笑顔で言うエクセルに、俺は頭痛を覚えた気がした。

「……土産話もいいけど変に話を盛らないでくれよ？」

「うふふふふ」

「ともかく、ご苦労だった。王国へと戻って俺の留守を守る任務に戻ってくれ」

「私はこのまま陛下に同行したいのですがねぇ」

　そう言ってエクセルは流し目を送ってきた。すると、右腕にアイーシャ、左腕にロロアが抱きつき、背中にナデンが飛び乗ってきてエクセルを威嚇しだした。

「……これ以上婚約者たちの機嫌を損ねたくないんで勘弁してくれ」

「あらあら良いじゃないですか。国防軍の総大将と言っても、どうせ中央でお留守番しているだけなのですから。このまま陛下と同行しても……」

「そこまでですよ。大おお母かか様さま」

　急に掛けられた声に振り向くと、王国にいるはずのジュナさんが立っていた。

　えっ、なんでジュナさんが!?　エクセルも目を丸くしていた。

「ジュナ？　貴女あなた、どうしてここに？」

「もしかしたら大母様が帰国したくないとごねるかもしれないからと、ハクヤ殿から連れ帰るように頼まれたのです。予想どおりでしたね」

「あら、貴女に私が止められると思っているのかしら？」

　エクセルが挑発的な視線を送った。しかしジュナさんは一歩も引かなかった。

「ええ。実家に帰って対大母様用の最終兵器を持って来ましたから」

「……私用の最終兵器ですって？」

　エクセルの眉がピクリと動いた。するとジュナさんは懐からなにかを取り出した。どうやら封筒に入った手紙のようだ。封ふう蠟ろうにはウォルター家の家紋が押されている。

「そ、それは！」

　エクセルがあからさまに動揺していた。いつも飄ひよう々ひようとしているエクセルがここまでとり乱すのを見るのは初めてだった。ジュナさんは笑顔でエクセルに告げた。

「あまり聞き分けが悪いようですと、この手紙の内容を公開しますよ？」

「ぐっ……わかりましたわ。従いましょう」

　そう言うとエクセルは俺の前に膝を突いて頭を下げた。

「それでは陛下、私は一足先に王国へと戻らせていただきます」

「あ、ああ……」

　話の展開についていけない俺が空返事をすると、エクセルは先程までの執着が噓うそのようにさっさとその場を後にした。みんなも呆あつ気けにとられている中、一人だけ満足そうな笑顔のジュナさんに小声で尋ねた。

「あの、ジュナさん？　その手紙は一体……」

「うふふ、大母様がお祖じ父い様さまに宛てた恋文ですわ」

「こ、恋文!?」

「ええ。とても甘～い言葉が記載されているんですよ。バルガス家などでもこういったものを保管しているのではないでしょうか。対大母様用として」

　あー、それは公開されたくないな。なんか納得した。

（はぁ……なんかどっと疲れた……）

　エクセルは本当に嵐のような女性だ。波風を立てるだけ立てて去って行くのだから。

　まあ、とりあえずこれで王国に帰す者は決まった。

　本当はトモエちゃんも帰還させたかったけど、チマ公国でも状況次第では彼女の能力が必要になるかもしれないので、護衛のイヌガミと共にこのまま連れて行くことにした。

　指示を出し終えて、俺はロロアと一緒にユリウスとティア姫の前に立った。

　するとユリウスが手を差し伸べてきたので、俺はガッチリと握手をした。

「ソーマ。今回の件では本当に世話になった。いまのこの国に王国に贈与できるようなものはないので、言葉だけの謝礼になってしまうのが申し訳ないが」

「気にしなくていい。この援軍派遣は帝国の要請によるものだしな。それに、東方諸国連合内の国々やノートゥン竜騎士王国にパイプを持つこの国と縁を結べたんだ。満更成果がなかったわけでもない」

「それはこちらも同じだ。フリードニア王国と誼よしみを結べたのだからな」

　ユリウスは小さく笑った。まるで憑つきものが落ちたかのような表情だった。

　過去のしがらみを断ち切り、これからのこの国の未来を考えているユリウスの表情に、彼が人間的に大きく成長した証あかしのようなものを見た気がした。

「いまのユリウスとは戦いたくないな。以前よりもずっと手て強ごわそうだ」

「それはお互い様だ。いまのお前の国と事を構えようと思ったら、お前とロロアの両方を相手にしなければならないのだからな。すごく面倒くさいことになりそうだ」

「今度対立したときは穏便な勝負方法にしたいな。飲み比べとかどうだ？」

「酒はもうこりごりだ。武術では……差がでそうだし、早駆けとかはどうだ？」

「ナデンを使ってもいいか？」

「それは卑ひ怯きようすぎるだろ」

　そんなとりとめもないことを言い合っていると、横にいたロロアがなんだかソワソワしていることに気がついた。昨日の宴会ではユリウスたちと大分打ち解けていたように感じたけど、白面しらふではまだまだ固さが残っているようだ。

　俺はそんなロロアの心中を察して、彼女の腰をポンと押した。

「ひゃっ!?」

「ほら、ロロアも別れの挨拶をしなって」

「う、うん……」

　若干ぎこちない動きで前に出たロロアは、ユリウスたちに向かって〝敬礼〟した。

　……いや、なんでそこで敬礼するんだよ。相当緊張してるのか？

「ほな、うちは帰るわ。兄あにさんも義あ姉ねちゃんもお元気で」

「は、はい！　ロロアさんもお元気で！」

　釣られたのか天然なのか、ティア姫も敬礼を返した。

　愛らしいお姫様二人が敬礼し合うという珍妙な光景。そんな二人の様子を、俺とユリウスは揃そろって苦笑いを浮かべながら見守っていた。




　◇　◇　◇




　―――同日・同時刻。




　チマ公国の中心都市『ウェダン』。

　中小国家が乱立する地域において、外交交渉により有力勢力の陣営に加わることで家を守ってきたチマ公の居城があるだけあり、この都市は堅けん牢ろうな構造をしていた。

　南の山に隣接し、北にはダビコン河へと繫つながる川が流れている。歴代のチマ公は敵対勢力の侵攻を受けてはこの都市に籠もり、籠城戦で敵をはね除のけつつ味方勢力の援軍を待って難局を乗り切ってきた。

　この都市は山を背に建設されていることもあり、チマ公の居城『ウェダン城』は山の中腹あたりにあって、都市や都市城壁の外を見下ろせる位置にある。フリードニア王国で言えば元空軍大将カストールの居城だった『紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう』の構造によく似ている。

　そんなウェダン城の城壁の上に一人の子供がいた。

「………」
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　十歳くらいのその子供は城壁の縁に座り、木の板の上に紙を置いて一心不乱に木炭を走らせていた。その子が見つめる先、都市を囲む防壁の向こう側ではいま、押し寄せてくる魔物と戦っている東方諸国連合軍の姿があった。

　大地を埋め尽くすかと思うほどに魔物の数は多い。しかしチマ公の奇抜な外交工作によって援軍も多く集結しており、魔物の攻勢をなんとか凌しのいでいた。

　金属と金属がぶつかり合うような音、魔法が炸さく裂れつする音、魔物の咆ほう哮こう、兵士たちの鬨ときの声……そんな戦場の音はこの城壁にまで届いていた。

　そんな音がする中にあってその子供は寡黙なまま紙に木炭を走らせていた。

「また絵を描いているの？　イチハ」

　不意にかけられた声に振り返ると、長い黒髪を腰のあたりで結んだ二十歳ほどの美しい女性が立っていた。その女性は袴はかまのような衣服を着ていて見た目は大和撫なでし子こといった印象だったが、その衣服の上には革の鎧よろいを着けていて長剣を背負っていた。

　子供はその姿を見て目を細めながら返事をした。

「ムツミ姉さん？」

　美しく凜り々りしい女性は現チマ公の長女ムツミ・チマ、そして絵を描いていた子供はムツミの末弟である五男のイチハ・チマだった。イチハは首を傾かしげた。

「姉さんは今日は戦場へは行かなかったのですか？」

「ええ。父上にあまり諸侯にお転てん婆ばな姿を見せるなと釘くぎを刺されてしまったの。仕方が無いから今日はお留守番ね」
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　不満げなムツミの様子を見てイチハはクスリと笑った。

「それはそうですよ。あそこで戦っている諸侯方は、姉さんをお嫁さんにしたいと思って頑張ってるんですから」

　チマ公は今回東方諸国連合内の各国に『援軍を送ってくださった国には、その活躍に応じて、跡継ぎである長兄を除く六名の子を一名ずつ家臣に差し上げる』という通達を出している。これは自国の窮地を救うのと同時に、戦場で活躍できるような有力な勢力に自分の息子・娘たちを売り込もうという、老練なチマ公の強したたかな戦略だった。

　家臣として差し上げると言っているが、美男美女で評判のチマ家の兄弟姉妹だ。

　貰もらい受ければ、たちまちその国で婿に嫁にと縁談がまとまることだろう。

　そうなればチマ公は多くの有力勢力の外戚となれるので、チマ公にとっても願ったり叶かなったりだった。そんなチマ家の兄弟姉妹の中でもとくに人気なのがムツミだった。

　武勇・知略に優れていて、そして美しいムツミを自分や子息の妻に迎え入れるために、諸侯は戦場で武勲を競っていた。

　そんな戦場を見つめながらイチハはムツミに尋ねた。

「あの中で一番活躍した人はきっと、姉さんをお嫁さんに欲しいと言うでしょうね。そのことを姉さんはどう思っているのですか？」

「それでも構わないわ。私、力がある人が好きだし」

　ムツミの解答はしごくあっさりとしたものだった。

「個人の武勇が強い人でもいい。知略で戦況をひっくり返せる人でもいい。権力があって多くの兵を動かせる人でもいいわ。とにかく、世界にその名を轟とどろかせられるような人を一番近くで見ていたいの。そんな人のお嫁さんになれるなら最高ね」

　嬉き々きとして語るムツミ。どうやら本心からの言葉だと感じたイチハは「そういうものですか……」と苦笑いを浮かべた。そんな弟の頭をムツミはグリグリと撫なでた。

「あなたもそういう良い男になりなさいよ。こんなところで一人で絵ばっかり描いてないで、もっと身体からだを鍛えたらどうなの？」

「……無茶を言わないでくださいよ。ボクは身体が弱いんですから」

　イチハは生まれつき身体が丈夫ではなかった。

　季節の変わり目など寒暖差が大きい時季にはよく風邪を引いて寝込んでいた。そのため、他の兄たちのように武術は修められず、部屋に籠もって本を読んだり、趣味の絵を描いたりとどんどん内向的になっていった。

「それに、世の評価でもボクは忘れさられてますから」

「………」

　チマ家には優秀な七人の兄弟姉妹がいると言われている。




　ハシム（二十五歳）・長男……政略に優れている。

　ナタ（二十二歳）・次男……巨大な斧おのを使う剛力の持ち主。

　ムツミ（二十歳）・長女……とくに美しく知略・武勇に優れている。

　ゴーシュ（十八歳）・三男……弓の腕前は天下一品。

　ヨミ（十七歳）・次女……双子の姉で魔導士。また読書家で知識が豊富。

　サミ（十七歳）・三女……双子の妹で魔導士。また経理に明るく暗算が得意。

　ニケ（十六歳）・四男……美少年。目で追えないほどの槍やり捌さばきを見せる。




　このように七人の兄弟姉妹は名を馳はせているのだが、イチハ・チマは今年十歳になったばかりの五男であり、この優秀な兄弟姉妹の中には含まれていなかったのだ。

　顔立ちは他の兄弟たちに似て整っているのだが、まだ子供であり、線が細く、病弱で絵ばっかり描いている内向的な子ということで、世に知られてはいなかったのだ。

　当然、チマ公が提示した報奨の中にも含まれていない。

　ムツミは一瞬言葉に詰まったが、努めて明るく笑みを浮かべると、イチハの背中をバシッと叩たたいた。いきなり叩かれてイチハはビクッと仰のけ反ぞった。

「お、落ちたらどうするんですか!?」

「そんなに強く叩いてないわ。イチハがしょぼくれてるから活を入れたんじゃない」

「うぅ……」

　するとムツミはイチハを背後から抱きすくめ、その耳元で囁ささやいた。

「心配要らないわ。イチハはいつかすごい人になると思う」

「……その根拠はなんですか？」

「女の勘よ。だってうちの兄弟姉妹の中で、イチハだけはなんかべつのモノを見ているような気がするんだもの。いま〝描いているモノ〟だってそう。イチハは多分、私たちが思いも付かないようななにかを持っているんじゃないかしら」

「なにかって……自分ではなにも持ってないと思うんですけど」

　ふて腐れたような顔をするイチハに、ムツミは笑いかけた。

「それはそうよ。自分のことなんて自分が一番見えにくいものよ。だから……イチハはもっと人と関わりなさい。その中の誰かが、きっと貴方あなたの真価に気付いてくれるわ」

　イチハは尚なおもふて腐れたような顔をしていたが、『人と関わりなさい』というムツミの言葉は胸の中に刻み込んだ。







あとがき







　現国八巻をお買い上げいただきありがとうございます。やっとあとがきをあとがきらしい位置に書けたことに安あん堵どしているどぜう丸です。

　今巻では東方諸国連合編の前半部分であるラスタニア王国での戦いがメインとなっています。そしてかつての敵、ユリウスが再登場です。以前、散々ソーマ＆ハクヤ＆ロロアにやり込められた彼は人間的に大きく成長しています。

　これは趣味嗜し好こうの問題なのですが、同じキャラを何度も嚙かませ犬にするという展開は苦手なんですよね。個人的には敗北したり、大きな失敗を経験した人にはそれを糧に大きく成長してほしいと思っています。人間、失敗から学ぶことのほうが多いですからね。自分も大概やらかしましたし……。だからハル、カストール、ルビィ、そしてユリウスといったやらかしメンバーには大きく成長してもらう物語構成になっています。

　彼ら彼女らが愛されるキャラになればいいなと思っています。

　それとよく『この東方諸国連合での戦いはソーマにとって戦争なのですか？』という質問を受けますが、答えはＮＯです。あくまでも害獣駆除で戦争とはカウントしません。

　それでは絵師の冬ゆき様、コミカライズの上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。どぜう丸でした。
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